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1．概要 

柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉の設計基準対象施設の

うち耐震重要度分類のS クラスに属する施設，その間接支持構造

物及び屋外重要土木構造物（以下「S クラス施設等」という。）

が下位クラス施設の波及的影響によって，その安全機能を損なわ

ないことについて，また，柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉

の重大事故等対処施設のうち常設耐震重要重大事故防止設備及

び常設重大事故緩和設備並びにこれらが設置される常設重大事

故等対処施設（以下「重要SA 施設」という。）が，下位クラス

施設の波及的影響によって，重大事故等に対処するために必要な

機能を損なわないことについて，設計図書類を用いた机上検討及

び現地調査（プラントウォークダウン）による敷地全体を俯瞰し

た調査・検討を行い，評価を実施する。 

ここで，S クラス施設等と重要SA 施設を合わせて「上位クラ

ス施設」と定義し，S クラス施設等の安全機能と重要SA 施設の

重大事故等に対処するために必要な機能を合わせて「上位クラス

施設の有する機能」と定義する。また，上位クラス施設に対する

波及的影響の検討対象とする「下位クラス施設」とは，上位クラ

ス施設以外の発電所内にある施設（資機材等含む）をいう。 

 

 

 

 

 

 

2．波及的影響に関する評価方針 

2.1 基本方針 

波及的影響評価は以下に示す方針に基づき実施する。 

(1) 「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備

の基準に関する規則の解釈」の別記2（以下「別記2」という。）

に記載された4 つの事項を基に，検討すべき事象を整理する。ま

た，原子力発電所の地震被害情報を基に，別記2 の4 つの事項以

外に検討すべき事象の有無を確認する。 

(2) (1)で整理した検討事項を基に，上位クラス施設に対して波

及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出する。 

(3) (2)で抽出された下位クラス施設について，配置，設計，運

1. 概要 

設計基準対象施設のうち耐震重要度分類Ｓクラスに属する施

設，その間接支持構造物及び屋外重要土木構造物（以下「Ｓクラ

ス施設等」という。）が下位クラス施設の波及的影響によって，

その安全機能を損なわないことについて，また，重大事故等対処

施設のうち常設耐震重要重大事故防止設備及び常設重大事故緩

和設備並びにこれらが設置される常設重大事故等対処施設（以下

「重要 SA 施設」という。）が下位クラス施設の波及的影響によっ

て，重大事故等に対処するために必要な機能を損なわないことに

ついて，設計図書類を用いた机上検討及び現地調査（プラントウ

ォークダウン）による敷地全体を俯瞰した調査・検討を行い，評

価を実施する。 

 

ここで，Ｓクラス施設等と重要 SA 施設を合わせて「上位クラ

ス施設」と定義し，Ｓクラス施設等の安全機能と重要 SA 施設の

重大事故等に対処するために必要な機能を合わせて「上位クラス

施設の機能」と定義する。また，上位クラス施設に対する波及的

影響の検討対象とする「下位クラス施設」とは，上位クラス施設

以外の発電所内にある施設（資機材等を含む）をいう。 

本資料では，設置許可段階で整理した波及的影響評価対象施設

の抽出結果を示すものであり，対象施設の耐震性評価を含む波及

的影響評価については工事計画認可申請において提示する。な

お，工事計画認可申請段階において，設置，撤去予定の施設の状

況も踏まえ，施設の抽出結果について再度整理する。 

 

2. 波及的影響に関する評価方針 

2.1 基本方針 

波及的影響評価は以下に示す方針に基づき実施する。 

(1) 「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備

の基準に関する規則の解釈」の別記 2（以下「別記 2」という。）

に記載された 4 つの事項を基に，検討すべき事象を整理する。ま

た，原子力発電所の地震被害情報を基に，別記 2 の 4 つの事項

以外に検討すべき事象の有無を確認する。 

(2) (1)で整理した検討事項を基に，上位クラス施設に対して波

及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出する。 

(3) (2)で抽出された下位クラス施設について，配置，設計，運

1. 概要 

島根原子力発電所２号炉の設計基準対象施設のうち耐震重要

度分類のＳクラスに属する施設，その間接支持構造物及び屋外重

要土木構造物（以下「Ｓクラス施設等」という。）が，下位クラ

ス施設の波及的影響によって，その安全機能を損なわないことに

ついて，また，島根原子力発電所２号炉の重大事故等対処施設の

うち常設耐震重要重大事故防止設備及び常設重大事故緩和設備

並びにこれらが設置される常設重大事故等対処施設（以下「重要

ＳＡ施設」という。）が，下位クラス施設の波及的影響によって，

重大事故等に対処するために必要な機能を損なわないことにつ

いて，設計図書類を用いた机上検討及び現地調査（プラントウォ

ークダウン）による敷地全体を俯瞰した調査・検討を行い，評価

を実施する。 

ここで，Ｓクラス施設等と重要ＳＡ施設を合わせて「上位クラ

ス施設」と定義し，Ｓクラス施設等の安全機能と重要ＳＡ施設の

重大事故等に対処するために必要な機能を合わせて「上位クラス

施設の有する機能」と定義する。また，上位クラス施設に対する

波及的影響の検討対象とする「下位クラス施設」とは，上位クラ

ス施設以外の発電所内にある施設（資機材等含む）をいう。 

本資料では，設置許可段階で整理した波及的影響評価対象施設

の抽出結果を示すものであり，対象施設の基準地震動Ｓｓに対す

る構造健全性評価については，詳細設計段階において提示する。

なお，詳細設計段階において，設置，撤去予定の施設の状況も踏

まえ，施設の抽出結果について再度整理する。 

 

2. 波及的影響に関する評価方針 

2.1 基本方針 

波及的影響評価は以下に示す方針に基づき実施する。 

(1) 「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備

の基準に関する規則の解釈」の別記 2（以下「別記 2」という。）

に記載された４つの事項を基に，検討すべき事象を整理する。ま

た，原子力発電所の地震被害情報を基に，別記 2の４つの事項以

外に検討すべき事象の有無を確認する。 

(2) (1)で整理した検討事項を基に，上位クラス施設に対して波

及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出する。 

(3) (2)で抽出された下位クラス施設について，配置，設計，運
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用上の観点から上位クラス施設への影響評価を実施する。 

また，波及影響評価に係る検討フローを第2-1 図に示す。 

 

第2-1図 波及的影響に係る検討フロー 

 

2.2 下位クラス施設の抽出方法 

上位クラス施設に対して波及的影響を及ぼすおそれのある下

位クラス施設の抽出は，設計図書類を用いた机上検討及び現地調

査（プラントウォークダウン）による敷地全体を俯瞰した調査・

検討により実施する。 

 

(1) 机上検討Ⅰ 

柏崎刈羽原子力発電所配置図，機器配置図，系統図等の設計図

用上の観点から上位クラス施設への影響評価を実施する。 

また，波及的影響評価に係る検討フローを第 2.1-1 図に示す。 

 

 

第 2.1-1 図 波及的影響評価に係る検討フロー 

 

2.2 下位クラス施設の抽出方法 

上位クラス施設に対して波及的影響を及ぼすおそれのある下

位クラス施設の抽出は，設計図書類を用いた机上検討及び現地調

査（プラントウォークダウン）による敷地全体を俯瞰した調査・

検討により実施する。 

 

(1) 事前準備及び机上検討Ⅰ［第 2.1-1 図 ①，②］ 

女川原子力発電所２号炉の屋外配置図，機器配置図等の設計図

用上の観点から上位クラス施設への影響評価を実施する。 

また，波及的影響評価に係る検討フローを第 2-1図に示す。

 

第 2-1図 波及的影響評価に係る検討フロー 

 

2.2 下位クラス施設の抽出方法 

上位クラス施設に対して波及的影響を及ぼすおそれのある下

位クラス施設の抽出は，設計図書類を用いた机上検討及び現地調

査（プラントウォークダウン）による敷地全体を俯瞰した調査・

検討により実施する。 

 

(1) 事前準備及び机上検討Ⅰ[第 2-1図の①②] 

島根原子力発電所構内配置図，機器配置図，系統図等の設計図
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書類を用いて，建屋外及び建屋内の上位クラス施設を抽出し，そ

の配置状況を確認する。 

次に設計図書類を用いて，上位クラス施設周辺に位置する下位

クラス施設，又は上位クラス施設に接続されている下位クラス施

設のうち，波及的影響を及ぼすおそれのあるものを抽出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 現地調査 

机上検討で抽出された下位クラス施設の詳細な設置状況又は

配置状況を確認すること，また，設計図書類では判別出来ない仮

設設備，資機材等が影響防止対策を施工していない状態で上位ク

ラス施設周辺に配置されていないことを確認することを目的と

して，建屋内外の上位クラス施設を対象として現地調査を実施す

る。 

現地調査の実施要領を添付資料1-1 に示す。また，現地調査記

録の例を添付資料1-2 に示す。 

 

書類を用いて，建屋外及び建屋内の上位クラス施設を抽出し，そ

の配置状況の情報を整理する。配置状況確認結果を踏まえ，検討

事象ごとに，以下に示す考え方を踏まえて波及的影響を及ぼすお

それのある施設を抽出する。 

 

a. 検討事象が「建屋内下位クラス施設の損傷等による影響」又

は「建屋外下位クラス施設の損傷等による影響」の場合 

 上位クラス施設が大型施設であれば，重量比から仮置物品等

の影響を受けないことから，本項目(1)で調査した設計図書

類の情報によって波及的影響を及ぼすおそれのある施設を

抽出する。 

 上位クラス施設が大型施設ではない場合には，現地調査が困

難な場合を除き下記(2)及び(3)に示す情報の補完作業を実

施する。 

b. 検討事象が「相対変位又は不等沈下による影響」又は「上位，

下位クラスの接続部における相互影響」の場合 

 「相対変位又は不等沈下による影響」については，建屋外の

大型施設が評価対象となることから，本項目(1)で調査した

設計図書類の情報によって波及的影響を及ぼすおそれのあ

る施設を抽出する。 

 「上位，下位クラスの接続部における相互影響」については，

系統図等の設計図書類で網羅的に確認が可能であることか

ら，本項目(1)で調査した設計図書類の情報によって波及的

影響を及ぼすおそれのある施設を抽出する。 

 

 

(2) 現地調査（プラントウォークダウン）［第 2.1-1 図 ③］ 

机上検討Ⅰで抽出された下位クラス施設の詳細な設置状況又

は配置状況を確認すること及び設計図書類では判別出来ない仮

設設備又は資機材等が影響防止対策を施工していない状態で上

位クラス施設周辺に配置されていないことを確認することを目

的として，建屋内外の上位クラス施設を対象として現地調査を実

施する。 

現地調査の実施要領を添付資料 1-1 に示す。また，現地調査記

録の例を添付資料 1-2 に示す。 

なお，現地調査における確認項目や判断基準についても添付資

書類を用いて，屋外及び建物内の上位クラス施設を抽出し，その

配置状況を確認する。 

次に設計図書類を用いて，上位クラス施設周辺に位置する下位

クラス施設，又は上位クラス施設に接続されている下位クラス施

設のうち，波及的影響を及ぼすおそれのあるものを抽出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 現地調査（プラントウォークダウン）[第 2-1図③] 

机上検討Ⅰで抽出された下位クラス施設の詳細な設置状況又

は配置状況を確認すること，また，設計図書類では判別できない

仮設設備，資機材等が影響防止対策を施工していない状態で上位

クラス施設周辺に配置されていないことを確認することを目的

として，建物内外の上位クラス施設を対象として現地調査を実施

する。 

現地調査の実施要領を添付資料 1-1に示す。また，現地調査記

録の例を添付資料 1-2 に示す。 
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(3) 机上検討Ⅱ 

現地調査を実施する必要があると判断したものの，現地調査を

実施できない上位クラス施設については現地調査と同様の判断

基準で机上検討を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 影響評価方法 

波及的影響を及ぼすおそれがあるとして抽出された下位クラ

ス施設について，影響評価により上位クラス施設の機能を損なわ

ないことを確認する。 

影響評価において，抽出された下位クラス施設が耐震性を有し

ていることの確認によって上位クラス施設の機能を損なわない

ことを確認する場合，適用する地震動は，基準地震動Ss とする。 

 

 

 

 

 

2.4 プラント運転状態による評価対象の考え方 

プラントの運転状態としては，通常運転時，事故対処時，定期

検査時があり，各運転状態において要求される上位クラス施設の

機能を考慮して波及的影響評価を実施する。 

通常運転時は，ほぼ全ての上位クラス施設が供用状態（運転又

は待機状態）にあり，下位クラス施設の波及的影響も考慮した上

で，基準地震動Ssに対して安全機能を損なわないことを確認す

料 1-1 の実施要領に示す。 

 

(3) 机上検討Ⅱ［第 2.1-1 図 ④］ 

現地調査を実施する必要があると判断したものの，現地調査を

実施できない上位クラス施設については，現地調査と同様の判断

基準で机上検討を実施する。 

 

(4) 検討対象施設の抽出［第 2.1-1 図 ⑤］ 

上記(1)～(3)において抽出された情報を用いて，上位クラス施

設へ地震時に波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設

を抽出する。 

なお，上位クラス施設と下位クラス施設の離隔距離が下位クラ

ス施設の高さを超える場合は，「下位クラス施設の損傷等による

影響」，「相対変位又は不等沈下による影響」のいずれの検討事象

においても影響がないものと考えられることから，該当する下位

クラス施設は検討対象から除外する。 

 

2.3 影響評価方法［第 2.1-1 図 ⑥，⑦，⑧］ 

波及的影響を及ぼすおそれがあるとして抽出された下位クラ

ス施設については，詳細評価を実施し，上位クラス施設の機能を

損なわないことにより，その影響を確認する。 

詳細評価において，抽出された下位クラス施設が耐震性を有し

ていることの確認によって上位クラス施設の機能を損なわない

ことを確認する場合，適用する地震動は上位クラス施設の設計に

用いる基準地震動 Ss とし，上位クラス施設への波及的影響が否

定できない場合には，影響を防止するための対策を検討し，実施

することで評価を完了とする。  

 

 

2.4 プラント運転状態による評価対象の考え方 

プラントの運転状態としては，通常運転時，事故対処時及び定

期検査時があり，各運転状態において要求される上位クラス施設

の機能を考慮して波及的影響評価を実施する。 

通常運転時は，ほぼ全ての上位クラス施設が供用状態（運転又

は待機状態）にあり，下位クラス施設の波及的影響も考慮した上

で，基準地震動 Ss に対して安全機能を損なわないことを確認す

 

 

（3）机上検討Ⅱ[第 2-1図④] 

現地調査を実施する必要があると判断したものの，現地調査を

実施できない上位クラス施設については現地調査と同等の判断

基準で机上検討を実施する。 

 

（4）検討対象施設の抽出[第 2-1図⑤] 

上記（1）～（3）において抽出された情報を用いて，上位クラ

ス施設へ地震時に波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス

施設を抽出する。 

なお，上位クラス施設と下位クラス施設の離隔距離が下位クラ

ス施設の高さを超える場合は，「下位クラス施設の損傷等による

影響」，「不等沈下又は相対変位による影響」のいずれの検討事象

においても影響がないものと考えられることから，該当する下位

クラス施設は検討対象から除外する。 

 

2.3 影響評価方法[第 2-1図⑥⑦⑧] 

波及的影響を及ぼすおそれがあるとして抽出された下位クラ

ス施設について，影響評価により上位クラス施設の有する機能を

損なわないことを確認する。 

影響評価において，抽出された下位クラス施設が耐震性を有し

ていることの確認によって上位クラス施設の有する機能を損な

わないことを確認する場合，適用する地震動は，基準地震動Ｓｓ

とする。 

 

 

 

 

2.4 プラント運転状態による評価対象の考え方 

プラントの運転状態としては，通常運転時，事故対処時，定期

検査時があり，各運転状態において要求される上位クラス施設の

有する機能を考慮して波及的影響評価を実施する。 

通常運転時は，ほぼ全ての上位クラス施設が供用状態（運転又

は待機状態）にあり，下位クラス施設の波及的影響も考慮した上

で，基準地震動Ｓｓに対して安全機能を損なわないことを確認す
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る。また，事故対処時においても，通常運転時と同様である。 

定期検査時は，工程に伴い，上位クラス施設の供用状態は除外

され，系統隔離される。その状態では当該施設の安全機能は期待

しないことから，波及的影響評価の対象から除外する。なお，定

期検査時においても補機冷却系統や電源系統等，一部の系統は供

用状態にあるため，これらの施設については波及的影響評価の対

象となる。例として，海水ポンプ用天井クレーンの上位クラス施

設への波及的影響評価について添付資料2 に示す。また，定期検

査時の燃料取替床レイダウンエリアの資機材による使用済燃料

貯蔵プール及び開放された原子炉に対する影響評価は「燃料体等

の取扱施設及び貯蔵施設について（KK67-0075 改03）」（平成28 

年1 月15 日ヒアリング実施）の検討により，影響がないことを

確認している。 

上記より，通常運転時において要求される上位クラス施設の機

能を考慮した波及的影響評価に事故対処時及び定期検査時の評

価は包含される。 

 

3．事象検討 

3.1 別記2 に記載された事項に基づく事象検討 

別記2 に記載された4 つの事項を基に，具体的な検討事象を整理

する。 

① 設置地盤及び地震応答性状の相違等に起因する相対変位又は

不等沈下による影響 

(1) 地盤の不等沈下による影響 

・地盤の不等沈下による下位クラス施設の傾きや倒壊に伴う隣接

した上位クラス施設への衝突 

 

(2) 建屋の相対変位による影響 

・上位クラス施設と下位クラス施設の建屋の相対変位による隣接

した上位クラス施設への衝突 

 

② 上位クラス施設と下位クラス施設との接続部における相互影

響 

・機器・配管系において接続する下位クラス施設の損傷と隔離に

伴う上位クラス施設側の系統のプロセス変化 

 

る。また，事故対処時においても，通常運転時と同様である。 

定期検査時は，その工程に伴い，上位クラス施設は供用状態か

ら除外され，系統も隔離される。その状態では当該施設の安全機

能には期待しないことから，波及的影響評価の対象から除外す

る。また，定期検査時においても補機冷却系統や電源系等，一部

の系統は供用状態にあるため，これらの施設については波及的影 

響評価の対象となる。例として，定期検査時のオペレーションフ

ロアレイダウンエリアの資機材による使用済燃料プール及び開

放された原子炉に対する影響評価は，「第 16 条 燃料体等の取扱

い施設及び貯蔵施設」の適合性評価として実施しており，影響が

ないことを確認している。 

 

 

上記のことから，事故対処時及び定期検査時の評価は，通常運

転時において要求される上位クラス施設の機能を考慮した波及

的影響評価に包含される。 

 

3. 事象検討 

3.1 別記 2 に記載された事項に基づく事象検討 

別記 2 に記載された 4 つの事項を基に，具体的な検討事象を整

理する。 

① 設置地盤及び地震応答性状の相違等に起因する不等沈下又は

相対変位による影響 

(1) 地盤の不等沈下による影響 

・地盤の不等沈下による下位クラス施設の傾きや倒壊に伴う隣接

した上位クラス施設への衝突 

 

(2) 建屋間の相対変位による影響 

・上位クラス施設と下位クラス施設の建屋間の相対変位による隣

接した上位クラス施設への衝突 

 

② 上位クラス施設と下位クラス施設との接続部における相互影

響 

・機器・配管系において接続する下位クラス施設の損傷又は隔離

に伴う上位クラス施設側の系統のプロセス変化 

・下位クラス機器・配管系の損傷に伴う機械的荷重の影響 

る。また，事故対処時においても，通常運転時と同様である。 

定期検査時は，工程に伴い，上位クラス施設の供用状態は除外

され，系統も隔離される。その状態では当該施設の安全機能は期

待しないことから，波及的影響評価の対象から除外する。なお，

定期検査時においても補機冷却系統や電源系統等，一部の系統は

供用状態にあるため，これらの施設については波及的影響評価の

対象となる。 

また，定期検査時の燃料取替階の資機材による燃料プール及び

開放された原子炉に対する影響評価は「設計基準対象施設につい

て 第 16条：燃料体等の取扱施設及び貯蔵施設」の検討により，

影響がないことを確認している。 

 

 

上記より，通常運転時において要求される上位クラス施設の有

する機能を考慮した波及的影響評価に事故対処時及び定期検査

時の評価は包含される。 

 

3. 事象検討 

3.1 別記 2に記載された事項に基づく事象検討 

別記 2に記載された４つの事項を基に，具体的な検討事象を整理

する。 

①  設置地盤及び地震応答性状の相違等に起因する不等沈下又

は相対変位による影響 

(1) 地盤の不等沈下による影響 

・ 地盤の不等沈下による下位クラス施設の傾きや倒壊に伴う隣

接した上位クラス施設への衝突 

 

(2) 建物の相対変位による影響 

・ 上位クラス施設と下位クラス施設の建物の相対変位による隣

接した上位クラス施設への衝突 

 

②  上位クラス施設と下位クラス施設との接続部における相互

影響 

・ 機器・配管系において接続する下位クラス施設の損傷と隔離

に伴う上位クラス施設側の系統のプロセス変化 

・下位クラス機器・配管系の損傷に伴う機械的荷重の影響 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，波

及的影響を及ぼす下位

クラス施設として，ガ

ントリクレーンを抽出

している 
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・電気計装設備において接続する下位クラス施設の損傷に伴う電

気回路，信号伝送回路を介した悪影響 

 

③ 建屋内における下位クラス施設の損傷，転倒及び落下等によ

る上位クラス施設への影響 

・下位クラス施設の転倒，落下，倒壊に伴う上位クラス施設への

衝突 

・可燃物を内包した下位クラス施設の損傷に伴う火災 

・水・蒸気を内包した下位クラス施設の損傷に伴う溢水 

 

④ 建屋外における下位クラス施設の損傷，転倒及び落下等によ

る上位クラス施設への影響 

(1) 施設の損傷，転倒及び落下等による影響 

・下位クラス施設の転倒，落下，倒壊に伴う上位クラス施設への

衝突 

・可燃物を内包した下位クラス施設の損傷に伴う火災 

・水・蒸気を内包した下位クラス施設の損傷に伴う溢水 

 

(2) 周辺斜面の崩壊による影響 

・周辺斜面の崩壊による土塊の衝突 

 

3.2 地震被害事例に基づく事象の検討 

3.2.1 被害事例とその要因の整理 

別記2 に記載された事項の他に考慮すべき事項がないかを確

認するため，原子力施設情報公開ライブラリ（NUCIA：ニューシ

ア）から，同公開ライブラリに登録された以下の地震を対象に，

原子力発電所の被害情報を抽出した。また，福島第二原子力発電

所の不適合情報から地震による被害情報を抽出した。 

 

これまでの被害事例において，下位クラス施設の破損等による

波及的影響を含めて上位クラス施設の安全機能が損なわれる事

象は確認されていないため，被害事例は全て上位クラス施設以外

のものとなるが，これらの地震被害の発生要因（原因）を整理し，

3.1 項で検討した波及的影響の具体的な検討事象に加えるべき

新たな被害要因が無いかを検討した。 

被害事例とその要因を整理した結果を添付資料3-1 及び3-2 

・電気計装設備において接続する下位クラス施設の損傷に伴う電

気回路及び信号伝送回路を介した悪影響 

 

③ 建屋内における下位クラス施設の損傷，転倒，落下等による

上位クラス施設への影響 

・下位クラス施設の転倒，落下及び倒壊に伴う上位クラス施設へ

の衝突 

・可燃物を内包した下位クラス施設の損傷に伴う火災 

・水・蒸気を内包した下位クラス施設の損傷に伴う溢水 

 

④ 建屋外における下位クラス施設の損傷，転倒，落下等による

上位クラス施設への影響 

(1) 施設の損傷，転倒，落下等による影響 

・下位クラス施設の転倒，落下及び倒壊に伴う上位クラス施設へ

の衝突 

・可燃物を内包した下位クラス施設の損傷に伴う火災 

・水・蒸気を内包した下位クラス施設の損傷に伴う溢水 

 

(2) 周辺斜面の崩壊による影響 

・周辺斜面の崩壊による土塊の衝突 

 

3.2 地震被害事例に基づく事象の検討 

3.2.1 被害事例とその要因の整理 

別記 2 に記載された事項のほかに考慮すべき事項がないかを

確認するため，原子力施設情報公開ライブラリ（NUCIA：ニュー

シア）から，同公開ライブラリに登録された以下の地震を対象に，

原子力発電所の被害情報を抽出した。また，女川原子力発電所の

不適合情報から地震による被害情報を抽出した。 

 

これまでの被害事例において，下位クラス施設の破損等による

波及的影響を含めて上位クラス施設の安全機能が損なわれる事

象は確認されていないため，被害事例は全て上位クラス施設以外

のものとなるが，これらの地震被害の発生要因（原因）を整理し，

3.1 項で検討した波及的影響の具体的な検討事象に加えるべき

新たな被害要因がないかを検討した。 

被害事例とその要因を整理した結果を添付資料 2-1 及び 2-2 

・ 電気計装設備において接続する下位クラス施設の損傷に伴う

電気回路，信号伝送回路を介した悪影響 

 

③  建物内における下位クラス施設の損傷，転倒，落下等による

上位クラス施設への影響 

・ 下位クラス施設の損傷，転倒及び落下に伴う上位クラス施設

への衝突 

・ 可燃物を内包した下位クラス施設の損傷に伴う火災 

・ 水・蒸気を内包した下位クラス施設の損傷に伴う溢水 

 

④  屋外における下位クラス施設の損傷，転倒，落下等による上

位クラス施設への影響 

(1) 施設の損傷，転倒，落下等による影響 

・ 下位クラス施設の損傷，転倒及び落下に伴う上位クラス施設

への衝突 

・ 可燃物を内包した下位クラス施設の損傷に伴う火災 

・ 水・蒸気を内包した下位クラス施設の損傷に伴う溢水 

 

(2) 周辺斜面の崩壊による影響 

・ 周辺斜面の崩壊による土塊の衝突 

 

3.2 地震被害事例に基づく事象の検討 

3.2.1 被害事例とその要因の整理 

別記 2に記載された事項の他に考慮すべき事項がないか確認す

るため，原子力施設情報公開ライブラリ（ＮＵＣＩＡ：ニューシ

ア）から，同公開ライブラリに登録された以下の地震を対象に原

子力発電所の被害情報を抽出した。 

 

 

これまでの被害事例において，下位クラス施設の破損等による

波及的影響を含めて上位クラス施設の安全機能が損なわれる事

象は確認されていないため，被害事例は全て上位クラス施設以外

のものとなるが，これらの地震被害の発生要因（原因）を整理し，

3.1項で検討した波及的影響の具体的な検討事象に加えるべき新

たな被害要因がないかを検討した。 

被害事例とその要因を整理した結果を添付資料 2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・確認対象の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

島根２号炉では，福

島第二原子力発電所，

女川原子力発電所の情

報もＮＵＣＩＡにより

確認している 
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に示す。 

 

（対象とした情報） 

(1) 添付資料3-1 

・宮城県沖地震（女川原子力発電所：平成17 年8 月） 

・能登半島地震（志賀原子力発電所：平成19 年3 月） 

・新潟県中越沖地震（柏崎刈羽原子力発電所：平成19 年7 月） 

・駿河湾地震（浜岡原子力発電所：平成21 年8 月） 

・東北地方太平洋沖地震（女川，東海第二原子力発電所※：平成

23 年3月） 

※NUCIA 最終報告を対象とした。 

 

(2) 添付資料3-2 

・東北地方太平洋沖地震（福島第二原子力発電所：平成23 年3 月） 

 

 

 

 

 

添付資料3-1 及び3-2 の整理の結果，地震被害の発生要因は以下

のⅠ～Ⅵに分類された。 

［地震被害発生要因］ 

Ⅰ：地盤の不等沈下による損傷 

Ⅱ：建屋間の相対変位による損傷 

Ⅲ：地震の揺れによる施設の損傷・転倒・落下等 

Ⅳ：周辺斜面の崩壊 

Ⅴ：使用済燃料プールのスロッシングによる溢水 

Ⅵ：その他（地震の揺れによる警報発信等，施設の損傷を伴わな

いⅠ～Ⅴ以外の要因等） 

 

3.2.2 追加考慮すべき事象の検討 

上記Ⅰ～Ⅵの要因が3.1 項で整理した①～④の検討事項の対

象となっているかを第3-1 表に整理した。 

第3-1 表に示す通り，Ⅰ～Ⅴの要因は①～④の検討事項に分類

されており，いずれの検討事項にも分類されなかった要因は，

「Ⅵ：その他（地震の揺れによる警報発信等，施設の損傷を伴わ

に示す。 

 

（対象とした情報） 

(1) 添付資料 2-1 

・宮城県沖地震（女川原子力発電所：平成 17 年 8 月） 

・能登半島地震（志賀原子力発電所：平成 19 年 3 月） 

・新潟県中越沖地震（柏崎刈羽原子力発電所：平成 19 年 7 月） 

・駿河湾地震（浜岡原子力発電所：平成 21 年 8 月） 

・東北地方太平洋沖地震（東海第二発電所，福島第二原子力発電

所：平成 23年 3 月＊1） 

＊1 NUCIA 最終報告を対象とした（福島第二は一部中間報告を対

象）。 

(2) 添付資料 2-2 

・東北地方太平洋沖地震（女川原子力発電所：平成 23年 3月＊2） 

＊2 不適合情報は合計 662 件と多数であるため，これまで当社ホ

ームページや NUCIA 等で公表している件名について抜粋して添

付資料 2-2 に示す。事象検討としては 662 件全件について実施

しており下記のⅠ～Ⅵに分類されることを確認している。 

 

添付資料 2-1 及び 2-2 の整理の結果，地震被害の発生要因は

以下のⅠ～Ⅵに分類された。 

［地震被害発生要因］ 

Ⅰ：地盤の不等沈下（液状化による影響を含む）による損傷 

Ⅱ：建屋間の相対変位による損傷 

Ⅲ：地震の揺れによる施設の損傷・転倒・落下等 

Ⅳ：周辺斜面の崩壊 

Ⅴ：使用済燃料プールのスロッシングによる溢水 

Ⅵ：その他（地震の揺れによる警報発信等，施設の損傷を伴わな

いⅠ～Ⅴ以外の要因等） 

 

3.2.2 追加考慮すべき事象の検討 

上記Ⅰ～Ⅵの要因が 3.1 項で整理した①～④の検討事項の対

象となっているかを第 3.2-1 表に整理した。 

第 3.2-1 表に示すとおり，Ⅰ～Ⅴの要因は①～④の検討事項に

分類されており，いずれの検討事項にも分類されなかった要因

は，「Ⅵ：その他（地震の揺れによる警報発信等，施設の損傷を

 

 

（対象とした情報） 

・ 宮城県沖地震（女川原子力発電所：平成 17年 8月） 

・ 能登半島地震（志賀原子力発電所：平成 19年 3月） 

・ 新潟県中越沖地震（柏崎刈羽原子力発電所：平成 19年 7月） 

・ 駿河湾地震（浜岡原子力発電所：平成 21年 8月） 

・ 東北地方太平洋沖地震（福島第二原子力発電所，女川原子力

発電所，東海第二発電所，福島第一原子力発電所：平成 23年 3

月）※ 

※ＮＵＣＩＡ最終報告を対象とした（福島第二は一部中間報告

を対象）。 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 2の整理の結果，地震被害の発生要因は以下のⅠ～Ⅵ

に分類された。 

［地震被害発生要因］ 

Ⅰ：地盤の不等沈下による損傷 

Ⅱ：建物間の相対変位による損傷 

Ⅲ：地震の揺れによる施設の損傷・転倒・落下等 

Ⅳ：周辺斜面の崩壊 

Ⅴ：燃料プール等のスロッシングによる溢水 

Ⅵ：その他（地震の揺れによる警報発信等，施設の損傷を伴わな

いⅠ～Ⅴ以外の要因等） 

 

3.2.2 追加考慮すべき事象の検討 

上記Ⅰ～Ⅵの要因が 3.1項で整理した①～④の検討事項の対象

となっているかを第 3-1表に整理した。 

第 3-1表に示すとおり，Ⅰ～Ⅴの要因は①～④の検討事項に分

類されており，いずれの検討事項にも分類されなかった要因は，

「Ⅵ：その他（地震の揺れによる警報発信等，施設の損傷を伴わ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・確認対象の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

島根２号炉では，福

島第二原子力発電所，

女川原子力発電所の情

報もＮＵＣＩＡにより

確認している 
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ないⅠ～Ⅴ以外の要因等）」であった。 

要因Ⅵについては，地震の揺れによる警報発信，機器の誤動作，

避圧弁の動作等の要因，並びに地震に起因する津波，火災，溢水

による要因である。このうち警報発信，機器の誤動作，避圧弁の

動作等については施設の損傷を伴わない要因であることから，波

及的影響の観点で考慮すべき検討事項には当たらないと判断し

た。また，津波，火災，溢水による影響については，3.3 項に示

す通り別途影響評価を実施していることから，ここでは検討の対

象外とする。 

 

以上のことから，波及的影響評価における検討事項①～④につ

いて，地震による原子力発電所の被害情報から確認された被害要

因を踏まえても，特に追加すべき事項がないことが確認された。 

 

第3-1表 地震被害事例の要因と検討事象の整理 

 

 

 

 

 

3.3 津波，火災，溢水による影響評価 

地震に起因する津波，火災，溢水による安全機能又は重大事故

等に対処するために必要な機能を有する施設への影響について

は，それぞれ津波側，火災側及び溢水側の説明書の中で影響評価

を実施する。 

津波の影響評価では，必要な津波防護対策（S クラス）を講じ

ることにより，基準津波に対して施設の安全機能又は重大事故等

伴わないⅠ～Ⅴ以外の要因等）」であった。 

要因Ⅵについては，地震の揺れによる警報発信，機器の誤動作，

避圧弁の動作等の要因並びに地震に起因する津波，火災及び溢水

による要因である。このうち警報発信，機器の誤動作，避圧弁の

動作等については，施設の損傷を伴わない要因であることから，

波及的影響の観点で考慮すべき検討事項には当たらないと判断

した。また，津波，火災及び溢水による影響については，3.3 項

に示すとおり別途影響評価を実施していることから，ここでは検

討の対象外とする。 

 

以上のことから，波及的影響評価における検討事項①～④につ

いて，地震による原子力発電所の被害情報から確認された発生要

因を踏まえても，特に追加すべき事項がないことが確認された。 

 

第 3.2-1 表 地震被害事例の要因と検討事象の整理 

 

 

 

 

 

3.3 津波，火災及び溢水による影響評価 

地震に起因する津波，火災及び溢水による安全機能又は重大事

故等に対処するために必要な機能を有する施設への影響につい

ては，それぞれ津波側，火災側及び溢水側の説明書で影響評価を

実施する。 

津波の影響評価では，必要な津波防護対策（Ｓクラス）を講じ

ることにより，基準津波に対して施設の安全機能又は重大事故等

ないⅠ～Ⅴ以外の要因等）」であった。 

要因Ⅵについては，地震の揺れによる警報発信，機器の誤動作，

避圧弁の動作等の要因，並びに地震に起因する津波，火災，溢水

による要因である。このうち警報発信，機器の誤動作，避圧弁の

動作等については施設の損傷を伴わない要因であることから，波

及的影響の観点で考慮すべき検討事項には当たらないと判断し

た。また，津波，火災，溢水による影響については，3.3項に示

すとおり別途影響評価を実施していることから，ここでは検討の

対象外とする。 

 

以上のことから，波及的影響評価における検討事項①～④につ

いて，地震による原子力発電所の被害情報から確認された被害要

因を踏まえても，特に追加すべき事項がないことが確認された。 

 

第 3-1表 地震被害の発生要因と波及的影響評価における検討事

項の整理 

 

 

 

3.3 津波，火災，溢水による影響評価 

地震に起因する津波，火災，溢水による安全機能又は重大事故

等に対処するために必要な機能を有する施設への影響について

は，それぞれ津波側，火災側及び溢水側の説明書の中で影響評価

を実施する。 

津波の影響評価では，必要な津波防護対策（Ｓクラス）を講じ

ることにより，基準津波に対して施設の安全機能又は重大事故等

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 波及的影響評価における検討事項 
地震被害

発生要因 

①  

設置地盤及び地震応答性状の相違

等に起因する不等沈下又は相対変

位による影響 

地盤の不等沈下による影響 Ⅰ 

建物間の相対変位による影響 Ⅱ 

②  
上位クラス施設と下位クラス施設

との接続部における相互影響 
接続部における相互影響 Ⅱ，Ⅲ 

③  

建物内における下位クラス施設の

損傷，転倒，落下等による上位ク

ラス施設への影響 

施設の損傷，転倒，落下等によ

る影響 
Ⅲ，Ⅴ 

④  

屋外における下位クラス施設の損

傷，転倒，落下等による上位クラ

ス施設への影響 

施設の損傷，転倒，落下等によ

る影響 
Ⅰ，Ⅲ 

周辺斜面の崩壊による影響 Ⅳ 
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に対処するために必要な機能が損なわれるおそれがないことを

評価している。火災の影響評価では，地震による損傷の有無に関

わらず，可燃物を内包している機器・配管系の全てが火災源とな

ることを想定して，施設の安全機能への影響評価を実施してい

る。また，溢水の影響評価では，水又は蒸気を内包している下位

クラスの機器・配管系について，基準地震動Ss に対する耐震性

を確認できないものが溢水源となることを想定して，施設の安全

機能への影響評価を実施することから，地震に起因する津波，火

災，溢水による波及的影響については，これらの影響評価に包絡

される。 

 

 

3.4 周辺斜面の崩壊による影響評価 

上位クラス施設については，基準地震動Ss による地震力によ

り周辺斜面の崩壊の影響がないことが確認された場所に設置す

る。具体的には「原子力発電所耐震設計技術指針 JEAG4601-2015」

及び「原子力発電所の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価技術」，

「宅地防災マニュアルの解説」を参考に，個々の斜面高を踏まえ

て対象斜面を抽出する。 

 

 

上記に基づく対象斜面の抽出とその耐震安全性評価について

は，「柏崎刈羽原子力発電所6 号炉及び7 号炉 原子炉建屋等の

基礎地盤及び周辺斜面の安定性について」に記載しており，上位

クラス施設の機能に対して影響ないことを確認している。 

 

また，上位クラス施設への波及的影響をおよぼすおそれのある

下位クラス施設について，周辺斜面の崩壊による影響が無いこと

を確認している。確認内容について添付資料4 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

に対処するために必要な機能が損なわれるおそれがない設計と

している。火災の影響評価では，地震による損傷の有無に関わら

ず，可燃物を内包している機器・配管系の全てが火災源となるこ

とを想定して施設の安全機能又は重大事故等に対処するために

必要な機能への影響評価を実施している。また，溢水の影響評価

では，水又は蒸気を内包している下位クラスの機器・配管系につ

いて，基準地震動 Ss に対する耐震性を確認できないものが溢水

源となることを想定して施設の安全機能又は重大事故等に対処

するために必要な機能への影響評価を実施することから，地震に

起因する津波，火災及び溢水による波及的影響については，これ

らの影響評価に包絡される。 

 

3.4 周辺斜面の崩壊による影響評価 

上位クラス施設については，基準地震動 Ss による地震力によ

り周辺斜面の崩壊の影響がないことが確認された場所に設置す

る 。 具 体 的 に は 「 原 子 力 発 電 所 耐 震 設 計 技 術 指 針 

JEAG4601-1987」，「原子力発電所の基礎地盤及び周辺斜面の安定

性評価技術」及び「宅地防災マニュアルの解説」を参考に，個々

の斜面高さを踏まえて対象斜面を抽出する。 

 

 

上記に基づく対象斜面の抽出とその耐震安全性評価について

は，「女川原子力発電所２号炉耐震重要施設及び常設重大事故等

対処施設の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価について」に記載

しており，上位クラス施設の機能に対して影響がないことを確認

している。 

また，上位クラス施設への波及的影響を及ぼすおそれのある下

位クラス施設については，周辺斜面の崩壊による影響が無いこと

を確認した。確認方針，状況について添付資料 3 に示す。 

 

 

3.5 液状化による影響評価 

液状化による影響のうち不等沈下については，検討事項①に含

まれるが，その他の被害想定として，浮き上がり及び側方流動に

よる影響を確認する。 

上位クラス施設への液状化による影響については，「別紙-17 

に対処するために必要な機能が損なわれるおそれがないことを

評価している。火災の影響評価では，地震による損傷の有無に関

わらず，可燃物を内包している機器・配管系の全てが火災源とな

ることを想定して，施設の安全機能又は重大事故等に対処するた

めに必要な機能への影響評価を実施している。また，溢水の影響

評価では基準地震動Ｓｓによる地震力に対して耐震性を確認で

きない水又は蒸気を内包している下位クラス施設の機器・配管系

が溢水源となることを想定して，施設の安全機能又は重大事故等

に対処するために必要な機能への影響評価を実施することから，

地震に起因する津波，火災，溢水による波及的影響については，

これらの影響評価に包絡される。 

 

3.4 周辺斜面の崩壊による影響評価 

上位クラス施設については，基準地震動Ｓｓによる地震力によ

り周辺斜面の崩壊の影響がないことが確認された場所に設置す

る。具体的には「原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ

4601-2015」，「土木学会（2009）： 原子力発電所の基礎地盤

及び周辺斜面の安定性評価技術＜技術資料＞，土木学会原子力土

木委員会，2009」及び「宅地防災マニュアルの解説： 宅地防災

マニュアルの解説[第二次改訂版][Ⅱ]，[編集]宅地防災研究会，

2007」を参考に，個々の斜面高を踏まえて対象斜面を抽出する。 

上記に基づく対象斜面の抽出とその安定性評価については，

「島根原子力発電所２号炉 原子炉建物等の基礎地盤及び周辺

斜面の安定性評価（現在，審議中）」に記載しており，上位クラ

ス施設が有する機能に対して影響を及ぼさないことを確認して

いる。確認内容について添付資料3 に示す。 

また，上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそれのある下位

クラス施設の周辺斜面については，上位クラス施設の周辺斜面に

包含されており，周辺斜面の崩壊による影響が無いことを確認し

ている。 

 

3.5 液状化による影響評価 

液状化による影響のうち不等沈下については，検討事項①に含

まれるが，その他の被害想定として，浮き上がり及び側方流動に

よる影響を確認する。 

上位クラス施設への液状化による影響については，「別紙-11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実  

【柏崎 6/7】  

島根２号炉では液状

化による影響評価を記

載  
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4. 上位クラス施設の確認 

波及的影響評価を実施するに当たって，防護対象となる上位ク

ラス施設は以下のとおりとする。 

(1) 設計基準対象施設のうち，耐震重要度分類のS クラスに属す

る施設（津波防護施設，浸水防止設備及び津波監視設備を含む。） 

(2) (1)の間接支持構造物である建物・構築物 

(3) 屋外重要土木構造物 

(4) 重大事故等対処施設のうち，常設耐震重要重大事故防止設備

及び常設重大事故緩和設備 

(5) (4)が設置される常設重大事故等対処施設（間接支持構造物

である建物・構築物） 

 

なお，（2）及び（5）に示した建物・構築物においては，基準

地震動Ss により生じる地震力に対して，必要な機能が維持され

ることについて，工事計画認可申請書に計算書を添付する。 

 

建屋外の上位クラス施設一覧を第4-1-1 表～第4-1-3 表に建

屋内の上位クラス施設一覧を第4-2-1 表～第4-2-3 表に示す。表

中では，原子炉建屋をR/B，タービン建屋をT/B，コントロール建

屋をC/B，及び廃棄物処理建屋をRw/Bと表記する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

液状化影響の検討方針について」に基づき，各施設の設計におい

て必要に応じて考慮する。 

また，上位クラス施設への波及的影響を及ぼすおそれのある下

位クラス施設については，敷地内の地下水位を適切に反映した上

で，基準地震動 Ss に対して浮き上がり及び側方流動による変位

によって，上位クラス施設への影響がないことを 6.4 項で確認す

る。 

 

4. 上位クラス施設の確認 

波及的影響評価を実施するに当たって，防護対象となる上位ク

ラス施設は以下のとおりとする。 

(1) 設計基準対象施設のうち，耐震Ｓクラス施設（津波防護施設，

浸水防止設備及び津波監視設備を含む。） 

(2) (1)の間接支持構造物である建物・構築物 

(3) 屋外重要土木構造物 

(4) 重大事故等対処施設のうち，常設耐震重要重大事故防止設備

及び常設重大事故緩和設備 

(5) (4)が設置される常設重大事故等対処施設（間接支持構造物

である建物・構築物） 

 

 

 

 

 

建屋外の上位クラス施設一覧を第 4-1 表に，建屋内の上位クラ

ス施設一覧を第 4-2 表に示す。表中では，原子炉建屋を R/B，制

御建屋を C/B と表記する。また，設置場所に記載している番号は

第 6.3-1 図に示すエリア番号と対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

液状化影響の検討方針について」に基づき，各施設の設計におい

て必要に応じて考慮する。 

また，上位クラス施設への波及的影響を及ぼすおそれのある下

位クラス施設については，敷地内の地下水位を適切に反映した上

で，基準地震動Ｓｓに対して浮き上がり及び側方流動による変位

によって，上位クラス施設への影響がないことを 6.4 項で確認す

る。 

 

4. 上位クラス施設の確認 

波及的影響評価を実施するに当たって，防護対象となる上位ク

ラス施設は以下のとおりとする。 

(1) 設計基準対象施設のうち，耐震重要度分類のＳクラスに属す

る施設（津波防護施設，浸水防止設備及び津波監視設備を含む。） 

(2) (1)の間接支持構造物である建物・構築物 

(3) 屋外重要土木構造物 

(4) 重大事故等対処施設のうち，常設耐震重要重大事故防止設備

及び常設重大事故緩和設備 

(5) (4)が設置される常設重大事故等対処施設（間接支持構造物

である建物・構築物） 

 

なお，(2)及び(5)に示した建物・構築物においては，基準地震

動Ｓｓにより生じる地震力に対して，必要な機能が維持されるこ

とについて，詳細設計段階に計算書を添付する。 

 

屋外の上位クラス施設一覧を第 4-1表に，建物内の上位クラス

施設一覧を第 4-2表に示す（第 4-1表の整理番号は第 6-1-1図及

び第 6-1-2図の番号に，第 4-2表の整理番号，エリアは第 6-3-1

図の整理番号，エリアに対応）。なお，表中では原子炉建物をＲ

／Ｂ，タービン建物をＴ／Ｂ，廃棄物処理建物をＲｗ／Ｂ，制御

室建物をＣ／Ｂ，緊急時対策所をＥ／Ｂ，ガスタービン発電機建

物をＧＴ／Ｂ，低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽をＦＬ／Ｈ，第

１ベントフィルタ格納槽をＦＶ／Ｈと表記する。 
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第4-1-1表 柏崎刈羽原子力発電所6号炉 建屋外上位クラス施

設一覧表 

第 4-1 表 女川２号炉 建屋外上位クラス施設一覧表（1/2） 第 4-1表 島根原子力発電所 2号炉 屋外上位クラス施設 

一覧表（1/3） 

・対象施設の相違

【柏崎 6/7，女川 2】 

　S クラス，SA 施設

（常設耐震／防止，常

設／緩和）及びこれら

の間接支持構造物を上

位クラス施設とする考

え方は同一であるが，

抽出される施設はプラ

ント固有の結果となる

ため，以降の比較は省

略し，変更箇所のある

ペ ージのみ記載する 

O001 原子炉補機海水ポンプ（A),（C) Sクラス

O002 原子炉補機海水ポンプ（B),（D) Sクラス

O003 原子炉補機海水ストレーナ（A) Sクラス

O004 原子炉補機海水ストレーナ（B) Sクラス

O005 原子炉補機海水系配管 Sクラス

O006 高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ Sクラス

O007 高圧炉心スプレイ補機海水ストレーナ Sクラス

O008 高圧炉心スプレイ補機海水系配管 Sクラス

O009 排気筒（非常用ガス処理系用） Sクラス/SA施設

O010
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タンク
（A）

Sクラス

O011
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タンク
（B）

Sクラス

O012
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料移送ポンプ
（A)

Sクラス

O013
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料移送ポンプ
（B)

Sクラス

O014
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼル燃
料貯蔵タンク

Sクラス

O015
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼル燃
料移送ポンプ

Sクラス

O016 取水槽水位計 Sクラス

O017 取水管立入ピット閉止板 Sクラス

O018 取水槽床ドレン逆止弁 Sクラス

O019 防波壁通路防波扉 Sクラス

O020 取水槽除じん機エリア防水壁 Sクラス

O021 １号放水連絡通路防波扉 Sクラス

O022 防波壁 Sクラス

O023 屋外排水路逆止弁 Sクラス

O024 津波監視カメラ Sクラス

O025 圧力開放板 SA施設

O026 取水管
屋外重要土木構造物

SA施設

O027 取水口
屋外重要土木構造物

SA施設

O028 取水槽
屋外重要土木構造物

SA施設

O029 低圧原子炉代替注水系配管（接続口） SA施設

O030 格納容器代替スプレイ系配管（接続口） SA施設

整理番号 屋外上位クラス施設 区分
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第 4-2表 島根原子力発電所 2号炉 建物内上位クラス施設 

一覧表（1/11） 

・対象施設の相違

【柏崎 6/7，女川 2】 

　S クラス，SA 施設

（常設耐震／防止，常

設／緩和）及びこれら

の間接支持構造物を上

位クラス施設とする考

え方は同一であるが，

抽出される施設はプラ

ント固有の結果となる

ため，以降の比較は省

略し，変更箇所のある

ペ ージのみ記載する 

E001 燃料集合体 Sクラス R/B PCV内

E002 炉心支持構造物 Sクラス R/B PCV内

E003 原子炉圧力容器 Sクラス/SA施設 R/B PCV内

E004 原子炉圧力容器支持構造物 Sクラス R/B PCV内

E005 原子炉圧力容器付属構造物 Sクラス R/B PCV内

E006 原子炉圧力容器内部構造物 Sクラス R/B PCV内

E007 燃料プール Sクラス/SA施設 R/B R-M2F-102N

E008 キャスク置場 Sクラス R/B R-M2F-100N

E009 使用済燃料貯蔵ラック Sクラス/SA施設 R/B R-M2F-102N

E010 制御棒・破損燃料貯蔵ラック Sクラス/SA施設 R/B R-M2F-102N

E011 燃料プール冷却系熱交換器 SA施設 R/B R-3F-09N

E012 燃料プール冷却ポンプ SA施設 R/B R-M2F-12N

E013 スキマサージタンク SA施設 R/B R-4F-01-1N

E014 原子炉再循環ポンプ Sクラス R/B PCV内

E015 逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ Sクラス/SA施設 R/B PCV内

E016 逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータ Sクラス/SA施設 R/B PCV内

E017 残留熱除去系熱交換器(A) Sクラス/SA施設 R/B
R-2F-09N
R-1F-05N

E018 残留熱除去系熱交換器(B) Sクラス/SA施設 R/B
R-2F-10N
R-1F-11N

E019 残留熱除去ポンプ(A) Sクラス R/B R-B2F-02N

E020 残留熱除去ポンプ(B) Sクラス R/B R-B2F-15N

E021 残留熱除去ポンプ(C) Sクラス R/B R-B2F-03N

E022 A-残留熱除去系ストレーナ Sクラス R/B S/C内

E023 B-残留熱除去系ストレーナ Sクラス/SA施設 R/B S/C内

E024 C-残留熱除去系ストレーナ Sクラス/SA施設 R/B S/C内

E025 高圧炉心スプレイポンプ Sクラス R/B R-B2F-10N

E026 高圧炉心スプレイ系ストレーナ Sクラス R/B S/C内

E027 低圧炉心スプレイポンプ Sクラス R/B R-B2F-09N

E028 低圧炉心スプレイ系ストレーナ Sクラス R/B S/C内

E029 高圧原子炉代替注水ポンプ SA施設 R/B R-B2F-03N

E030 低圧原子炉代替注水ポンプ SA施設 FL/H Y-S1-02

E031 低圧原子炉代替注水槽 SA施設 FL/H Y-S1-01

E032 原子炉隔離時冷却ポンプ Sクラス R/B R-B2F-01N

E033 原子炉隔離時冷却系ストレーナ Sクラス R/B S/C内

E034 原子炉補機冷却系熱交換器（A1～A3) Sクラス R/B R-1F-14N

E035 原子炉補機冷却系熱交換器（B1～B3) Sクラス R/B R-1F-15N

E036 原子炉補機冷却水ポンプ(A),(C) Sクラス R/B R-1F-14N

E037 原子炉補機冷却水ポンプ(B),(D) Sクラス R/B R-1F-15N

E038 原子炉補機冷却系サージタンク SA施設 R/B R-4F-01-1N

E039 制御棒 Sクラス/SA施設 R/B PCV内

E040 制御棒駆動機構 Sクラス/SA施設 R/B PCV内

E041 制御棒駆動水圧設備　水圧制御ユニット Sクラス/SA施設 R/B
R-2F-24N
R-2F-25N

E042 ほう酸水注入ポンプ Sクラス/SA施設 R/B R-3F-07N

E043 ほう酸水貯蔵タンク Sクラス/SA施設 R/B R-3F-07N

E044 中央制御室送風機 Sクラス/SA施設 Rw/B Rw-2F-02N

E045 中央制御室非常用再循環送風機 Sクラス/SA施設 Rw/B Rw-2F-01N

整理番号 建物内上位クラス施設 区分 設置建物 エリア
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5. 下位クラス施設の抽出及び影響評価方法 

3.項で整理した各検討事象を基に，上位クラス施設への波及的

影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロ

ーを作成し，当該フローに基づき，影響評価を実施する。なお，

建屋外の波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽

出にあたっては，施設の設置地盤及び周辺地盤の液状化による影

響を考慮する。 

 

 

 

 

5.1 相対変位又は不等沈下による影響 

(1) 地盤の不等沈下による影響 

第5-1-1 図のフローに従い，上位クラス施設及びそれらの間接

支持構造物である建物・構築物の周辺に位置する波及的影響を及

ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出し，波及的影響の有無を

検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

地盤の不等沈下による下位クラス施設の傾きや倒壊を想定し

ても上位クラス施設に衝突しない程度の十分な離隔距離をとっ

て配置されていることを確認し，離隔距離が十分でない下位クラ

ス施設を抽出する。 

 

b. 耐震性の確認 

a.で抽出した下位クラス施設について，基準地震動Ss に対し

て，基礎地盤が十分な支持性能を持つ岩盤に設置されていること

の確認により，不等沈下しないことを確認する。支持層が岩盤で

なく更新統（古安田層）に設置されている場合や支持層に更新統

（古安田層）と岩盤が混在する場合は，基準地震動Ss に対して，

不等沈下が生じないことを確認する。 

 

c. 不等沈下に伴う波及的影響の評価 

b.で地盤の不等沈下のおそれが否定できない下位クラス施設

については，傾きや倒壊を想定し，これらによる上位クラス施設

への影響を確認し，上位クラス施設の有する機能を損なわないこ

5. 下位クラス施設の抽出及び影響評価方法 

3 項で整理した各検討事象を基に，上位クラス施設への波及的

影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロ

ーを作成し，当該フローに基づき影響評価を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

5.1 相対変位又は不等沈下による影響 

(1) 地盤の不等沈下による影響 

第 5.1-1 図のフローに従い，上位クラス施設及びそれらの間接

支持構造物である建物・構築物の周辺に位置する波及的影響を及

ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出し，波及的影響の有無を

検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

地盤の不等沈下による下位クラス施設の傾きや倒壊を想定し

ても，上位クラス施設に衝突しない程度の十分な離隔距離をとっ

て配置されていることを確認し，離隔距離が十分でない下位クラ

ス施設を抽出する。 

 

b. 耐震性の確認 

a 項で抽出した下位クラス施設について，基準地震動 Ss に対

して十分な支持性能を持つ岩盤に設置されていることの確認に

より，不等沈下しないことを確認する。 

 

 

 

 

c. 不等沈下に伴う波及的影響の評価 

b 項で地盤の不等沈下のおそれが否定できない下位クラス施

設については，傾きや倒壊を想定し，これらによる上位クラス施

設への影響を確認し，上位クラス施設の機能を損なわないことを

5. 下位クラス施設の抽出及び影響評価方法 

3.項で整理した各検討事象を基に，上位クラス施設への波及的

影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロ

ーを作成し，当該フローに基づき，影響評価を実施する。また，

屋外の波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出

にあたっては，施設の設置地盤及び周辺地盤の液状化による影響

を考慮する。なお，将来設置する上位クラス施設については，各

項の検討が可能になった段階で波及的影響の検討を実施する（添

付資料 5参照）。 

 

 

5.1 不等沈下又は相対変位による影響 

(1) 地盤の不等沈下による影響 

第 5-1-1図のフローに従い，上位クラス施設の周辺に位置する

波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出し，波及

的影響の有無を検討する。 

 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

地盤の不等沈下による下位クラス施設の傾きや倒壊を想定し

ても上位クラス施設に衝突しない程度の十分な離隔距離をとっ

て配置されていることを確認し，離隔距離が十分でない下位クラ

ス施設を抽出する。 

 

b. 耐震性の確認 

a.で抽出した下位クラス施設について，基準地震動Ｓｓに対し

て，基礎地盤が十分な支持性能を持つ岩盤に設置されていること

の確認により，不等沈下しないことを確認する。 

 

 

 

 

c. 不等沈下に伴う波及的影響の評価 

b.で地盤の不等沈下のおそれが否定できない下位クラス施設

については，傾きや倒壊を想定し，これらによる上位クラス施設

への影響を確認し，上位クラス施設の有する機能を損なうおそれ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地質が異なることに

よる相違 

【柏崎 6/7】 

柏崎 6/7特有の地盤

特性の記載 
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とを確認する。 

 

d. 対策検討 

c.で上位クラス施設の機能を損なうおそれが否定できない下

位クラス施設に対して，基礎地盤の補強や周辺の地盤改良等を行

い，不等沈下による下位クラス施設の波及的影響を防止する。 

 

 

 

 

 

 

第5-1-1図 不等沈下による建屋外上位クラス施設へ影響を及ぼ

すおそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロ

ー 

 

 

 

 

確認する。 

 

d. 対策検討 

c 項で上位クラス施設の機能を損なうおそれが否定できない

下位クラス施設に対して，基礎地盤の補強や周辺の地盤改良等を

行い，不等沈下による下位クラス施設の波及的影響を防止する。 

 

 

 

第 5.1-1 図 不等沈下による建屋外上位クラス施設へ影響を及ぼ

すおそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロー 

 

 

 

 

 

がないことを確認する。 

 

d. 対策検討 

c.で上位クラス施設の有する機能を損なうおそれが否定でき

ない下位クラス施設に対して，基礎地盤の補強や周辺の地盤改良

等を行い，不等沈下による下位クラス施設の波及的影響を防止す

る。 

 

 

第 5-1-1図 不等沈下により屋外上位クラス施設へ影響を及ぼす

おそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロ

ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6-1-2表 
地盤が不等沈下あり 
と判断した施設 

第 6-1-2表 
影響ありと 
判断した施設 

詳細設計段階にて 

評価結果の詳細を記載 

※フロー中の①，②，⑤～⑧の数字は第 2-1 図中の①，②，⑤～⑧に対応する。 

②・⑤ 

⑥ 

第 6-1-2表 
影響なしと 

判断した施設 

第 6-1-1表 
 不等沈下の欄「○」 

･････a 

①屋外上位クラス施設 

屋外上位クラス施設の周辺に位置する 

下位クラス施設 

 

 

 

⑦対策検討・実施 

※1 不等沈下による波及的影響 
建物及び構造物に傾きや倒壊が生じるこ

とにより隣接する上位クラス施設へ衝突 
 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

･････b 

･････c 

･････d ⑧評価終了 

第 6-1-1表 
 不等沈下の欄「×」 

第 6-1-2表 
地盤が不等沈下なし 
と判断した施設 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＮＯ 
当該下位クラス施設の不等沈下により 

上位クラス施設への波及的影響あり 

当該下位クラス施設は基準地震動Ｓｓ 

に対して地盤が不等沈下する 

(評価方針又は評価結果を第 6-1-2表に記載) 

当該下位クラス施設の不等沈下により，上位クラス

施設へ波及的影響※１を及ぼすおそれあり 
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(2) 建屋間の相対変位による影響 

第5-1-2 図のフローに従い，上位クラス施設及びそれらの間接

支持構造物である建物・構築物の周辺に位置する波及的影響を及

ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出し，波及的影響の有無を

検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

地震による建屋の相対変位を想定しても上位クラス施設に衝

突しない程度の十分な離隔距離をとって配置されていることを

確認し，離隔距離が十分でない下位クラス施設を抽出する。 

 

b. 耐震性の確認 

a.で抽出した下位クラス施設について，基準地震動Ss に対し

て，建屋の相対変位による上位クラス施設への衝突がないことを

確認する。 

 

c. 相対変位に伴う波及的影響の評価 

b.で衝突のおそれが否定できない下位クラス施設について，衝

突部分の接触状況を確認し，建屋全体又は局部評価を実施し，衝

突に伴い，上位クラス施設の機能を損なうおそれがないことを確

認する。 

 

d. 対策検討 

c.で上位クラス施設の機能を損なうおそれが否定できない下

位クラス施設に対して，建屋の補強等を行い，建屋の相対変位等

による下位クラス施設の波及的影響を防止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 建屋間の相対変位による影響 

第 5.1-2 図のフローに従い，上位クラス施設及びそれらの間接

支持構造物である建物・構築物の周辺に位置する波及的影響を及

ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出し，波及的影響の有無を

検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

地震による建屋間の相対変位を想定しても上位クラス施設に

衝突しない程度の十分な離隔距離をとって配置されていること

を確認し，離隔距離が十分でない下位クラス施設を抽出する。 

 

b. 耐震性の確認 

a 項で抽出した下位クラス施設について，基準地震動 Ss に対

して建屋間の相対変位による上位クラス施設への衝突がないこ

とを確認する。 

 

c. 相対変位に伴う波及的影響の評価 

b 項で衝突のおそれが否定できない下位クラス施設について，

衝突部分の接触状況を確認し，建屋全体又は局部評価を実施し，

衝突に伴い，上位クラス施設の機能を損なうおそれがないことを

確認する。 

 

d. 対策検討 

c 項で上位クラス施設の機能を損なうおそれが否定できない

下位クラス施設に対して，建屋の補強等を行い，建屋間の相対変

位等による下位クラス施設の波及的影響を防止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 建物間の相対変位による影響 

第 5-1-2図のフローに従い，上位クラス施設の周辺に位置する

波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出し，波及

的影響の有無を検討する。 

 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

地震による建物の相対変位を想定しても上位クラス施設に衝

突しない程度の十分な離隔距離をとって配置されていることを

確認し，離隔距離が十分でない下位クラス施設を抽出する。 

 

b. 耐震性の確認 

a.で抽出した下位クラス施設について，基準地震動Ｓｓに対し

て，建物の相対変位による上位クラス施設への衝突がないことを

確認する。 

 

c. 相対変位に伴う波及的影響の評価 

b.で衝突のおそれが否定できない下位クラス施設について，衝

突部分の接触状況を確認し，建物全体又は局部評価を実施し，衝

突に伴い，上位クラス施設の有する機能を損なうおそれがないこ

とを確認する。 

 

d. 対策検討 

c.で上位クラス施設の有する機能を損なうおそれが否定でき

ない下位クラス施設に対して，建物の補強等を行い，建物の相対

変位等による下位クラス施設の波及的影響を防止する。 
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第5-1-2図 相対変位により建屋外上位クラス施設へ影響を及ぼ

すおそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5.1-2 図 相対変位による建屋外上位クラス施設へ影響を及ぼ

すおそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5-1-2図 相対変位により屋外上位クラス施設へ影響を及ぼす

おそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロ

ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6-1-3表 
衝突するおそれあり 

と判断した施設 

詳細設計段階にて 

評価結果の詳細を記載 

⑥ 

第 6-1-3表 
影響ありと 
判断した施設 

※フロー中の①，②，⑤～⑧の数字は第 2-1 図中の①，②，⑤～⑧に対応する。 

第 6-1-3表 
影響なしと 

判断した施設 

第 6-1-1表 
相対変位の欄「○」 

･････a 

①屋外上位クラス施設 

屋外上位クラス施設の周辺に位置する 

下位クラス施設 

当該下位クラス施設の相対変位に

より，上位クラス施設へ波及的 

影響※１を及ぼすおそれあり 

 

 

⑦対策検討・実施 

※1 相対変位による波及的影響 
建物の相対変位により隣接する 

上位クラス施設へ衝突 
 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

ＹＥＳ 

･････b 

･････c 

･････d ⑧評価終了 

第 6-1-1表 
相対変位の欄「×」 

ＮＯ 

ＮＯ 

第 6-1-3表 
衝突するおそれなし 
と判断した施設 

ＮＯ 

当該下位クラス施設は基準地震動Ｓｓ 

による相対変位により，上位クラス施設に 

衝突するおそれあり 

（評価方針を第 6-1-3表に記載） 

当該下位クラス施設の相対変位により 

上位クラス施設への波及的影響あり 

②・⑤ 
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5.2 接続部における相互影響 

第5-2 図のフローに従い，上位クラス施設と接続する下位クラ

ス施設を抽出し，波及的影響を検討する。 

a. 接続部の影響検討を要する上位クラス施設の抽出 

接続部の影響検討を要する上位クラス施設を抽出するため，上

位クラス施設と下位クラス施設との接続部における設計上の考

慮を確認する。設計上考慮をしている設備としては，電気設備，

計測制御設備，格納容器貫通部，空気駆動弁（以下「AO 弁」と

いう。）駆動用空気供給配管接続部及び弁グランド部漏えい検出

配管接続部がある。 

 

(a) 電気設備 

受電系統について，上位クラス施設と下位クラス施設は基本的

には系統的に分離した設計としているが，受電系統概念図にある

ように一部の受電系統において上位クラス施設と下位クラス施

設との接続がある。このため，上位クラス施設と下位クラス施設

との接続するパターンを下記のように整理した。 

 

 

受電系統概念図 

 

 

 

5.2 接続部における相互影響 

第 5.2-8 図のフローに従い，上位クラス施設と接続する下位ク

ラス施設を抽出し，波及的影響を検討する。 

a. 接続部の抽出 

上位クラス施設と下位クラス施設が接続する箇所を抽出する。

ここで，電気設備，計測制御設備，格納容器貫通部，空気駆動弁

（以下「AO 弁」という。）駆動用空気供給配管接続部及び弁グラ

ンド部漏えい検出配管接続部については，以下のとおり設計上の

配慮がなされているため抽出の対象外とする。 

 

 

(a) 電気設備 

受電系統について，上位クラス施設と下位クラス施設は基本的

に系統的に分離した設計としているが，第 5.2-1,2 図の受電系統

概念図にあるように一部の受電系統においては上位クラス施設

と下位クラス施設との接続がある。 

このため，上位クラス施設と下位クラス施設と接続するパター

ンを下記のように整理した。 

 

 

 

第 5.2-1 図 受電系統概念図（パターン１，２） 

 

 

 

5.2 接続部における相互影響 

第 5-2-8図のフローに従い，上位クラス施設と接続する下位ク

ラス施設を抽出し，波及的影響の有無を検討する。 

a. 接続部の影響検討を要する上位クラス施設の抽出 

接続部の影響検討を要する上位クラス施設を抽出するため，上

位クラス施設と下位クラス施設との接続部における設計上の考

慮を確認する。上位クラス施設と下位クラス施設の接続を設計上

考慮している設備としては，電気設備，計測制御設備，格納容器

貫通部，空気駆動弁（以下「AO 弁」という。）駆動用空気供給配

管接続部及び弁グランド部漏えい検出配管接続部がある。 

 

(a) 電気設備 

受電系統について，上位クラス施設と下位クラス施設は基本的

には系統的に分離した設計としているが，受電系統概念図にある

ように一部の受電系統において上位クラス施設と下位クラス施

設との接続がある。このため，上位クラス施設と下位クラス施設

との接続するパターンを下記のように整理した。 

 

第 5-2-1図 受電系統概念図 
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＜パターン１＞ 

受電系統概念図のパターン１のように上位クラス施設と下位ク

ラス施設が接続し，上位クラス施設から下位クラス施設に給電す

る場合，上位クラス施設と下位クラス施設は遮断器を介して接続

されており，下位クラス施設の故障が生じた場合においても，上

位クラス施設の遮断器が動作することで事故範囲を隔離し，上位

クラス施設の機能に影響を与えない設計としている。 

 

 

＜パターン２＞ 

受電系統概念図のパターン２のように上位クラス施設である非

常用高圧母線と下位クラス施設が接続し，下位クラス施設から非

常用高圧母線に給電する場合，上位クラス施設と下位クラス施設

は遮断器を介して接続されており，下位クラス施設の故障が生じ

た場合には，上位クラス施設の遮断器が動作することにより事故

範囲を隔離する。この際，非常用高圧母線が停電するが非常用デ

ィーゼル発電機が自動起動し非常用高圧母線に給電するため，上

位クラス施設である非常用高圧母線が機能喪失しない設計とし

ている。 

 

＜パターン３＞ 

パターン１，２以外に考えられる上位クラス施設と下位クラス施

設が接続する組合せとして，下図のように下位クラス施設から上

位クラス施設に給電するパターンが挙げられる。この場合，下位

クラス施設の故障により上位クラス施設が機能喪失することと

なるが，６号及び７号炉においてはこのようなパターンのものは

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［パターン１］ 

第 5.2-1 図のパターン１に示すように上位クラスの電源盤と下

位クラス施設が接続し，上位クラスの電源盤から下位クラス施設

に給電する場合，上位クラスの電源盤と下位クラス施設は遮断器

を介して接続されており，下位クラス施設の故障が生じた場合に

おいても，上位クラスの電源盤の遮断器が動作することで事故範

囲を隔離し，上位クラスの電源盤の機能に影響を与えない設計と

している。 

 

［パターン２］ 

第 5.2-1 図のパターン２のように上位クラス施設である非常用

高圧母線と下位クラス施設が接続し，下位クラス施設から非常用

高圧母線に給電する場合，上位クラスの電源盤と下位クラス施設

は遮断器を介して接続されており，下位クラス施設の故障が生じ

た場合には，上位クラスの電源盤の遮断器が動作することにより

事故範囲を隔離する。この際，非常用高圧母線が停電するが非常

用ディーゼル発電機が自動起動し，非常用高圧母線に給電するた 

め，上位クラス施設である非常用高圧母線が機能喪失しない設計

としている。 

 

［パターン３］ 

パターン１，２以外に考えられる上位クラス施設と下位クラス施

設が接続する組合せとして，第 5.2-2 図のように下位クラスの電

源盤から上位クラス施設に給電するパターンが挙げられる。この

場合，下位クラスの電源盤の故障により上位クラス施設が機能喪

失することとなるが，女川２号炉においては本パターンのような

系統はない。 

＜パターン１＞ 

第 5-2-1図のパターン１のように上位クラス施設と下位クラス施

設が接続し，上位クラス施設から下位クラス施設に給電する場

合，上位クラス施設と下位クラス施設は遮断器を介して接続され

ており，下位クラス施設の故障が生じた場合においても，上位ク

ラス施設の遮断器が動作することで事故範囲を隔離し，上位クラ

ス施設の有する機能に影響を与えない設計としている。 

 

 

＜パターン２＞ 

第 5-2-1図のパターン２のように上位クラス施設である非常用高

圧母線と下位クラス施設が接続し，下位クラス施設から非常用高

圧母線に給電する場合，上位クラス施設と下位クラス施設は遮断

器を介して接続されており，下位クラス施設の故障が生じた場合

には，上位クラス施設の遮断器が動作することにより事故範囲を

隔離する。この際，非常用高圧母線が停電するが非常用ディーゼ

ル発電機が自動起動し非常用高圧母線に給電するため，上位クラ

ス施設である非常用高圧母線が機能喪失しない設計としている。 

 

 

＜パターン３＞ 

パターン１，２以外に考えられる上位クラス施設と下位クラス施

設が接続する組合せとして，第 5-2-2図のように下位クラス施設

から上位クラス施設に給電するパターンが挙げられる。この場

合，下位クラス施設の故障により上位クラス施設が機能喪失する

ことになるが，島根原子力発電所２号炉においてはこのようなパ

ターンのものはない。 
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受電系統概念図（パターン１，２以外） 

以上より，電気設備については上位クラス施設に接続する下位

クラス施設の故障が上位クラス施設に波及することがない設計

としている。 

(b) 計測制御設備

計測制御設備について，非常用系（上位クラス施設）と常用系

（下位クラス施設）は原則物理的に分離しているが，制御信号及

び計装配管の一部に上位クラス施設と下位クラス施設との接続

部がある。このため，上位クラス施設と下位クラス施設との接続

するパターンを下記のように整理した。 

i)制御信号

制御信号について，上位クラス施設と下位クラス施設との接続

部として存在する可能性が考えられるパターンとして，下記の２

つがある。 

①非常用系（上位クラス）から常用系（下位クラス）に伝送する

②常用系（下位クラス）から非常用系（上位クラス）に伝送する

このうち，②のパターンは６号及び７号炉においては存在しな

い。①の信号を非常用系（上位クラス）から常用系（下位クラス）

第 5.2-2 図 受電系統概念図（パターン３） 

以上より，電気設備については，上位クラス施設に接続する下

位クラス施設の故障が上位クラス施設に波及的影響を及ぼすお

それがない設計としている。 

(b) 計測制御設備

計測制御設備について，非常用系（上位クラス施設）と常用系

（下位クラス施設）は原則物理的に分離しているが，制御信号及

び計装配管の一部に上位クラス施設と下位クラス施設との接続

部がある。このため，上位クラス施設と下位クラス施設と接続す

るパターンを下記のように整理した。 

ⅰ)制御信号 

制御信号について，上位クラス施設と下位クラス施設との接続

部として下記のパターンが考えられる。 

①非常用系（上位クラス）から常用系（下位クラス）に伝送する

②常用系（下位クラス）から非常用系（上位クラス）に伝送する

このうち，②のパターンについては女川２号炉において存在し

ない。 

第5-2-2図 受電系統概念図（パターン１，２以外） 

以上より，電気設備については上位クラス施設に接続する下位

クラス施設の故障が上位クラス施設に波及的影響を及ぼすおそ

れがない設計としている。 

(b) 計測制御設備

計測制御設備について，非常用系（上位クラス施設）と常用系

（下位クラス施設）は原則物理的に分離しているが，制御信号及

び計装配管の一部に上位クラス施設と下位クラス施設の接続部

がある。このため，上位クラス施設と下位クラス施設との接続す

るパターンを下記のように整理した。 

ⅰ）制御信号 

制御信号について，上位クラス施設と下位クラス施設との接続

部が存在する可能性が考えられるパターンとして，下記の２つが

ある。 

①非常用系（上位クラス）から常用系（下位クラス）に伝送する

②常用系（下位クラス）から非常用系（上位クラス）に伝送する

このうち，②のパターンは島根原子力発電所２号炉においては

存在しない。①の信号を非常用系（上位クラス）から常用系（下
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に伝送するラインについては，信号伝送における分離概念図に示

すとおり，フォトカプラやリレー回路などの隔離装置を介するこ

とにより，電気的に分離されており，常用系の故障が非常用系に

波及することがない設計としている。 

 

 

 

信号伝送における分離概念図 

 

ii)計装配管 

計装配管について，上位クラス施設と下位クラス施設との接続

部として存在する可能性が考えられるパターンとして，下記の３

つがある。 

 

①上位クラスの機器に下位クラス計器の計装配管が接続されて

いる 

②下位クラスの機器に上位クラス計器の計装配管が接続されて

いる 

③上位クラス計器の常用時における計測のために，計装用圧縮空

気系（下位クラス）が接続されている 

 

このうち，②のパターンは6 号及び7 号炉においては存在しな

い。①については，上位クラス計器と下位クラス計器の計装配管

が接続されているパターンと上位クラスの機器（原子炉圧力容

器）の計測装置として下位クラスの計器が接続されているパター

ンがあるため，それぞれパターン①-１，①-２と分類し，③につ

①については，信号伝送における第 5.2-3 図の分離概念図に示

すとおり，フォトカプラやリレー回路などの隔離装置を介するこ

とにより，電気的に分離されており，常用系（下位クラス）の故

障が非常用系（上位クラス）に波及することがない設計としてい

る。 

 

 

 

 

第 5.2-3 図 信号伝送における分離概念図 

 

ⅱ)計装配管 

計装配管について，上位クラス施設と下位クラス施設との接続

部として下記のパターンが考えられる。 

 

 

①上位クラスの機器に下位クラスの計器の計装配管が接続され

ている 

②下位クラスの機器に上位クラスの計器の計装配管が接続され

ている 

③上位クラスの計器の常用時における計測のために，計装用圧縮

空気系（下位クラス）が接続されている 

 

このうち，②については女川２号炉において存在しない。①に

ついては，上位クラスの計器と下位クラスの計器が接続されてい

るパターンと上位クラスの機器（原子炉圧力容器）の計測装置と

して下位クラスの機器が接続されているパターンがあるため，そ

れぞれパターン①-１，①-２と分類し，③についてはパターン③

位クラス）に伝送するラインについては，第 5-2-3図の信号伝送

における分離概念図に示すとおり，フォトカプラやリレー回路な

どの隔離装置を介することにより，電気的に分離されており，常

用系の故障が非常用系に波及することがない設計としている。 

 

 

 

第 5-2-3図 信号伝送における分離概念図 

 

ⅱ）計装配管 

計装配管について，上位クラス施設と下位クラス施設との接続

部が存在する可能性が考えられるパターンとして，下記の３つが

ある。 

 

①上位クラスの機器に下位クラス計器の計装配管が接続されて

いる 

②下位クラスの機器に上位クラス計器の計装配管が接続されて

いる 

③上位クラス計器の常用時における計測のために，計装用圧縮空

気系（下位クラス）が接続されている。 

 

このうち，②，③のパターンは島根原子力発電所２号炉におい

ては存在しない。①については，上位クラス計器と下位クラス計

器の計装配管が接続されているパターンと上位クラスの機器（原

子炉圧力容器）の計測装置として下位クラスの計器が接続されて

いるパターンがあるため，それぞれパターン①－１，①－２と分

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リレー回路を用いた隔離装置の代表例 

非常用系回路へ 

計算機又は 
常用 系器具へ 

非常用系 常用系 

リレー  

：電磁コイル 

：接点 
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いてはパターン③と分類して下記の通り検討した。 

 

＜パターン①-１＞ 

上位クラス計器と下位クラス計器の計装配管が接続部を有し

ている場合，下記の概念図に示すとおり，計装配管の耐震設計は

上位クラスの設計に合わせているため，計装配管が地震で損傷す

ることにより，上位クラス計器の計測機能が波及的影響を受ける

ことはない。 

 

 

計装配管の耐震設計概念図 

 

＜パターン①-２＞ 

原子炉圧力容器（上位クラス）に接続されている下位クラス計

器については，原子炉圧力容器からの計装ライン構成概念図に示

すとおり，アダプタの下流側は下位クラスの設計としている。た

だし，原子炉圧力容器に接続されている計装配管には，原子炉格

納容器内側に流量制限オリフィスを設けると共に，原子炉格納容

器外側には過流量阻止弁を設置しており，万一，アダプタ～計器

間が破損した場合においても，差圧大で瞬時に過流量阻止弁が閉

となるため，原子炉一次冷却材の原子炉格納容器外への流出は殆

どない。 

 

と分類して下記のとおり整理した。 

 

［パターン①-１］ 

上位クラスと下位クラスの計装配管が接続部を有している場

合，第 5.2-4 図に示すとおり，計装配管の耐震設計は上位クラス

の設計に合わせているため波及的影響はない。 

 

 

第 5.2-4 図 計装配管の耐震設計概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［パターン①-２］ 

原子炉圧力容器（上位クラス）に接続されている下位クラスの

計器については，第 5.2-5 図の原子炉圧力容器からの計装ライン

構成概念図に示すとおり，過流量逆止弁の下流側は下位クラスの

設計としている。ただし，原子炉圧力容器に接続されている計装

配管には，原子炉格納容器内側に流量制限オリフィスを設けると

ともに，原子炉格納容器外側には過流量逆止弁を設置しており，

万一，下位クラス範囲で配管破断が発生した場合でも，差圧大で

瞬時に過流量逆止弁が閉となるため，原子炉冷却材圧力バウンダ

リは隔離される。 

 

 

 

類し，下記のとおり検討した。 

 

＜パターン①－１＞ 

上位クラス計器と下位クラス計器の計装配管が接続部を有し

ている場合，第 5-2-4 図に示すとおり，計装配管の耐震設計は上

位クラスの設計に合わせているため，計装配管が地震で損傷する

ことにより，上位クラス計器の計測機能が波及的影響を受けるこ

とはない。 

 

第 5-2-4図 計装配管の耐震設計概念図 

 

＜パターン①－２＞ 

原子炉圧力容器（上位クラス）に接続されている下位クラス計

器については，第 5-2-5図の原子炉圧力容器からの計装ライン構

成概念図に示すとおり，過流量阻止弁の下流側は下位クラスの設

計としている。このため，原子炉圧力容器に接続されている計装

配管には，原子炉格納容器内側に流量制限オリフィスを設けると

ともに，原子炉格納容器外側には過流量阻止弁を設置しており，

万一，過流量阻止弁の下流～計器間の計装配管が破損した際にお

いても，差圧大で瞬時に過流量阻止弁が閉となるため，原子炉冷

却材の原子炉格納容器外への流出は極めて少量である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S クラス 

原子炉格納容器 

原子炉圧力容器 
過流量阻止弁 

差圧伝送器 

（S クラス） 

約７ MPa 
流量制限 
オリフィス アダプタ 

流体 

上位クラスと下位クラスの計器の計装配 
管が接続部を有している場合，計装配管 
の耐震設計は上位クラスの設計に合わせ 
ているため，波及的影響はない。 

過流量阻止弁 
（上流側と下流側との差圧：約 0.02～0.07MPa） 
 

差圧伝送器 

検出点 
下位クラス 
S クラス 設計 

下位クラス 

Sクラス設計 
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原子炉圧力容器からの計装ライン構成概念図 

 

＜パターン③＞ 

上位クラス計器の常用時における測定のために，計装用圧縮空

気系（下位クラス）を使用している場合，計装用圧縮空気系の機

能喪失時には逆止弁により計装用圧縮空気系との接続を隔離し，

上位クラスのアキュムレータにより計測を継続するため，波及的

影響はない。 

 

 

 

 

 

 

第 5.2-5 図 原子炉圧力容器からの計装ライン構成概念図 

 

 

 

 

 

［パターン③］ 

上位クラスの計器の常用時における測定のために，計測用圧縮

空気系（下位クラス）を使用している場合，第 5.2-6 図に示すと

おり，計装用圧縮空気系の機能喪失時には逆止弁により計測用圧

縮空気系との接続を隔離し，上位クラスのアキュムレータにより

計測を継続するため，波及的影響はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5-2-5図 原子炉圧力容器からの計装ライン構成概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

島根２号炉では，パ

ターン③はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流体 

原子炉格納容器 

原子炉圧力容器 

過流量阻止弁 

差圧伝送器 
約７ MPa オリフィス アダプタ 

配管破断時，上流側と下流側の 
差圧が大きくなり，バネ力に打 
ち勝つと弁閉になる。 

配管 破断 

上位クラス 下位クラス 

過流量阻止弁 
（上流側と下流側との差圧：約 0.02～0.07MPa） 
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計装用圧縮空気系を上位クラス計器の計測に使用している例 

 

 

以上より，計装制御設備については上位クラス施設に接続する

下位クラス施設の故障が上位クラス施設に波及することがない

設計としている。 

 

(c) 格納容器貫通部 

格納容器貫通部については，前後の隔離弁を含めて上位クラス

設計であり，接続する下位クラス配管が破損した場合においても

隔離弁の健全性は保たれ，格納容器バウンダリとしての貫通部の

機能に波及することがない設計としている。 

 

 

(d) AO 弁駆動用空気供給配管接続部 

上位クラス配管に設置されるAO 弁駆動用の空気供給配管は上

位クラス設計ではないが，仮に空気供給配管が破断した場合で

も，AO 弁はフェイルセーフ側に動作するため，上位クラス施設

の安全機能は喪失しないことから，抽出の対象外としている。な

お，空気供給配管の供給側（下図青色部）で閉塞が発生したとし

てもAO 弁はフェイルセーフ側に動作しないが，動作要求信号が

発生すれば三方弁から支障なく排気されることからAO 弁の機能

に影響を与えない。また，空気供給配管のAO 弁側（下図赤色部）

についてはＳクラスのAO 弁とあわせて動的機能維持を確認して

いる範囲であるためそもそも閉塞しないと考えられる。 

 

 

 

 

第 5.2-6 図 計装用圧縮空気系と上位クラスの計器との接続概念

図 

 

以上より，計装設備については，上位クラス施設に接続する下

位クラス施設の故障が上位クラス施設に波及的影響を及ぼすお

それがない設計としている。 

 

(c) 原子炉格納容器貫通部 

原子炉格納容器貫通部については，前後の隔離弁を含めて上位

クラス施設として設計されており，接続する下位クラスの配管が

破損した場合においても隔離弁の健全性は保たれ，原子炉格納容

器バウンダリとしての貫通部の機能に波及的影響を及ぼすおそ

れがない設計としている。 

 

(d) AO 弁駆動用空気供給配管接続部 

上位クラスの配管に設置される AO 弁駆動用の空気供給配管

は，上位クラス施設として設計されてはいないが，仮に空気供給

配管が破損した場合でも，AO 弁はフェイルセーフ側に動作する

ため，上位クラス施設の安全機能は喪失しないことから，抽出の

対象外としている。なお，空気供給配管の供給側で閉塞が発生し

たとしても AO 弁はフェイルセーフ側に動作しないが，動作要求

信号が発生すれば，三方弁から支障なく排気されることから AO 

弁の機能に影響を与えない。また，空気供給配管の AO 弁側につ

いてはＳクラスの AO 弁とあわせて動的機能維持を確認している

範囲であるため閉塞しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上より，計測制御設備については上位クラス施設に接続する

下位クラス施設の故障が上位クラス施設に波及的影響を及ぼす

おそれがない設計としている。 

 

(c) 格納容器貫通部 

格納容器貫通部については，前後の隔離弁を含めて上位クラス

設計であり，接続する下位クラス配管が破損した場合においても

隔離弁の健全性は保たれ，格納容器バウンダリとしての貫通部の

機能に波及的影響を及ぼすおそれがない設計としている。 

 

 

(d) AO弁駆動用空気供給配管接続部 

上位クラス配管に設置される AO 弁駆動用の空気供給配管は上

位クラス設計ではないが，仮に空気供給配管が破損した場合で

も，AO弁はフェイルセーフ側に動作するため，上位クラス施設の

有する機能は喪失しないことから，抽出の対象外としている。な

お，空気供給配管の供給側（第 5-2-6図青色部）で閉塞が発生し

たとしても AO 弁はフェイルセーフ側に動作しないが，動作要求

信号が発生すれば三方弁から支障なく排気されることから AO 弁

の機能に影響を与えない。また，空気供給配管の AO弁側（第 5-2-6

図赤色部）についてはＳクラスの AO 弁とあわせて動的機能維持

を確認している範囲であるためそもそも閉塞しないと考えられ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備設計の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

島根２号炉では，パ

ターン③はない 
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AO弁概念図 

 

(e) 弁グランド部漏えい検出配管接続部 

上位クラス配管に設置される弁のグランド部に接続されるグ

ランドリーク検出ラインについては，上位クラス設計ではない

が，仮にグランドリーク検出ラインが破損した場合でも，上位ク

ラス施設である弁の機能に影響が無いことから，抽出の対象外と

している。 

 

b. 接続部の抽出 

上位クラス施設と下位クラス施設が接続する箇所を抽出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5.2-7 図 AO 弁概念図 

 

(e) 弁グランド部漏えい検出配管接続部 

上位クラスの配管に設置される弁のグランド部に接続される

弁グランド部漏えい検出配管については，下位クラス施設である

が，仮に弁グランド部漏えい検出配管が破損した場合でも，上位

クラス施設である弁の機能に影響がないことから抽出の対象外

としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。 

 

第 5-2-6図 ＡＯ弁概念図 

 

(e) 弁グランド部漏えい検出配管接続部 

上位クラス配管に設置される弁のグランド部に接続されるグ

ランドリーク検出ラインについては，上位クラス設計ではない

が，仮にグランドリーク検出ラインが破損した場合でも，上位ク

ラス施設である弁の機能に影響がないことから，抽出の対象外と

している。 

 

b. 接続部の抽出 

上位クラス施設と下位クラス施設が接続する箇所を抽出する。 

接続部による下位クラス施設の抽出の具体例を第 5-2-7 図に示

す。 

 

第 5-2-7図 下位クラス施設の抽出の具体例（原子炉浄化系補助

熱交換器） 
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c. 影響評価対象の選定

b.で抽出した接続部のうち，上位クラス設計の弁又はダンパに

より常時閉隔離されているものは，接続する下位クラス配管が破

損した場合においても健全性は確保されるため，評価対象外とす

る。 

d. 影響評価

c.で抽出した下位クラス施設について，下位クラス施設が損傷

した場合の系統隔離等に伴うプロセス変化により，上位クラス施

設の過渡条件が設計の想定範囲内であることを確認する。ここ

で，下位クラス施設の損傷には破損と閉塞が考えられる。下位ク

ラス施設の破損による上位クラス施設への影響は下位クラス施

設が破損することを前提として考慮する。 

一方，閉塞は配管等が軸直交方向の大きな荷重を受けることによ

って折れ曲がり，流路を完全に遮断することで発生するため，地

震の慣性力のみでは発生しないと考えられるが，配管等周辺の下

位クラス施設の損傷，転倒及び落下等の影響により閉塞すること

は否定できない。したがって，閉塞することにより上位クラス施

設の機能に影響するベント配管については他の下位クラス施設

の損傷，転倒及び落下等による影響の有無を現地調査することに

よって確認する。 

e. 耐震性の確認

d.で設計の想定範囲を超えるものについて，基準地震動Ss に

b. 影響評価対象の選定

a 項で抽出された機器，配管系を影響評価対象とする。

ただし，a 項で抽出した接続部のうち，上位クラス施設として

設計された弁又はダンパにより常時隔離されているものは，接続

する下位クラスの配管が破損した場合においても健全性は確保

されるため評価対象外とする。 

c. 影響評価

b 項で抽出した下位クラス施設について，下位クラス施設が損

傷した場合の系統隔離等に伴うプロセス変化により，上位クラス

施設の過渡条件が設計の想定範囲内であることを確認する。 

なお，下位クラス配管の損傷形態として破損と閉塞が考えられ

るが，接続部の影響評価においては破損について検討する。 

閉塞事象は配管が軸直交方向に大きな荷重を受けて折れ曲がり，

流路を完全に遮断することで発生するが，地震荷重は交番荷重で

あることや材料のシェイクダウンを考慮すると，完全に閉塞が発

生することは考え難い。また，周辺の下位クラス施設の損傷等の

影響による閉塞については，周辺に損傷等により影響を及ぼす下

位クラス施設がないことを確認しており検討対象外となる。さら

に下位クラス施設が建屋間を渡って敷設されている場合には，相

対変位や不等沈下による損傷等も考えられるが，女川２号炉で

は，建屋間を渡る下位クラス施設については全てバウンダリ弁を

介して上位クラス施設と隔離していることから検討対象外とな

る。したがって，下位クラス配管の損傷形態としては破損を考慮

するものである。下位クラス配管の損傷形態の検討については，

参考資料 2 に詳細を示す。 

また，下位クラス施設の損傷に伴う上位クラス施設のプロセス

変化とは別に，内部流体の外部への放出に伴う機械的荷重の発生

が想定される。この荷重が上位クラス施設へ及ぼす影響について

検討を行う。検討にあたっては，地震時の発生荷重等を踏まえる

必要があるため，定量的な検討は工認段階で実施する。 

d. 耐震性の確認

c 項で設計の想定範囲を超えるものについて，基準地震動 Ss

c. 影響評価対象の選定

b.で抽出した接続部のうち，上位クラス設計の弁又はダンパに

より常時閉隔離されているものは，接続する下位クラス配管が破

損した場合においても健全性は確保されるため，評価対象外とす

る。 

d. 影響評価

c.で抽出した下位クラス施設について，下位クラス施設が損傷

した場合の系統隔離等に伴うプロセス変化により，上位クラス施

設の過渡条件が設計の想定範囲内であることを確認する。 

なお，下位クラス配管の損傷形態として破損と閉塞が考えられ

る。 

閉塞事象は配管が軸直交方向に大きな荷重を受けて折れ曲がり，

流路を完全に遮断することで発生するが，地震荷重は交番荷重で

あることや材料のシェイクダウンを考慮すると，完全に閉塞が発

生することは考え難い。ただし，建物間の相対変位や不等沈下，

周辺の下位クラス施設の損傷等の影響による閉塞のおそれがあ

るため，参考資料 2に検討内容を示す。 

また，下位クラス施設の損傷に伴う上位クラス施設のプロセス

変化とは別に，内部流体の外部への放出に伴う機械的荷重の発生

が想定される。この荷重が上位クラス施設へ及ぼす影響について

検討を行う。検討にあたっては，地震時の発生荷重等を踏まえる

必要があるため，定量的な検討は詳細設計段階で実施する。 

e. 耐震性の確認

d.で設計の想定範囲を超えるものについて，基準地震動Ｓｓに
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対して，構造健全性が維持され，内部流体の内包機能等の必要な

機能を維持できることを確認する。 

 

f. 対策検討 

e.で上位クラス施設の機能を損なうおそれが否定できない下

位クラス施設について，基準地震動Ss に対して健全性を維持で

きるような構造の改造，接続部から上位クラス施設の配管・ダク

ト側に同じく健全性を維持できる隔離弁の設置等により，波及的

影響を防止する。 

 

 

第5-2図 上位クラス施設と接続する下位クラス施設の抽出及び

評価フロー 

に対して，構造健全性が維持され内部流体の内包機能等の必要な

機能を維持できることを確認する。 

 

e. 対策検討 

d 項で上位クラス施設の機能を損なうおそれが否定できない

下位クラス施設について，基準地震動 Ss に対して健全性を維持

できる構造への改造，接続部から上位クラス施設の機器，配管側

に同じく健全性を維持できる隔離弁の設置等により波及的影響

を防止する。 

 

 

 

 

 

第 5.2-8 図 上位クラス施設と接続する下位クラス施設の抽出及

び評価フロー 

対して，構造健全性が維持され，内部流体の内包機能等の必要な

機能を維持できることを確認する。 

 

f. 対策検討 

e.で上位クラス施設の有する機能を損なうおそれが否定でき

ない下位クラス施設について，基準地震動Ｓｓに対して健全性を

維持できるように構造の改造，接続部から上位クラス施設の配

管・ダクト側に同じく健全性を維持できる隔離弁の設置等によ

り，波及的影響を防止する。 

 

 

 

第 5-2-8図 上位クラス施設と接続する下位クラス施設の抽出及

び評価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6-2-3 表 

損傷を想定して影響 

ありと判断した施設 

第 6-2-3 表 

影響なしと 

判断した施設 

ＮＯ 

･････a 

第 6-2-1 表 

設計上の考慮の欄「×」 

第 6-2-2 表 

 評価対象の欄「○」 

･････c 

①上位クラス施設 

上位クラス施設に直接接続※２ 

する下位クラス施設あり 

⑦対策検討・実施 

※1  下記設備は設計上の考慮がなされていることを

確認する。 

・電気設備      

・計測制御設備 

・格納容器貫通部 

・AO 弁駆動用空気供給配管接続部 

・弁グランド部漏えい検出配管接続部 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

･････d 

･････e 

･････f 

※3 弁又はダンパが常時閉により隔離されて

いるものは評価対象外とする。 

⑧評価終了 

第 6-2-2 表 

下位クラスとの 

接続の欄「×」 

第 6-2-3 表 

損傷を想定して影響 

なしと判断した施設 

ＹＥＳ 

上位クラス施設と下位クラス施設

が常時隔離されている※3 

ＹＥＳ 

第 6-2-2 表 

下位クラスとの 

接続の欄「○」 

ＹＥＳ 
※2 上位クラスの機器が上位クラスの配管を介して下位

クラス施設に接続している場合など，間接的に接続し

ている機器については配管側で評価する。 

 

下位クラス施設の損傷と隔離に伴う 

プロセス変化により，上位クラス施設の過渡 

条件が設計の想定範囲を超える※4※5 

 
当該下位クラス施設は基準地震動Ｓｓ 

に対して構造健全性を維持できる 

第 6-2-2 表 

評価対象の欄「×」 

ＮＯ 

ＮＯ 

ＮＯ 

･････b 

②・⑤ 

⑥ 

詳細設計段階にて 

評価結果の詳細を記載 

※フロー中の①，②，⑤～⑧の数字は第 2-1 図中の①，②，⑤～⑧に対応する。 

 
上位クラス施設と下位クラス施設の接続部に 

設計上の考慮※１がなされている 

ＹＥＳ 

第 6-2-1 表 

設計上の考慮の欄「○」 

※5 プロセス変化の影響に加え，下位クラス施設の損

傷による内部流体の放出に伴う機械的荷重の影

響について詳細設計段階で検討を行う。 

※4 損傷形態のうち閉塞を想定した影響検討

は，「参考資料 2」に示す。 
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5.3 建屋内における損傷，転倒及び落下等による影響 

第5-3 図のフローに従い，建屋内の上位クラス施設の周辺に位

置する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出

し，波及的影響の有無を検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

下位クラス施設の抽出にあたって，下位クラス施設の損傷，転

倒及び落下等を想定しても上位クラス施設に衝突しない程度の

十分な距離をとって配置されていることを確認する。離隔距離が

十分でない場合には，落下防止措置等の対策を適切に実施してい

ることを確認する。 

また，以上の確認ができなかった下位クラス施設について，構

造上の特徴，上位クラス施設との位置関係，重量等を踏まえて，

損傷，転倒及び落下等を想定した場合の上位クラス施設への影響

を評価し，上位クラス施設の機能を損なうおそれがないことを確

認する。 

 

b．耐震性の確認 

a.で損傷，転倒及び落下等を想定した場合に上位クラス施設の

機能への影響が否定できない下位クラス施設について，基準地震

動Ss に対して，損傷，転倒及び落下等が生じないように，構造

健全性が維持できることを確認する。 

 

c. 対策検討 

b.で構造健全性の維持を確認できなかった下位クラス施設に

ついて，基準地震動Ss に対して健全性を維持できるような構造

の改造，上位クラス施設と下位クラス施設との間に衝撃に耐えう

る緩衝体の設置，下位クラス施設の移設等により波及的影響を防

止する。 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 建屋内における施設の損傷，転倒，落下等による影響 

第 5.3-1 図のフローに従い，建屋内の上位クラス施設の周辺に

位置する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽

出し，波及的影響の有無を検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

下位クラス施設の抽出に当たっては，下位クラス施設の損傷，

転倒，落下等を想定しても上位クラス施設に衝突しない程度の十

分な距離をとって配置されていることを確認する。離隔距離が十

分でない場合には，落下防止措置等の対策を適切に実施している

ことを確認する。 

また，上述の確認ができなかった下位クラス施設について，構

造上の特徴，上位クラス施設との位置関係，重量等を踏まえて，

損傷，転倒，落下等を想定した場合の上位クラス施設への影響を

評価し，上位クラス施設の機能を損なうおそれがないことを確認

する。 

 

b. 耐震性の確認 

a 項で損傷，転倒，落下等を想定した場合に上位クラス施設の

機能への影響が否定できない下位クラス施設について，基準地震

動 Ss に対して，損傷，転倒，落下等が生じないように，構造健

全性が維持できることを確認する。 

 

c. 対策検討 

b 項で構造健全性の維持を確認できなかった下位クラス施設

について，基準地震動 Ss に対して健全性を維持できるような構

造への改造，上位クラス施設と下位クラス施設との間に衝撃に耐

えうる緩衝体の設置，下位クラス施設の移設等により波及的影響

を防止する。  

 

 

 

 

 

 

 

5.3 建物内における損傷，転倒，落下等による影響 

第 5-3図のフローに従い，建物内の上位クラス施設の周辺に位

置する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出

し，波及的影響の有無を検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

下位クラス施設の抽出にあたって，下位クラス施設の損傷，転

倒，落下等を想定しても上位クラス施設に衝突しない程度の十分

な距離をとって配置されていることを確認する。離隔距離が十分

でない場合には，落下防止措置等の対策を適切に実施しているこ

とを確認する。 

以上の確認ができなかった下位クラス施設について，構造上の

特徴，上位クラス施設との位置関係，重量等を踏まえて，損傷，

転倒，落下等を想定した場合の上位クラス施設への影響を評価

し，上位クラス施設の有する機能を損なうおそれがないことを確

認する。 

 

b. 耐震性の確認 

a.で損傷，転倒，落下等を想定した場合に上位クラス施設の有

する機能への影響が否定できない下位クラス施設について，基準

地震動Ｓｓに対して，損傷，転倒，落下等が生じないように，構

造健全性が維持できることを確認する。 

 

c. 対策検討 

b.で構造健全性の維持を確認できなかった下位クラス施設に

ついて，基準地震動Ｓｓに対して健全性を維持できるような構造

への改造，上位クラス施設と下位クラス施設との間に衝撃に耐え

うる緩衝体の設置，下位クラス施設の移設等により波及的影響を

防止する。 
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第5-3図 損傷，転倒及び落下により建屋内上位クラス施設へ影

響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5.3-1 図 損傷，転倒，落下等により建屋内上位クラス施設へ

影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出及

び評価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5-3図 損傷，転倒，落下等により建物内上位クラス施設へ影

響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出及び

評価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※フロー中の①～⑧の数字は第 2-1 図中の①～⑧に対応する。 

⑥ 

詳細設計段階にて 

評価結果の詳細を記載 

第 6-3-2表 
影響ありと 
判断した施設 

第 6-3-2表 

影響なしと 
判断した施設 

②・③・④・⑤ 

第 6-3-1表 
損傷・転倒・落下 
の欄「○」 

･････a 

①建物内上位クラス施設 

建物内上位クラス施設の周辺に位置する 

下位クラス施設 

 

 

⑦対策検討・実施 

※1 損傷・転倒・落下等による波及的影響 

下位クラス施設が損傷・転倒・落下等に
より上位クラス施設と衝突する距離にあ
り，かつ当該下位クラス施設の構造上の特

徴，上位クラス施設との位置関係，重量等
から評価し，機能を損なうおそれがある。 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

･････b 

･････c ⑧評価終了 

第 6-3-1表 

損傷・転倒・落下 
の欄「×」 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

当該下位クラス施設の損傷・転倒・落下等

により，上位クラス施設へ波及的影響※１を

及ぼすおそれあり 

 

当該下位クラス施設は基準地震動Ｓｓ 

に対して構造健全性を維持できる 

（評価方針を第 6-3-2表に記載） 
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5.4 建屋外における損傷，転倒及び落下等による影響 

第5-4 図のフローに従い，建屋外の上位クラス施設の周辺に位

置する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出

し，波及的影響の有無を検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

下位クラス施設の抽出にあたって，下位クラス施設の損傷，転

倒及び落下等を想定しても上位クラス施設に衝突しない程度の

十分な距離をとって配置されていることを確認する。離隔距離が

十分でない場合には，落下防止措置等を適切に実施していること

を確認する。 

また，以上の確認ができなかった下位クラス施設について，構

造上の特徴，上位クラス施設との位置関係，重量等を踏まえて，

損傷，転倒及び落下等を想定した場合の上位クラス施設への影響

を評価し，上位クラス施設の機能を損なうおそれがないことを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

b．耐震性の確認 

a.で損傷，転倒及び落下等を想定した場合に上位クラス施設の

機能への影響が否定できない下位クラス施設について，基準地震

動Ss に対して，損傷，転倒及び落下等が生じないように，構造

健全性が維持できることを確認する。 

 

 

c. 対策検討 

b.で構造健全性の維持を確認できなかった下位クラス施設に

ついて，基準地震動Ss に対して健全性を維持できるような構造

の改造，上位クラス施設と下位クラス施設との間に衝撃に耐えう

る緩衝体の設置，下位クラス施設の移設等により波及的影響を防

止する。 

 

5.4 建屋外における施設の損傷，転倒，落下等による影響 

第 5.4-1 図のフローに従い，建屋外の上位クラス施設の周辺に

位置する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽

出し，波及的影響の有無を検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

下位クラス施設の抽出に当たっては，施設の設置地盤及び周辺

地盤の液状化（浮き上がり及び側方流動）による影響を考慮した

上で，下位クラス施設の損傷，転倒，落下等を想定しても上位ク

ラス施設に衝突しない程度の十分な距離をとって配置されてい

ることを確認する。離隔距離が十分でない場合には，落下防止措

置等の対策を適切に実施していることを確認する。 

また，上述の確認ができなかった下位クラス施設について，構

造上の特徴，上位クラス施設との位置関係，重量等を踏まえて，

損傷，転倒，落下等を想定した場合の上位クラス施設への影響を

評価し，上位クラス施設の機能を損なうおそれがないことを確認

する。 

 

 

 

 

 

b. 耐震性の確認 

a 項で損傷，転倒，落下等を想定した場合に上位クラス施設の

機能への影響が否定できない下位クラス施設について，地下水位

を適切に設定した上で，基準地震動 Ss に対して，損傷，転倒，

落下等が生じないように，構造健全性が維持できることを確認す

る。 

 

c. 対策検討 

b 項で構造健全性の維持を確認できなかった下位クラス施設

について，基準地震動 Ss に対して健全性を維持できるような構

造への改造，上位クラス施設と下位クラス施設との間に衝撃に耐

えうる緩衝体の設置，下位クラス施設の移設等により波及的影響

を防止する。 

 

5.4 屋外における損傷，転倒，落下等による影響 

第 5-4図のフローに従い，屋外の上位クラス施設の周辺に位置

する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出し，

波及的影響の有無を検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

下位クラス施設の抽出にあたって，下位クラス施設の損傷，転

倒，落下等を想定しても上位クラス施設に衝突しない程度の十分

な距離をとって配置されていることを確認する。離隔距離が十分

でない場合には，落下防止措置等の対策を適切に実施しているこ

とを確認する。 

以上の確認ができなかった下位クラス施設について，構造上の

特徴，上位クラス施設との位置関係，重量等を踏まえて，損傷，

転倒，落下等を想定した場合の上位クラス施設への影響を評価

し，上位クラス施設の有する機能を損なうおそれがないことを確

認する。 

また，原子炉建物及び廃棄物処理建物に設置する建物開口部竜

巻防護対策設備については，比較的大型の鋼製構造物であり，地

震により破損・脱落した場合，広範囲に波及的影響を及ぼすおそ

れがあるため，基準地震動Ｓｓに対して構造健全性を維持できる

設計とする（参考資料 3参照）。 

 

b. 耐震性の確認 

a.で損傷，転倒，落下等を想定した場合に上位クラス施設の有

する機能への影響が否定できない下位クラス施設について，基準

地震動Ｓｓに対して，損傷，転倒，落下等が生じないように，構

造健全性が維持できることを確認する。 

 

 

c. 対策検討 

b.で構造健全性の維持を確認できなかった下位クラス施設に

ついて，基準地震動Ｓｓに対して健全性を維持できるような構造

への改造，上位クラス施設と下位クラス施設との間に衝撃に耐え

うる緩衝体の設置，下位クラス施設の移設等により波及的影響を

防止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

島根２号炉では，建

物開口部竜巻防護対策

設備に対する対応方針

を記載 
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第5-4図 損傷，転倒及び落下により建屋外上位クラス施設へ影

響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出及び評価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5.4-1 図 損傷，転倒，落下等により建屋外上位クラス施設へ

影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出及

び評価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

第 5-4図 損傷，転倒，落下等により屋外上位クラス施設へ影響

を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出及び評

価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

島根２号炉では，建

物開口部竜巻防護対策

設備に対する対応方針

を記載 

 

 

 

 

 

※フロー中の①～⑧の数字は第 2-1 図中の①～⑧に対応する。 

⑥ 

詳細設計段階にて 

評価結果の詳細を記載 

第 6-4-1表 
 影響なしと 
判断した施設 

第 6-4-1表 

 影響ありと 
判断した施設 

第 6-4-1表 
損傷・転倒・落下 

の欄「○」 

･････a 

①屋外上位クラス施設 

屋外上位クラス施設の周辺に位置する 

下位クラス施設※1 

 

 

⑦対策検討・実施 

ＹＥＳ 

ＮＯ 

･････b 

･････C ⑧評価終了 

第 6-4-1表 
損傷・転倒・落下 
の欄「×」 

ＮＯ 

ＹＥＳ 

当該下位クラス施設の損傷・転倒・落下等

により，上位クラス施設へ波及的影響※2を

及ぼすおそれあり 

当該下位クラス施設は基準地震動Ｓｓ 

に対して構造健全性を維持できる 

（評価方針を第 6-4-2-表に記載） 

※2 損傷・転倒・落下等による波及的影響 

下位クラス施設が損傷・転倒・落下等によ
り上位クラス施設と衝突する距離にあり，
かつ当該下位クラス施設の構造上の特徴，

上位クラス施設との位置関係，重量等から
評価し，機能を損なうおそれがある。 

②・③・④・⑤ 

※1 原子炉建物及び廃棄物処理建物に設置す 
る建物開口部竜巻防護対策設備は Ss機能

維持設計とする。 
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6. 下位クラス施設の検討結果 

5.項で示したフローに基づき，上位クラス施設への波及的影響

を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出する。 

 

6.1 相対変位又は不等沈下による影響検討結果 

6.1.1 抽出手順 

(1) 地盤の不等沈下による影響 

机上検討をもとに，上位クラス施設及び上位クラス施設の間接

支持構造物である建物・構築物に対して，地盤の不等沈下により

波及的影響を及ぼすおそれがある下位クラス施設を抽出する。 

 

(2) 建屋の相対変位による影響 

机上検討をもとに，上位クラス施設及び上位クラス施設の間接

支持構造物である建屋に対して，建屋の相対変位により波及的影

響を及ぼすおそれがある下位クラス施設を抽出する。 

 

6.1.2 下位クラス施設の抽出結果 

第5-1-1 図及び第5-1-2 図のフローのa に基づいて影響を及

ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出した結果を第6-1-1 図

～第6-1-4 図及び第6-1-1 表～第6-1-3 表に示す（配置図上の番

号は第4-1-1 表～第4-1-3表の整理番号に該当する）。 

 

6.1.3 影響評価方針 

6.1.2 で抽出した波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラ

ス施設の評価結果または評価方針を第6-1-4 表～第6-1-7 表に

示す。 

 

上記方針に基づいた検討結果は工事計画認可申請書において

確認し，必要に応じて不等沈下または相対変位による影響を評価

（第5-1-1 図及び第5-1-2 図のフローのc に該当）する。 

 

 

 

 

 

6. 下位クラス施設の検討結果 

5 項で示したフローに基づき，上位クラス施設へ波及的影響を

及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出する。 

 

6.1 相対変位又は不等沈下による影響検討結果 

6.1.1 抽出手順 

(1) 地盤の不等沈下による影響 

机上検討を基に，上位クラス施設に対して，地盤の不等沈下に

より波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出す

る。 

 

(2) 建屋間の相対変位による影響 

机上検討を基に，上位クラス施設に対して，建屋間の相対変位

により波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出

する。 

 

6.1.2 下位クラス施設の抽出結果 

第 5.1-1 図及び第 5.1-2 図のフローの a に基づいて，波及的

影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出した結果を第

6.1-1 図，第 6.1-2 図及び第 6.1-1 表に示す。 

 

 

6.1.3 影響評価方針 

6.1.2 で抽出した波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラ

ス施設の評価結果又は評価方針を第 6.1-2 表及び第 6.1-3 表に

示す。 

 

上記方針に基づいた検討結果は工事計画認可申請書において

確認し，必要に応じて不等沈下又は相対変位による影響を評価す

る。これは第 5.1-1 図及び第 5.1-2 図のフローの c に該当する。 

 

 

 

 

 

6. 下位クラス施設の検討結果 

5.項で示したフローに基づき，上位クラス施設への波及的影響

を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出する。 

 

6.1不等沈下又は相対変位による影響検討結果 

6.1.1 抽出手順 

(1) 地盤の不等沈下による影響 

机上検討をもとに，上位クラス施設に対して，地盤の不等沈下

により波及的影響を及ぼすおそれがある下位クラス施設を抽出

する。 

 

(2) 建物の相対変位による影響 

机上検討をもとに，上位クラス施設に対して，建物の相対変位

により波及的影響を及ぼすおそれがある下位クラス施設を抽出

する。 

 

6.1.2 下位クラス施設の抽出結果 

第 5-1-1図及び第 5-1-2図のフローの aに基づいて影響を及ぼ

すおそれのある下位クラス施設を抽出した結果を第 6-1-1図，第

6-1-2 図及び第 6-1-1 表に示す（配置図上の番号は第 4-1 表の整

理番号に該当する）。 

 

6.1.3 影響検討結果 

(1) 地盤の不等沈下による影響 

6.1.2 で抽出した波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス

施設の評価結果について，第 6-1-2表に示す。 

 

(2) 建物の相対変位による影響 

6.1.2 で抽出した波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス

施設の評価方針について，第 6-1-3表に示す。 
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・設備配置の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

施設設備配置はプラ

ント固有のため相違す
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７号炉分（第 6-1-2図）については，省略する 
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・設備配置の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 
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第6-1-1表 6号炉 建屋外上位クラス施設へ波及的影響（相対変

位又は不等沈下）を及ぼすおそれのある下位クラス施設(1/2) 

第 6.1-1 表 女川２号炉 建屋外上位クラス施設へ波及的影響（相

対変位又は不等沈下）を及ぼすおそれのある下位クラス施設

（1/3） 

第 6-1-1表 島根原子力発電所２号炉 屋外上位クラス施設へ波

及的影響（不等沈下又は相対変位）を及ぼすおそれのある下位ク

ラス施設（1/3）

・対象施設の相違

【柏崎 6/7，女川 2】 

波及的影響を及ぼす

おそれのある下位クラ

ス施設の評価結果及び

評価方針について，第

6-1-2表及び第 6-1-3

表で各社の比較を行う

ため，本表の比較は省

略するが，変更箇所の

あるページは記載する 

不等沈下 相対変位

O001 原子炉補機海水ポンプ（A),（C) Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O002 原子炉補機海水ポンプ（B),（D) Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O003 原子炉補機海水ストレーナ（A) Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O004 原子炉補機海水ストレーナ（B) Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O005 原子炉補機海水系配管 Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O006 高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O007 高圧炉心スプレイ補機海水ストレーナ Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O008 高圧炉心スプレイ補機海水系配管 Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O009 排気筒（非常用ガス処理系用） Sクラス/SA施設 ― × ×

O010
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タ
ンク（A）

Sクラス ― × ×

O011
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タ
ンク（B）

Sクラス ― × ×

O012
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料移送ポ
ンプ（A)

Sクラス ― × ×

O013
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料移送ポ
ンプ（B)

Sクラス ― × ×

O014
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼ
ル燃料貯蔵タンク

Sクラス ― × ×

O015
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼ
ル燃料移送ポンプ

Sクラス ― × ×

O016 取水槽水位計 Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O017 取水管立入ピット閉止板 Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O018 取水槽床ドレン逆止弁 Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O019 防波壁通路防波扉 Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O020 取水槽除じん機エリア防水壁 Sクラス 1号炉排気筒 ○ ×

O021 １号放水連絡通路防波扉 Sクラス ― × ×

サイトバンカ建物 ○ ×

1号炉排気筒 ○ ×

O023 屋外排水路逆止弁 Sクラス ― × ×

O024 津波監視カメラ Sクラス ― × ×

O025 圧力開放板 SA施設 ― × ×

O026 取水管
屋外重要土木構造物

SA施設
― × ×

O027 取水口
屋外重要土木構造物

SA施設
― × ×

備考（○:あり，×:なし）整理番号 屋外上位クラス施設 区分
波及的影響を及ぼす

おそれのある
下位クラス施設

波及的影響のおそれ

O022 防波壁 Sクラス
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第
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2 
表
 女

川
２
号
炉
 建

屋
外
施
設
の
評
価
結
果
（
地
盤
の
不
等
沈
下
に
よ
る
影
響
）

第 6-1-2表 屋外施設の評価結果（地盤の不等沈下による影響） ・対象施設の相違

【柏崎 6/7】 

６号炉 CO2ボンベ建

屋，５号炉連絡通路，

６号炉連絡通路，６号

及び７号炉サービス建

屋，５号炉サービス建

屋，５号炉格納容器圧

力逃がし装置基礎：島

根２号炉には当該施設

なし 

５号炉主排気モニ

タ建屋：島根２号炉排

気筒モニタ室は排気

筒基礎に支持されて

おり，不等沈下は生じ

ないため評価対象外 

【女川 2】 

２号炉タービン建

屋：島根２号炉タービ

ン建物は上位クラス

施設である 

２号炉補助ボイラ

ー建屋：島根２号炉所

内ボイラ室は上位ク

ラス施設と離隔距離

があるため波及的影

響しない 

１号炉制御建屋：島

根２号炉には当該施

設なし 

屋外上位クラス施設
波及的影響を及ぼす

おそれのある
下位クラス施設

評価方針 備考

防波壁 サイトバンカ建物
堅固な岩盤に直接支持されてお
り，不等沈下は生じない。

本資料
添付資料４

参照

制御室建物 1号炉原子炉建物
堅固な岩盤に直接支持されてお
り，不等沈下は生じない。

本資料
添付資料４

参照

制御室建物
2号炉タービン建物

1号炉タービン建物
一部マンメイドロックを介して堅
固な岩盤に支持されており，不等
沈下は生じない。

本資料
添付資料４

参照

制御室建物
2号炉廃棄物処理建物

1号炉廃棄物処理建物
堅固な岩盤に直接支持されてお
り，不等沈下は生じない。

本資料
添付資料４

参照

緊急時対策所
緊急時対策所発電機接続プラグ盤

免震重要棟遮蔽壁
堅固な岩盤に直接支持されてお
り，不等沈下は生じない。

本資料
添付資料４

参照

原子炉補機海水ポンプ（A)，（C)
原子炉補機海水ポンプ（B)，（D)
原子炉補機海水ストレーナ（A)
原子炉補機海水ストレーナ（B)
原子炉補機海水系配管
高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ
高圧炉心スプレイ補機海水ストレーナ
高圧炉心スプレイ補機海水系配管
取水槽水位計
取水管立入ピット閉止板
取水槽床ドレン逆止弁
防波壁通路防波扉
取水槽除じん機エリア防水壁
防波壁
取水槽
2号炉原子炉建物（原子炉棟含む）
制御室建物
2号炉廃棄物処理建物
2号炉タービン建物
取水槽除じん機エリア水密扉
タービン補機海水ポンプ (A)
タービン補機海水ポンプ (B), (C)
タービン補機海水系配管（ポンプ出口～第二出口
弁）
タービン補機海水ポンプ出口弁(MV247-1A)
タービン補機海水ポンプ出口弁(MV247-1B,C)
循環水ポンプ (A), (B), (C)
循環水系配管（ポンプ出口～タービン建物外壁）
除じんポンプ (A), (B)
除じん系配管（ポンプ入口配管，ポンプ出口～海
水ポンプエリア境界壁）

1号炉排気筒
一部マンメイドロックを介して堅
固な岩盤に支持されており，不等
沈下は生じない。

本資料
添付資料４

参照
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第 6-1-3表 屋外施設の評価方針（建物の相対変位による影響） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

５号炉連絡通路，６

号炉連絡通路，６号及

び７号炉サービス建

屋：島根２号炉には当

該施設なし 

【女川 2】 

２号炉タービン建

屋：島根２号炉タービ

ン建物は上位クラス

施設である 

２号炉補助ボイラ

ー建屋：島根２号炉所

内ボイラ室は上位ク

ラス施設と離隔距離

があるため波及的影

響しない 

１号炉制御建屋：島

根２号炉には当該施

設なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋外上位クラス施設
波及的影響を及ぼす

おそれのある
下位クラス施設

評価方針 備考

制御室建物

制御室建物と1号炉タービン建物の最小
離隔は50㎜と小さく，建物間の相対変位
によって建物同士が接触する可能性があ
る。そのため，基準地震動Ｓｓに対する
構造健全性評価により，影響を確認す
る。

工認計算書添付予定

2号炉タービン建物

2号炉タービン建物と1号炉タービン建物
の最小離隔は100㎜と小さく，建物間の
相対変位によって建物同士が接触する可
能性がある。そのため，基準地震動Ｓｓ
に対する構造健全性評価により，影響を
確認する。

工認計算書添付予定

制御室建物

制御室建物と1号炉廃棄物処理建物の最
小離隔は50㎜と小さく，建物間の相対変
位によって建物同士が接触する可能性が
ある。そのため，基準地震動Ｓｓに対す
る構造健全性評価により，影響を確認す
る。

工認計算書添付予定

2号炉廃棄物処理建物

2号炉廃棄物処理建物と1号炉廃棄物処理
建物の最小離隔は100㎜と小さく，建物
間の相対変位によって建物同士が接触す
る可能性がある。そのため，基準地震動
Ｓｓに対する構造健全性評価により，影
響を確認する。

工認計算書添付予定

2号炉排気筒モニタ室

2号炉排気筒と2号炉排気筒モニタ室の最
小離隔は約100㎜と小さく，建物・構築
物間の相対変位によって建物・構築物が
接触する可能性がある。そのため，基準
地震動Ｓｓに対する構造健全性評価によ
り，影響を確認する。

工認計算書添付予定

燃料移送ポンプエリア
竜巻防護対策設備

2号炉排気筒と燃料移送ポンプエリア竜
巻防護対策設備の最小離隔は約70㎜と小
さく，建物・構築物間の相対変位によっ
て建物・構築物が接触する可能性があ
る。そのため，基準地震動Ｓｓに対する
構造健全性評価により，影響を確認す
る。

工認計算書添付予定

1号炉タービン建物

1号炉廃棄物処理建物

2号炉排気筒

第
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6.2 接続部における相互影響検討結果 

6.2.1 抽出手順 

机上検討をもとに，上位クラス施設と接続する下位クラス施設

のうち，下位クラス施設の損傷または隔離によるプロセス変化に

より上位クラス施設に影響を及ぼす可能性がある下位クラス施

設を抽出する。なお，S クラス施設等と重要SA 施設の接続部例

のようなS クラス施設等と重要SA 施設との接続部は上位クラス

同士であるため，上位クラス施設と下位クラス施設との接続部と

して抽出しない。 

接続部については，系統図等により網羅的に確認が可能であ

り，プラント建設時及び改造工事の際は，施工に伴う確認，系統

図作成時における現場確認，使用前検査，試運転等から接続部が

設計図書どおりであることを確認していることから，接続部の波

及的影響については，机上検討により評価対象の抽出が可能であ

る。 

Sクラス施設等と重要SA施設の接続部例 

6.2.2 接続部の抽出及び影響評価対象の選定結果 

第5-2 図のフローのa,b 及びc に基づいて抽出された評価対

象接続部について整理したものを第6-2-1 表～第6-2-6 表に示

す。表中では，原子炉建屋をR/B，タービン建屋をT/B，コントロ

ール建屋をC/B，及び廃棄物処理建屋をRw/Bと表記する。 

6.2 接続部における相互影響検討結果 

6.2.1 抽出手順 

机上検討を基に，上位クラス施設と接続する下位クラス施設の

うち，下位クラス施設の損傷又は隔離によるプロセス変化によ

り，上位クラス施設に影響を及ぼすおそれがある下位クラス施設

を抽出する。なお，Ｓクラス施設等と重要 SA 施設との接続部は，

第 6.2-1 図の接続部例に示すとおり上位クラス同士の接続であ

ることから，上位クラス施設と下位クラス施設との接続部として

抽出しない。 

接続部については，系統図等により網羅的に確認が可能であ

り，プラント建設時及び改造工事の際は，施工に伴う確認，系統

図作成時における現場確認，使用前検査，試運転等から接続部が

設計図書どおりであることを確認していることから，接続部の波

及的影響については，机上検討により評価対象の抽出が可能であ

る。 

第 6.2-1 図 Ｓクラス施設等と重要 SA 施設の接続部例 

6.2.2 接続部の抽出結果及び影響評価対象の選定結果 

第 5.2-8 図のフローの a 及び b に基づいて抽出された評価対

象接続部について整理したものを第 6.2-1 表に示す。 

6.2 接続部における相互影響検討結果 

6.2.1 抽出手順 

机上検討をもとに，上位クラス施設と接続する下位クラス施設

のうち，下位クラス施設の損傷と隔離によるプロセス変化により

上位クラス施設に影響を及ぼすおそれがある下位クラス施設を

抽出する。なお，Ｓクラス施設等と重要ＳＡ施設との接続部は，

第 6-2-1図の接続部例に示すとおり上位クラス施設同士の接続で

あるため，上位クラス施設と下位クラス施設との接続部として抽

出しない。 

接続部については，系統図等により網羅的に確認が可能であ

り，プラント建設時及び改造工事の際は，施工に伴う確認，系統

図作成時における現場確認，使用前検査，試運転等から接続部が

設計図書どおりであることを確認していることから，接続部の波

及的影響については，机上検討により評価対象の抽出が可能であ

る。 

第 6-2-1図 Ｓクラス施設等と重要ＳＡ施設の接続部例 

6.2.2 接続部の抽出及び影響評価対象の選定結果 

第 5-2-7図のフローの a，b及び cに基づいて抽出された評価

対象接続部について整理したものを第 6-2-1表及び第 6-2-2表に

示す。表中では，原子炉建物をＲ／Ｂ，タービン建物をＴ／Ｂ，

廃棄物処理建物をＲｗ／Ｂ，制御室建物をＣ／Ｂ，緊急時対策所

をＥ／Ｂ，ガスタービン発電機建物をＧＴ／Ｂ，低圧原子炉代替

注水ポンプ格納槽をＦＬ／Ｈ，第１ベントフィルタ格納槽をＦＶ

／Ｈと表記する。 

4条-別紙9-45



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

6.2.3 影響評価結果 

6.2.2 で抽出した上位クラス施設と下位クラス施設との接続

部について，第5-2 図のフローのd に基づいて影響評価を行った

結果を第6-2-7 表～第6-2-9 表に示す。 

影響評価を行った結果，上位クラス施設と下位クラス施設との

接続部が損傷することによって，上位クラスの機能に影響を及ぼ

すことはないことを確認した。なお，上位クラス施設と隔離され

ずに接続する下位クラスベント配管は，現地調査の結果，その他

の下位クラス施設による波及的影響を受けないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2.3 影響評価結果 

6.2.2 項で抽出した上位クラス施設と下位クラス施設との接

続部について，第 5.2-8 図のフローの c に基づいて影響評価を

行った結果を第 6.2-2 表に示す。 

影響評価を行った結果，上位クラス施設と接続する下位クラス

施設が損傷することによって，上位クラスの機能に影響を及ぼす

おそれがないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2.3影響検討結果 

6.2.2で抽出した上位クラス施設と下位クラス施設との接続部

の評価結果及び評価方針について，第 6-2-3表に示す。 

 

また，上位クラス施設と隔離されずに接続されている下位クラ

ス配管の評価結果及び評価方針について，参考資料 2に示す。 
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第6-2-1表 柏崎刈羽原子力発電所6号炉 上位クラス施設と下

位クラス施設との接続部における設計上の考慮一覧表（1/11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6-2-1表 島根原子力発電所 2号炉 上位クラス施設と下位ク

ラス施設との接続部における設計上の考慮一覧表（1/17) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

波及的影響を及ぼ

すおそれのある下位

クラス施設の評価結

果及び評価方針につ

いて，第 6-2-3表で各

社の比較を行うため，

本表の比較は省略す

るが，変更箇所のある

ページは記載する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

O001 原子炉補機海水ポンプ（A),（C) Sクラス 屋外 × －

O002 原子炉補機海水ポンプ（B),（D) Sクラス 屋外 × －

O003 原子炉補機海水ストレーナ（A) Sクラス 屋外 × －

O004 原子炉補機海水ストレーナ（B) Sクラス 屋外 × －

O005 原子炉補機海水系配管 Sクラス 屋外 × －

O006 高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ Sクラス 屋外 × －

O007 高圧炉心スプレイ補機海水ストレーナ Sクラス 屋外 × －

O008 高圧炉心スプレイ補機海水系配管 Sクラス 屋外 × －

O009 排気筒（非常用ガス処理系用） Sクラス/SA施設 屋外 × －

O010 非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タンク（A） Sクラス 屋外 × －

O011 非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タンク（B） Sクラス 屋外 × －

O012 非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料移送ポンプ（A) Sクラス 屋外 × －

O013 非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料移送ポンプ（B) Sクラス 屋外 × －

O014 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タンク Sクラス 屋外 × －

O015 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼル燃料移送ポンプ Sクラス 屋外 × －

O016 取水槽水位計 Sクラス 屋外 ○ (b)i,(b)ii

O024 津波監視カメラ Sクラス 屋外 ○ (b)i

O025 圧力開放板 SA施設 屋外 × －

O029 低圧原子炉代替注水系配管（接続口） SA施設 屋外 × －

O030 格納容器代替スプレイ系配管（接続口） SA施設 屋外 × －

O031 ペデスタル代替注水系配管（接続口） SA施設 屋外 × －

O032 ガスタービン発電機用軽油タンク SA施設 屋外 × －

O043 非常用ディーゼル発電機燃料移送系配管（A） Sクラス 屋外 × －

O044 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送系配管 Sクラス 屋外 × －

O045 非常用ガス処理系配管 Sクラス/SA施設 屋外 × －

O046 格納容器フィルタベント系配管（接続口） SA施設 屋外 × －

O047 非常用ディーゼル発電機燃料移送系配管（B） Sクラス 屋外 × －

※1　分類は5.2 aの項目（(a)：電気設備 (b)ⅰ：制御信号 (b)ⅱ：計装配管 (c)：格納容器貫通部 (d)：AO弁駆動用空気供給配管接続部 (e)：弁グランド部漏えい検出配管接続
　　部）に対応する。なお，電気設備及び計装設備のうち上位クラス施設同士の接続部は「接続部における相互影響」としては検討不要であるため，設計上の考慮がなされている
　　ものとする。
※2　詳細な設置状況を確認後評価実施

備考
整理
番号

上位クラス施設 区分 設置場所
設計上の考慮

（有：○，無：×） 分類※1
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第6-2-4表 柏崎刈羽原子力発電所6号炉 上位クラス施設と下

位クラス施設との接続部一覧表（1/11) 

第 6.2-1 表 女川２号炉 上位クラス施設と下位クラス施設との

接続部一覧表（1/9） 

第 6-2-2表 島根原子力発電所 2号炉 上位クラス施設と下位ク

ラス施設との接続部一覧表（1/15)

・対象施設の相違

【柏崎 6/7，女川 2】 

波及的影響を及ぼす

おそれのある下位クラ

ス施設の評価結果及び

評価方針について，第

6-2-3表で各社の比較

を行うため，本表の比

較は省略するが，変更

箇所のあるページは記

載する 

O001 原子炉補機海水ポンプ（A),（C) Sクラス 屋外 ○ ○ グランドドレンライン

O002 原子炉補機海水ポンプ（B),（D) Sクラス 屋外 ○ ○ グランドドレンライン

O003 原子炉補機海水ストレーナ（A) Sクラス 屋外 × ―

O004 原子炉補機海水ストレーナ（B) Sクラス 屋外 × ―

O005 原子炉補機海水系配管 Sクラス 屋外 ○ × ベント・ドレンライン
通常閉の弁を介して接続されて
いるため評価対象外

O006 高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ Sクラス 屋外 ○ ○ グランドドレンライン

O007 高圧炉心スプレイ補機海水ストレーナ Sクラス 屋外 × ―

O008 高圧炉心スプレイ補機海水系配管 Sクラス 屋外 ○ × ベント・ドレンライン
通常閉の弁を介して接続されて
いるため評価対象外

O009 排気筒（非常用ガス処理系用） Sクラス/SA施設 屋外 × ―

○ ○ ベントライン

○ ○ ドレンライン

○ ○ 給油ライン

○ ○ ベントライン

○ ○ 給油ライン

O012
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料移送
ポンプ（A)

Sクラス 屋外 × ―

O013
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料移送
ポンプ（B)

Sクラス 屋外 × ―

○ ○ ベントライン

○ ○ ドレンライン

○ ○ 給油ライン

O015
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディー
ゼル燃料移送ポンプ

Sクラス 屋外 × ―

O025 圧力開放板 SA施設 屋外 × ―

O029 低圧原子炉代替注水系配管（接続口） SA施設 屋外 × ―

O030 格納容器代替スプレイ系配管（接続口） SA施設 屋外 × ―

O031 ペデスタル代替注水系配管（接続口） SA施設 屋外 × ―

○ ○ ベントライン

○ × ドレンライン
通常閉の弁を介して接続されて
いるため評価対象外

○ ○ 給油ライン

O043 非常用ディーゼル発電機燃料移送系配管（A） Sクラス 屋外 ○ × ベント・ドレンライン
通常閉の弁を介して接続されて
いるため評価対象外

O044
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送
系配管

Sクラス 屋外 ○ × ベント・ドレンライン
通常閉の弁を介して接続されて
いるため評価対象外

O045 非常用ガス処理系配管 Sクラス/SA施設 屋外 ○ × ドレンライン
通常閉の弁を介して接続されて
いるため評価対象外

O046 格納容器フィルタベント系配管（接続口） SA施設 屋外 × ―

O047 非常用ディーゼル発電機燃料移送系配管（B） Sクラス 屋外 ○ × ベント・ドレンライン
通常閉の弁を介して接続されて
いるため評価対象外

※1　Sクラス施設等と重要SA施設との接続部は上位クラス同士であるため，上位クラス施設と下位クラス施設との接続部として抽出しない。また，上位クラス施設と下位クラス施設との接続部については，下位クラス
施設の損傷に伴う機械的荷重の影響が想定されるため，プロセス変化の影響とは別に機械的荷重に対する影響評価を詳細設計段階で実施する。
※2　詳細な設置状況を確認後評価実施

O032 ガスタービン発電機用軽油タンク SA施設 屋外

O014
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディー
ゼル燃料貯蔵タンク

Sクラス 屋外

O011
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵
タンク（B）

Sクラス 屋外

O010
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵
タンク（A）

Sクラス 屋外

接続配管等 備考
整理
番号

上位クラス施設 区分 設置場所

下位クラス

との接続※1

有:○
無:×

評価対象
対象:○

対象外:×

4条-別紙9-48
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第
6.
2-
2 
表

 女
川
２
号
炉
 上

位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の

接
続
部
の
評
価
結
果
（

1
/1
0）

 

第
6-
2-
3
表
 
島
根
原
子

力
発
電
所

2
号
炉
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と

の
接
続
部
の
評
価
結
果
及
び
評
価
方
針
（
1
/8
）
 

・対象施設の相違

【柏崎 6/7，女川 2】 

施設構成の違いによ

り評価対象となる上位

クラス施設に差異はあ

るが，評価結果の内容

については同一であ

り，島根２号炉では構

造健全性評価を実施す

る下位クラス施設も

抽出している 

上
位

ク
ラ

ス
施

設
波

及
的

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

下
位

ク
ラ

ス
接

続
配

管
等

【
　

】
：

耐
震

ク
ラ

ス
評

価
結

果
及

び
評

価
方

針
備

考

原
子

炉
補

機
海

水
ポ

ン
プ

（
A
)
,
（

C
)

―

原
子

炉
補

機
海

水
ポ

ン
プ

（
B
)
,
（

D
)

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

ポ
ン

プ
グ

ラ
ン

ド
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
【

C
】

グ
ラ

ン
ド

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

グ
ラ

ン
ド

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
C
】

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

タ
ン

ク
の

通
常

液
位

よ
り

上
部

に
接

続
し

て
い

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

タ
ン

ク
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

給
油

ラ
イ

ン
【

C
】

給
油

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
タ

ン
ク

の
通

常
液

位
よ

り
上

部
に

接
続

し
て

い
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

給
油

ラ
イ

ン
【

C
】

給
油

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
タ

ン
ク

の
通

常
液

位
よ

り
上

部
に

接
続

し
て

い
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

給
油

ラ
イ

ン
【

C
】

給
油

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
タ

ン
ク

の
通

常
液

位
よ

り
上

部
に

接
続

し
て

い
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

給
油

ラ
イ

ン
【

C
】

給
油

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
タ

ン
ク

の
通

常
液

位
よ

り
上

部
に

接
続

し
て

い
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

ポ
ン

プ
 
(
A
)

グ
ラ

ン
ド

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
C
】

グ
ラ

ン
ド

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

グ
ラ

ン
ド

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

バ
ウ

ン
ダ

リ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

グ
ラ

ン
ド

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
C
】

グ
ラ

ン
ド

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

グ
ラ

ン
ド

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

（
A
)

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

（
B
）

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク

緊
急

時
対

策
所

用
燃

料
地

下
タ

ン
ク

第
6-

2-
7
表
 
6
号
炉
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の
接
続
部
の
評
価
結
果
(
1/
1
0
) 

4条-別紙9-49



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

第
6.
2-
2 
表

 女
川
２
号
炉
 上

位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の

接
続
部
の
評
価
結
果
（

2
/1
0）

第
6-
2-
3
表
 
島
根
原
子

力
発
電
所

2
号
炉
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と

の
接
続
部
の
評
価
結
果
及
び
評
価
方
針
（
2
/8
）
 

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

ポ
ン

プ
 
(
B
)
,
 
(
C
)

グ
ラ

ン
ド

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
C
】

グ
ラ

ン
ド

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

グ
ラ

ン
ド

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

バ
ウ

ン
ダ

リ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

系
配

管
（

ポ
ン

プ
出

口
～

第
二

出
口

弁
）

取
水

ラ
イ

ン
（

第
二

出
口

弁
下

流
）

【
C
】

取
水

ラ
イ

ン
（

第
二

出
口

弁
下

流
）

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
に

よ
り

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

ポ
ン

プ
出

口
弁

及
び

第
二

出
口

弁
を

閉
止

す
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
バ

ウ
ン

ダ
リ

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

除
じ

ん
ポ

ン
プ

 
(
A
)
,
 
(
B
)

封
水

ラ
イ

ン
【

C
】

封
水

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
当

該
ラ

イ
ン

の
機

能
は

ポ
ン

プ
グ

ラ
ン

ド
部

へ
封

水
を

注
水

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

バ
ウ

ン
ダ

リ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

原
子

炉
圧

力
容

器
圧

力
容

器
リ

ー
ク

検
出

ラ
イ

ン
【

C
】

圧
力

容
器

リ
ー

ク
検

出
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
圧

力
容

器
フ

ラ
ン

ジ
か

ら
の

ド
レ

ン
を

検
出

器
へ

導
く

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

原
子

炉
圧

力
容

器
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
ポ

ン
プ

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
C
】

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

軸
シ

ー
ル

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

ス
キ

マ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
ス

カ
ッ

パ
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
【

B
】

ス
カ

ッ
パ

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ス
キ

マ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
上

部
に

接
続

さ
れ

て
お

り
，

内
包

水
が

タ
ン

ク
外

に
漏

洩
す

る
こ

と
は

な
い

の
で

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
ス

キ
マ

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

リ
ー

ク
検

知
ラ

イ
ン

【
C
】

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

リ
ー

ク
検

知
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
か

ら
の

ド
レ

ン
を

検
出

器
へ

導
く

も
の

で
あ

る
た

め
 
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

ブ
リ

ー
ド

オ
フ

ラ
イ

ン
【

C
】

ブ
リ

ー
ド

オ
フ

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
当

該
ラ

イ
ン

の
機

能
は

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

か
ら

の
シ

ー
ル

水
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
 
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

(
A
)

―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

(
B
)

―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

(
C
)

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
【

C
】

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

軸
シ

ー
ル

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
メ

カ
ニ

カ
ル

シ
ー

ル
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
【

C
】

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

軸
シ

ー
ル

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
C
】

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

軸
シ

ー
ル

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

原
子

炉
再

循
環

ポ
ン

プ

第
6-

2-
7
表
 
6
号

炉
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の
接
続
部
の
評
価
結
果
(
2/
1
0
) 
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第
6.
2-
2 
表

 女
川
２
号
炉
 上

位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の

接
続
部
の
評
価
結
果
（

3
/1
0）

第
6-
2-
3
表
 
島
根
原
子

力
発
電
所

2
号
炉
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と

の
接
続
部
の
評
価
結
果
及
び
評
価
方
針
（
3
/8
）
 

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

フ
ル

フ
ロ

ー
ラ

イ
ン

【
C
】

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

フ
ル

フ
ロ

ー
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

タ
ン

ク
の

通
常

液
位

よ
り

上
部

に
接

続
し

て
い

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

注
水

槽
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
注

水
槽

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
(
A
)
,
(
C
)

―

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
(
B
)
,
(
D
)

―

純
水

補
給

水
ラ

イ
ン

【
C
】

純
水

補
給

水
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

タ
ン

ク
上

部
に

接
続

さ
れ

て
い

る
た

め
必

要
水

量
を

確
保

で
き

る
の

で
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
ラ

イ
ン

【
C
】

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

タ
ン

ク
の

通
常

水
位

よ
り

上
部

に
接

続
し

て
い

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

タ
ン

ク
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

ほ
う

酸
水

注
入

ポ
ン

プ
グ

ラ
ン

ド
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
【

C
】

グ
ラ

ン
ド

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

グ
ラ

ン
ド

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

撹
拌

用
空

気
ラ

イ
ン

【
C
】

攪
拌

用
空

気
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

タ
ン

ク
の

通
常

液
位

よ
り

上
部

に
接

続
し

て
い

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

タ
ン

ク
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

ミ
ス

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ミ
ス

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

オ
イ

ル
ミ

ス
ト

の
排

出
機

能
を

損
な

う
こ

と
が

無
い

こ
と

か
ら

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

油
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
【

C
】

油
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
当

該
ラ

イ
ン

の
機

能
は

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
か

ら
漏

え
い

し
た

油
ド

レ
ン

を
排

出
す

る
も

の
で

あ
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

排
気

ラ
イ

ン
【

C
】

排
気

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
排

気
機

能
を

損
な

う
こ

と
が

無
い

こ
と

か
ら

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
C
】

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

軸
シ

ー
ル

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

原
子

炉
補

機
冷

却
系

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
（

A
)
,
(
B
)

第
6-
2-
7
表
 

6
号
炉
 

上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の
接
続
部
の
評
価
結
果
(
3/
1
0
) 

4条-別紙9-51
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第
6.
2-
2 
表

 女
川
２
号
炉
 上

位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の

接
続
部
の
評
価
結
果
（

4
/1
0）

第
6-
2-
3
表
 
島
根
原
子

力
発
電
所

2
号
炉
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と

の
接
続
部
の
評
価
結
果
及
び
評
価
方
針
（
4
/8
）
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

冷
却

水
ポ

ン
プ

（
A
）

―

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

冷
却

水
ポ

ン
プ

（
B
）

―

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
デ

イ
タ

ン
ク

（
A
)

―

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
デ

イ
タ

ン
ク

（
B
)

―

ミ
ス

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ミ
ス

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

オ
イ

ル
ミ

ス
ト

の
排

出
機

能
を

損
な

う
こ

と
が

無
い

こ
と

か
ら

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

油
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
【

C
】

油
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
当

該
ラ

イ
ン

の
機

能
は

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
か

ら
漏

え
い

し
た

油
ド

レ
ン

を
排

出
す

る
も

の
で

あ
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

排
気

ラ
イ

ン
【

C
】

排
気

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
排

気
機

能
を

損
な

う
こ

と
が

無
い

こ
と

か
ら

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル

機
関

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

冷
却

水
ポ

ン
プ

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
C
】

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

軸
シ

ー
ル

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
デ

イ
タ

ン
ク

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

水
ポ

ン
プ

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
C
】

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

軸
シ

ー
ル

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

サ
ー

ビ
ス

タ
ン

ク
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
【

C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

残
留

熱
代

替
除

去
ポ

ン
プ

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
C
】

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

軸
シ

ー
ル

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
C
】

メ
カ

ニ
カ

ル
シ

ー
ル

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

は
ポ

ン
プ

軸
シ

ー
ル

部
か

ら
漏

え
い

し
た

ド
レ

ン
を

排
出

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

ポ
ン

プ
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
タ

ン
ク

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関

第
6-
2-
7
表
 
6
号
炉
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と

の
接
続
部
の
評
価
結
果
(
4/
1
0
) 

4条-別紙9-52
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第
6.
2-
2 
表

 女
川
２
号
炉
 上

位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の

接
続
部
の
評
価
結
果
（

5
/1
0）

 

 

 

第
6-
2-
3
表
 
島
根
原
子

力
発
電
所

2
号
炉
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と

の
接
続
部
の
評
価
結
果
及
び
評
価
方
針
（
5
/8
）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上

位
ク

ラ
ス

施
設

波
及

的
影

響
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

の
あ

る
下

位
ク

ラ
ス

接
続

配
管

等
【

　
】

：
耐

震
ク

ラ
ス

評
価

結
果

及
び

評
価

方
針

備
考

Ｆ
Ｐ

Ｃ
ポ

ン
プ

ろ
過

脱
塩

装
置

分
岐

ラ
イ

ン
【

B
】

Ｆ
Ｐ

Ｃ
ポ

ン
プ

ろ
過

脱
塩

装
置

分
岐

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
接

続
部

で
あ

る
M
V
-
1
は

通
常

運
転

時
「

開
」

と
し

て
フ

ィ
ル

タ
・

デ
ミ

ネ
に

通
水

し
て

い
る

が
，

当
該

ラ
イ

ン
の

機
能

を
期

待
す

る
S
A
時

に
は

M
V
-
1
を

「
閉

」
と

し
て

フ
ィ

ル
タ

・
デ

ミ
ネ

を
バ

イ
パ

ス
さ

せ
て

運
転

す
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

系
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

サ
ン

プ
リ

ン
グ

ラ
イ

ン
【

C
】

サ
ン

プ
リ

ン
グ

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
小

口
径

配
管

で
あ

り
影

響
は

軽
微

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

散
水

管
ラ

イ
ナ

貫
通

部
【

C
】

散
水

管
ラ

イ
ナ

貫
通

部
以

降
の

配
管

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

流
出

す
る

水
は

燃
料

プ
ー

ル
内

で
あ

る
た

め
給

水
機

能
は

喪
失

さ
れ

な
い

こ
と

か
ら

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

系
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

主
蒸

気
系

配
管

主
蒸

気
外

側
隔

離
ラ

イ
ン

【
B
】

主
蒸

気
外

側
隔

離
弁

の
下

流
側

で
地

震
に

よ
っ

て
主

蒸
気

系
配

管
が

破
断

し
た

場
合

，
破

断
口

か
ら

冷
却

材
が

外
部

に
流

出
す

る
。

し
か

し
，

冷
却

材
の

流
出

流
量

は
原

子
炉

圧
力

容
器

ノ
ズ

ル
に

設
置

さ
れ

て
い

る
流

量
制

限
器

に
よ

り
，

破
断

し
た

配
管

の
本

数
に

係
わ

ら
ず

定
格

主
蒸

気
流

量
の

2
0
0
%
に

制
限

さ
れ

る
。

そ
の

際
に

，
主

蒸
気

流
量

大
信

号
発

生
に

よ
り

主
蒸

気
隔

離
弁

が
5
秒

で
全

閉
し

流
出

が
停

止
す

る
。

流
出

流
量

2
0
0
%
に

よ
る

事
故

解
析

は
，

設
置

許
可

の
安

全
解

析
に

お
い

て
実

施
さ

れ
て

お
り

，
水

位
低

下
に

よ
っ

て
炉

心
が

露
出

し
な

い
こ

と
を

確
認

し
て

い
る

た
め

，
地

震
時

に
原

子
炉

格
納

容
器

外
で

主
蒸

気
系

配
管

が
破

断
し

た
場

合
で

も
，

そ
の

影
響

が
防

止
さ

れ
る

設
計

と
な

っ
て

い
る

。

―

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

供
給

ラ
イ

ン
【

C
】

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

供
給

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
水

源
を

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ン

バ
に

切
り

替
え

て
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

に
供

給
で

き
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

駆
動

蒸
気

入
口

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

【
B
】

駆
動

蒸
気

入
口

ド
レ

ン
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

起
動

時
に

は
A
V
-
2
0
が

「
閉

」
に

な
り

，
接

続
さ

れ
る

下
位

ク
ラ

ス
の

配
管

と
隔

離
さ

れ
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

ラ
プ

チ
ャ

ー
デ

ィ
ス

ク
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
【

C
】

ラ
プ

チ
ャ

ー
デ

ィ
ス

ク
ド

レ
ン

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
ラ

プ
チ

ャ
ー

デ
ィ

ス
ク

（
S
-

6
）

に
よ

り
隔

離
さ

れ
て

い
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

緊
急

遮
断

弁
出

口
ラ

イ
ン

【
B
】

緊
急

遮
断

弁
出

口
ラ

イ
ン

が
破

損
し

て
冷

却
水

が
流

出
し

た
場

合
で

も
，

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

（
T
-

1
A
又

は
T
-
1
B
）

の
水

位
が

低
下

す
る

こ
と

で
，

隔
離

弁
（

A
V
-
1
）

に
対

し
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

（
閉

信
号

）
が

作
動

す
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
原

子
炉

補
機

冷
却

系
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

ポ
ン

プ
室

冷
却

機
【

C
】

基
準

地
震

動
Ｓ

ｓ
に

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

ポ
ン

プ
室

冷
却

機
は

耐
震

性
が

確
保

さ
れ

る
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

原
子

炉
浄

化
系

補
助

熱
交

換
器

【
B
】

基
準

地
震

動
Ｓ

ｓ
に

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

原
子

炉
浄

化
系

補
助

熱
交

換
器

は
耐

震
性

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

工
認

計
算

書
添

付
予

定

サ
ン

プ
リ

ン
グ

ラ
イ

ン
【

C
】

サ
ン

プ
リ

ン
グ

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
小

口
径

配
管

で
あ

り
影

響
は

軽
微

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

原
子

炉
補

機
冷

却
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

配
管

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
配

管

原
子

炉
補

機
冷

却
系

配
管

第
6-

2-
7
表
 

6
号
炉
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の
接
続
部
の
評
価
結
果
(
5/
1
0
) 
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第
6.
2-
2 
表

 女
川
２
号
炉
 上

位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の

接
続
部
の
評
価
結
果
（

6
/1
0）

 

 

 

第
6-
2-
3
表
 
島
根
原
子

力
発
電
所

2
号
炉
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と

の
接
続
部
の
評
価
結
果
及
び
評
価
方
針
（
6
/8
）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上

位
ク

ラ
ス

施
設

波
及

的
影

響
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

の
あ

る
下

位
ク

ラ
ス

接
続

配
管

等
【

　
】

：
耐

震
ク

ラ
ス

評
価

結
果

及
び

評
価

方
針

備
考

原
子

炉
浄

化
系

配
管

原
子

炉
浄

化
補

助
ポ

ン
プ

入
口

ラ
イ

ン
【

B
】

原
子

炉
浄

化
補

助
ポ

ン
プ

入
口

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
隔

離
機

能
を

有
す

る
電

動
弁

を
介

し
て

接
続

し
て

い
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
原

子
炉

浄
化

系
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

供
給

系
配

管
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

用
窒

素
ガ

ス
ボ

ン
ベ

【
C
】

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
は

窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
ラ

ッ
ク

に
収

容
さ

れ
て

お
り

，
ボ

ン
ベ

ラ
ッ

ク
は

基
準

地
震

動
Ｓ

ｓ
に

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
耐

震
性

を
確

保
し

て
い

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

供
給

系
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

中
央

制
御

室
加

湿
器

取
合

い
部

【
C
】

中
央

制
御

室
加

湿
器

取
合

い
部

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

下
流

側
に

換
気

系
の

主
要

機
器

が
な

い
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
機

器
（

中
央

制
御

室
換

気
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

中
央

制
御

室
空

気
調

和
装

置
温

水
入

口
ラ

イ
ン

【
C
】

中
央

制
御

室
空

気
調

和
装

置
温

水
入

口
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

空
気

調
和

装
置

の
機

能
は

喪
失

し
な

い
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

中
央

制
御

室
換

気
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

中
央

制
御

室
空

気
調

和
装

置
温

水
出

口
ラ

イ
ン

【
C
】

中
央

制
御

室
空

気
調

和
装

置
温

水
出

口
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

所
で

も
，

空
気

調
和

装
置

の
機

能
は

喪
失

し
な

い
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
機

器
（

中
央

制
御

室
換

気
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

緊
急

時
対

策
所

空
気

ボ
ン

ベ
配

管
緊

急
時

対
策

所
用

空
気

ボ
ン

ベ
【

C
】

緊
急

時
対

策
所

用
空

気
ボ

ン
ベ

は
空

気
ボ

ン
ベ

カ
ー

ド
ル

に
収

容
さ

れ
て

お
り

，
ボ

ン
ベ

カ
ー

ド
ル

は
基

準
地

震
動

Ｓ
ｓ

に
対

す
る

構
造

健
全

性
評

価
に

よ
り

耐
震

性
を

確
保

し
て

い
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
緊

急
時

対
策

所
空

気
ボ

ン
ベ

加
圧

設
備

系
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

配
管

計
装

用
空

気
供

給
ラ

イ
ン

【
C
】

計
装

用
空

気
供

給
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

計
装

用
空

気
が

停
止

す
る

こ
と

に
よ

り
系

統
内

の
圧

力
が

低
下

す
る

こ
と

に
な

る
が

，
圧

力
低

信
号

に
よ

り
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

が
作

動
し

，
下

位
ク

ラ
ス

側
配

管
が

隔
離

さ
れ

，
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ボ

ン
ベ

に
よ

り
Ｎ

２
が

供
給

さ
れ

る
た

め
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。

―

シ
リ

ン
ダ

油
タ

ン
ク

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

潤
滑

油
サ

ン
プ

タ
ン

ク
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
【

C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

一
次

水
膨

張
タ

ン
ク

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

一
次

水
膨

張
タ

ン
ク

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
ラ

イ
ン

【
C
】

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
ラ

イ
ン

は
タ

ン
ク

上
部

に
接

続
さ

れ
て

お
り

，
破

損
し

て
も

必
要

水
量

を
確

保
で

き
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

補
給

水
ラ

イ
ン

【
C
】

補
給

水
ラ

イ
ン

は
タ

ン
ク

上
部

に
接

続
さ

れ
て

お
り

，
破

損
し

て
も

必
要

水
量

を
確

保
で

き
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

中
央

制
御

室
換

気
系

ダ
ク

ト

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

配
管

第
6-
2-
7
表
 
6
号
炉
 
上
位
ク

ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施

設
と
の
接
続
部
の
評
価
結
果
(
6/
1
0
) 
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第
6.
2-
2 
表

 女
川
２
号
炉
 上

位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と
の

接
続
部
の
評
価
結
果
（

7
/1
0）

第
6-
2-
3
表
 
島
根
原
子

力
発
電
所

2
号
炉
 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
と
下
位
ク
ラ
ス
施
設
と

の
接
続
部
の
評
価
結
果
及
び
評
価
方
針
（
7
/8
）
 

上
位

ク
ラ

ス
施

設
波

及
的

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

下
位

ク
ラ

ス
接

続
配

管
等

【
　

】
：

耐
震

ク
ラ

ス
評

価
結

果
及

び
評

価
方

針
備

考

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
冷

却
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
ラ

イ
ン

【
C
】

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
ラ

イ
ン

は
タ

ン
ク

上
部

に
接

続
さ

れ
て

お
り

，
破

損
し

て
も

必
要

水
量

を
確

保
で

き
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
冷

却
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

補
給

水
ラ

イ
ン

【
C
】

補
給

水
ラ

イ
ン

は
タ

ン
ク

上
部

に
接

続
さ

れ
て

お
り

，
破

損
し

て
も

必
要

水
量

を
確

保
で

き
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
冷

却
系

）
の

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

。
―

サ
ン

プ
リ

ン
グ

ラ
イ

ン
【

C
】

サ
ン

プ
リ

ン
グ

ラ
イ

ン
が

破
損

し
た

場
合

で
も

，
小

口
径

配
管

で
あ

り
影

響
は

軽
微

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

上
位

ク
ラ

ス
施

設
（

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

安
全

弁
大

気
開

放
ラ

イ
ン

【
C
】

安
全

弁
大

気
開

放
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

安
全

弁
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
中

央
制

御
室

空
気

供
給

系
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

中
央

制
御

室
待

避
室

用
空

気
ボ

ン
ベ

【
C
】

中
央

制
御

室
待

避
室

用
空

気
ボ

ン
ベ

は
空

気
ボ

ン
ベ

ラ
ッ

ク
に

収
容

さ
れ

て
お

り
，

ボ
ン

ベ
ラ

ッ
ク

は
基

準
地

震
動

Ｓ
ｓ

に
対

す
る

構
造

健
全

性
評

価
に

よ
り

耐
震

性
を

確
保

し
て

い
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
中

央
制

御
室

空
気

供
給

系
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

シ
リ

ン
ダ

油
タ

ン
ク

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

潤
滑

油
サ

ン
プ

タ
ン

ク
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
【

C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

一
次

水
膨

張
タ

ン
ク

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

【
C
】

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

が
破

損
し

た
場

合
で

も
，

ベ
ン

ト
機

能
の

喪
失

に
は

な
ら

な
い

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

一
次

水
膨

張
タ

ン
ク

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
ラ

イ
ン

【
C
】

オ
ー

バ
ー

フ
ロ

ー
ラ

イ
ン

は
タ

ン
ク

上
部

に
接

続
さ

れ
て

お
り

，
破

損
し

て
も

必
要

水
量

を
確

保
で

き
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

補
給

水
ラ

イ
ン

【
C
】

補
給

水
ラ

イ
ン

は
タ

ン
ク

上
部

に
接

続
さ

れ
て

お
り

，
破

損
し

て
も

必
要

水
量

を
確

保
で

き
る

た
め

，
上

位
ク

ラ
ス

施
設

（
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
）

の
機

能
に

影
響

を
与

え
な

い
。

―

取
水

槽
漏

え
い

検
知

器
※

1
※

1
―

タ
ー

ビ
ン

建
物

防
水

壁
※

1
※

1
―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
配

管

中
央

制
御

室
待

避
室

空
気

ボ
ン

ベ
配

管

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

配
管

（
A
）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

配
管

（
B
)
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6.3 建屋内における損傷，転倒及び落下等による影響検討結果 

6.3.1 抽出手順 

机上検討及び現地調査をもとに，建屋内上位クラス施設に対し

て，損傷，転倒及び落下等により影響を及ぼす可能性のある下位

クラス施設を抽出する。なお，机上検討は上位クラス施設周辺の

下位クラス施設の転倒及び落下を想定した場合にも上位クラス

施設に衝突しないだけの離隔距離をとって配置されていること

を確認する。また，上位クラス施設に対して，下位クラス施設が

明らかに影響を及ぼさない程度の大きさ，重量等である場合は影

響無しと判断する。 

建屋内上位クラス施設の配置図を第6-3-1 図～第6-3-3 図に

示す（配置図上の番号は第4-2-1 表～第4-2-3 表の整理番号に該

当する）。原子炉建屋クレーンの6 号炉の位置関係概要図を第

6-3-4 図に，7 号炉の位置関係概要図を第6-3-5 図に示す。燃料

取替機の6 号炉の位置関係概要図を第6-3-6 図に，7 号炉の位置

関係概要図を第6-3-7 図に示す。原子炉ウェル遮蔽プラグの6 号

炉の位置関係概要図を第6-3-8 図に，7 号炉の位置関係概要図を

第6-3-9 図に示す。原子炉遮蔽壁の位置関係概要図を第6-3-10 

図に示す。 

6.3.2 下位クラス施設の抽出結果 

第5-3 図のフローのa に基づいて抽出された下位クラス施設

について抽出したものを第6-3-1 表～第6-3-3 表に示す。表中で

は，原子炉建屋をR/B，タービン建屋をT/B，コントロール建屋を

C/B，及び廃棄物処理建屋をRw/Bと表記する。なお，机上検討の

みにより評価した施設を第6-3-1表～第6-3-3 表の備考にて示

す。 

6.3.3 耐震評価方針 

6.3.2 で抽出した建屋内下位クラス施設の評価方針について、

第6-3-4表及び第6-3-5 表に示す。 

6.3 建屋内における施設の損傷，転倒，落下等による影響検討結

果 

6.3.1 抽出手順 

机上検討及び現地調査を基に，建屋内上位クラス施設に対し

て，損傷，転倒，落下等により影響を及ぼすおそれのある下位ク

ラス施設を抽出する。

建屋内上位クラス施設の配置図を第 6.3-1 図に示す（配置図上

のエリア番号は第 4-2 表の設置場所に該当する）。原子炉建屋ク

レーンの位置関係概要図を第 6.3-2 図に，燃料交換機の位置関係

概要図を第 6.3-3 図に，制御棒貯蔵ハンガ，制御棒貯蔵ラック及

び燃料チャンネル着脱機の位置関係概要図を第 6.3-4図に，原子

炉ウェル遮蔽プラグ及び原子炉遮蔽壁の位置関係概要図を第

6.3-5図に示す。 

6.3.2 下位クラス施設の抽出結果 

第 5.3-1 図のフローの a に基づいて，上位クラス施設に波及

的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出した結果を

第 6.3-1 表に示す。 

6.3.3 耐震評価方針 

6.3.2 項で抽出した建屋内下位クラス施設の評価方針につい

て，第 6.3-2 表に示す。 

6.3建物内における損傷，転倒，落下等による影響検討結果 

6.3.1 抽出手順 

机上検討及び現地調査をもとに，建物内上位クラス施設に対し

て，損傷，転倒，落下等により影響を及ぼすおそれのある下位ク

ラス施設を抽出する。なお，机上検討は上位クラス施設周辺の下

位クラス施設の転倒及び落下を想定した場合にも上位クラス施

設に衝突しない離隔距離をとって配置されていることを確認す

る。また，上位クラス施設に対して，下位クラス施設が影響を及

ぼさない程度の大きさ，重量等である場合は影響無しと判断す

る。 

建物内上位クラス施設の配置図を第 6-3-1図に示す。（配置図

上の番号は第 4-2表の整理番号に該当する）。建物内主要クレー

ンの位置関係概要図を第 6-3-2図に示す。原子炉ウェルシールド

プラグ及びガンマ線遮蔽壁の位置関係概要図を第 6-3-3図に示

す。燃料プール内外の上位クラス施設と下位クラス施設の位置関

係概要図を第 6-3-4図に，原子炉補機冷却系熱交換器等の上位ク

ラス施設と耐火障壁の位置関係概要図を第 6-3-5図に示す。

6.3.2 下位クラス施設の抽出結果 

第 5-3図のフローの aに基づいて抽出された下位クラス施設を

第 6-3-1表に示す。表中では原子炉建物をＲ／Ｂ，タービン建物

をＴ／Ｂ，廃棄物処理建物をＲｗ／Ｂ，制御室建物をＣ／Ｂ，緊

急時対策所をＥ／Ｂ，ガスタービン発電機建物をＧＴ／Ｂ，低圧

原子炉代替注水ポンプ格納槽をＦＬ／Ｈ，第１ベントフィルタ格

納槽をＦＶ／Ｈと表記する。なお，机上検討のみにより評価した

施設を第 6-3-1表の備考にて示す。 

6.3.3 影響検討結果 

6.3.2で抽出した建物内下位クラス施設の評価方針について，

第 6-3-2表に示す。 
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第 6-3-1図 島根原子力発電所 2号炉 屋内上位クラス施設配置

エリア図（1/15）

・施設配置の相違

【柏崎 6/7，女川 2】 

施設配置はプラント

固有となるため，以降

の比較は省略するが，

変更ページのみ記載す

る 

R-B2F-01N 

整理番号 上位クラス施設 

E032 原子炉隔離時冷却ポンプ 

E102 原子炉隔離時冷却ポンプ駆動用蒸気タービン 

V038 HPACタービン蒸気入口弁（MV221-34） 

I013 原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量 

R-B2F-02N 

整理番号 上位クラス施設 

E019 残留熱除去ポンプ(A) 

I010 残留熱除去ポンプ出口流量（A） 

R-B2F-03N 

整理番号 上位クラス施設 

E021 残留熱除去ポンプ(C) 

E029 高圧原子炉代替注水ポンプ 

I012 残留熱除去ポンプ出口流量（C） 

I016 高圧原子炉代替注水流量 

R-B2F-04N 

整理番号 上位クラス施設 

E071 非常用ディーゼル発電設備 ディーゼル機関（A) 

E073 非常用ディーゼル発電設備 調速装置（A） 

E075 非常用ディーゼル発電設備 非常調速装置（A) 

E077 非常用ディーゼル発電設備 冷却水ポンプ（A) 

E079 非常用ディーゼル発電設備 空気だめ（A) 

E083 非常用ディーゼル発電設備 発電機（A) 

V033 RCW A1-DG冷却水出口弁 (MV214-12A) 

V035 RCW A2-DG冷却水出口弁 (MV214-13A) 

R-B2F-05N 

整理番号 上位クラス施設 

B025 A-ディーゼル発電機制御盤（2-2220A1） 

B026 A-ディーゼル発電機自動電圧調整器盤（2-2220A2） 

B027 A-ディーゼル発電機整流器盤（2-2220A3） 

B028 A-ディーゼル発電機リアクトル盤（2-2220A4） 

B029 A-ディーゼル発電機整流器用変圧器盤（2-2220A5） 

B030 A-ディーゼル発電機飽和変流器盤（2-2220A6） 

B031 A-ディーゼル発電機中性点接地装置盤（2-2220A7） 

B083 非常用ディーゼルコントロールセンタ盤（2A-DG-C/C） 

R-B2F-06N 

整理番号 上位クラス施設 

E072 非常用ディーゼル発電設備 ディーゼル機関（B) 

E074 非常用ディーゼル発電設備 調速装置（B） 

E076 非常用ディーゼル発電設備 非常調速装置（B) 

E078 非常用ディーゼル発電設備 冷却水ポンプ（B) 

E080 非常用ディーゼル発電設備 空気だめ（B) 

E084 非常用ディーゼル発電設備 発電機（B) 

V034 RCW B1-DG冷却水出口弁 (MV214-12B) 

V036 RCW B2-DG冷却水出口弁 (MV214-13B) 

R-B2F-07N 

整理番号 上位クラス施設 

E085 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備 ディーゼル機関 

E086 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備 調速装置 

E087 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備 非常調速装置 

E088 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備 冷却水ポンプ 

E089 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備 空気だめ 

E091 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備 発電機 
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第6-3-1表 柏崎刈羽原子力発電所6号炉 建屋内上位クラス施

設へ波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設（1/15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6.3-1 表 女川２号炉 建屋内上位クラス施設へ波及的影響（損

傷，転倒，落下等）を及ぼすおそれのある下位クラス施設（1/19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6-3-1表 島根原子力発電所 2号炉 建物内上位クラス施設へ

波及的影響（損傷・転倒・落下等）を及ぼすおそれのある下位ク

ラス施設（1/7） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

波及的影響を及ぼ

すおそれのある下位

クラス施設の評価結

果及び評価方針につ

いて，第 6-3-2表で各

社の比較を行うため，

本表の比較は省略す

るが，変更箇所のある

ページは記載する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

波及的影響のおそれ

（○:あり，×:なし）

損傷・転倒・落下

E001 燃料集合体 Sクラス R/B PCV内 ― × ※４

E002 炉心支持構造物 Sクラス R/B PCV内 ― × ※４

E003 原子炉圧力容器 Sクラス/SA施設 R/B PCV内 ガンマ線遮蔽壁 ○ ※１

E004 原子炉圧力容器支持構造物 Sクラス R/B PCV内 ― × ※２

E005 原子炉圧力容器付属構造物 Sクラス R/B PCV内 ― × ※３

E006 原子炉圧力容器内部構造物 Sクラス R/B PCV内 ― × ※４

原子炉建物天井クレーン ○

燃料取替機 ○

制御棒貯蔵ハンガ ○

チャンネル着脱装置 ○

チャンネル取扱ブーム ○

原子炉建物天井クレーン ○

燃料取替機 ○

原子炉建物天井クレーン ○

燃料取替機 ○

制御棒貯蔵ハンガ ○

チャンネル着脱装置 ○

チャンネル取扱ブーム ○

原子炉建物天井クレーン ○

燃料取替機 ○

制御棒貯蔵ハンガ ○

E011 燃料プール冷却系熱交換器 SA施設 R/B R-3F-09N ― ×

E012 燃料プール冷却ポンプ SA施設 R/B R-M2F-12N ― ×

原子炉建物天井クレーン ○

燃料取替機 ○

E014 原子炉再循環ポンプ Sクラス R/B PCV内 ― ×

E015 逃がし安全弁逃がし弁機能用アキュムレータ Sクラス/SA施設 R/B PCV内 ― ×

E016 逃がし安全弁自動減圧機能用アキュムレータ Sクラス/SA施設 R/B PCV内 ― ×

E017 残留熱除去系熱交換器(A) Sクラス/SA施設 R/B
R-2F-09N
R-1F-05N

― ×

E018 残留熱除去系熱交換器(B) Sクラス/SA施設 R/B
R-2F-10N
R-1F-11N

― ×

E019 残留熱除去ポンプ(A) Sクラス R/B R-B2F-02N ― ×

E020 残留熱除去ポンプ(B) Sクラス R/B R-B2F-15N ― ×

E021 残留熱除去ポンプ(C) Sクラス R/B R-B2F-03N ― ×

E022 A-残留熱除去系ストレーナ Sクラス R/B S/C内 ― ×

E023 B-残留熱除去系ストレーナ Sクラス/SA施設 R/B S/C内 ― ×

E024 C-残留熱除去系ストレーナ Sクラス/SA施設 R/B S/C内 ― ×

E025 高圧炉心スプレイポンプ Sクラス R/B R-B2F-10N ― ×

E026 高圧炉心スプレイ系ストレーナ Sクラス R/B S/C内 ― ×

E027 低圧炉心スプレイポンプ Sクラス R/B R-B2F-09N ― ×

E028 低圧炉心スプレイ系ストレーナ Sクラス R/B S/C内 ― ×

E029 高圧原子炉代替注水ポンプ SA施設 R/B R-B2F-03N ― ×

E030 低圧原子炉代替注水ポンプ SA施設 FL/H Y-S1-02 ― ×

E031 低圧原子炉代替注水槽 SA施設 FL/H Y-S1-01 ― × ※５

E032 原子炉隔離時冷却ポンプ Sクラス R/B R-B2F-01N ― ×

E033 原子炉隔離時冷却系ストレーナ Sクラス R/B S/C内 ― ×

E034 原子炉補機冷却系熱交換器（A1～A3) Sクラス R/B R-1F-14N 耐火障壁 ○

E035 原子炉補機冷却系熱交換器（B1～B3) Sクラス R/B R-1F-15N 耐火障壁 ○

E036 原子炉補機冷却水ポンプ(A),(C) Sクラス R/B R-1F-14N ― ×

E037 原子炉補機冷却水ポンプ(B),(D) Sクラス R/B R-1F-15N ― ×

E038 原子炉補機冷却系サージタンク SA施設 R/B R-4F-01-1N ― ×

E039 制御棒 Sクラス/SA施設 R/B PCV内 ― × ※４

E040 制御棒駆動機構 Sクラス/SA施設 R/B PCV内 ― ×

E041 制御棒駆動水圧設備　水圧制御ユニット Sクラス/SA施設 R/B
R-2F-24N
R-2F-25N

― ×

E042 ほう酸水注入ポンプ Sクラス/SA施設 R/B R-3F-07N ― ×

E043 ほう酸水貯蔵タンク Sクラス/SA施設 R/B R-3F-07N ― ×

E044 中央制御室送風機 Sクラス/SA施設 Rw/B Rw-2F-02N 耐火障壁 ○

E045 中央制御室非常用再循環送風機 Sクラス/SA施設 Rw/B Rw-2F-01N 耐火障壁 ○

E046 中央制御室非常用再循環処理装置フィルタ Sクラス/SA施設 Rw/B Rw-2F-01N 耐火障壁 ○

E047 中央制御室遮蔽 Sクラス/SA施設 C/B C-4F-01N ― ×

E048 中央制御室待避室遮蔽 SA施設 C/B C-4F-01N ― ×

E049 原子炉格納容器 Sクラス/SA施設 R/B PCV 原子炉ウェルシールドプラグ ○ ※１

E050 機器搬出入口 Sクラス/SA施設 R/B PCV内 ― ×

E051 所員用エアロック Sクラス/SA施設 R/B PCV内 ― ×

E052 真空破壊装置 Sクラス/SA施設 R/B S/C ― ×

E053 ダウンカマ Sクラス/SA施設 R/B S/C ― ×

E054 サプレッション・チェンバ Sクラス/SA施設 R/B S/C ― ×

E055 ベントヘッダ Sクラス/SA施設 R/B S/C ― ×

E056 原子炉建物機器搬出入口 Sクラス/SA施設 R/B R-1F-16N ― ×

E057 A-ドライウェルスプレイ管 Sクラス/SA施設 R/B PCV内 ― ×

E058 B-ドライウェルスプレイ管 Sクラス/SA施設 R/B PCV内 ― ×

E059 サプレッション・チェンバスプレイ管 Sクラス R/B S/C ― ×

E060 非常用ガス処理系排気ファン Sクラス/SA施設 R/B R-3F-04N ― ×

E061 非常用ガス処理系前置ガス処理装置 Sクラス/SA施設 R/B R-3F-04N 耐火障壁 ○

E062 非常用ガス処理系後置ガス処理装置 Sクラス/SA施設 R/B R-3F-04N 耐火障壁 ○

E063 可燃性ガス濃度制御系再結合装置 Sクラス R/B R-3F-04N ― ×

E064 可燃性ガス濃度制御系再結合装置加熱器 Sクラス R/B R-3F-04N ― ×

E065 可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブロワ Sクラス R/B R-3F-04N ― ×

E066 可燃性ガス濃度制御系再結合装置再結合器 Sクラス R/B R-3F-04N ― ×

E067 可燃性ガス濃度制御系再結合装置冷却器 Sクラス R/B R-3F-04N ― ×

E068 静的触媒式水素処理装置 SA施設 R/B R-4F-01-1N 原子炉建物天井クレーン ○

E069 第１ベントフィルタスクラバ容器 SA施設 FV/H Y-S2-03 ― ×

E070 第１ベントフィルタ銀ゼオライト容器 SA施設 FV/H Y-S2-04 ― ×

E071 非常用ディーゼル発電設備　ディーゼル機関（A) Sクラス R/B R-B2F-04N ― ×

E072 非常用ディーゼル発電設備　ディーゼル機関（B) Sクラス R/B R-B2F-06N ― ×

E073 非常用ディーゼル発電設備　調速装置（A） Sクラス R/B R-B2F-04N ― ×

E074 非常用ディーゼル発電設備　調速装置（B） Sクラス R/B R-B2F-06N ― ×

E075 非常用ディーゼル発電設備　非常調速装置（A) Sクラス R/B R-B2F-04N ― ×

E076 非常用ディーゼル発電設備　非常調速装置（B) Sクラス R/B R-B2F-06N ― ×

整理番号 建物内上位クラス施設 区分 設置建物 エリア
波及的影響を及ぼす

おそれのある
下位クラス施設

備考

E007 燃料プール Sクラス/SA施設 R/B R-M2F-102N

E008 キャスク置場 Sクラス R/B R-M2F-100N

E009 使用済燃料貯蔵ラック Sクラス/SA施設 R/B R-M2F-102N

E010 制御棒・破損燃料貯蔵ラック Sクラス/SA施設 R/B R-M2F-102N

E013 スキマサージタンク SA施設 R/B R-4F-01-1N
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第 6-3-2表 島根原子力発電所２号炉 建物内施設の評価結果及

び評価方針（損傷・転倒・落下等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

制御棒貯蔵ラッ

ク：島根２号炉では制

御棒・破損燃料貯蔵ラ

ックは上位クラス施

設としている 

ほう酸水注入系テ

ストタンク：島根２号

炉ほう酸水注入系テ

ストタンクは上位ク

ラス施設と離隔距離

があるため波及的影

響しない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物内上位クラス施設
波及的影響を及ぼすおそれのある

下位クラス施設
評価方針 備考

原子炉圧力容器 ガンマ線遮蔽壁
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，ガンマ線遮蔽壁が転倒しないことを
確認する。

工認計算書添付予定

燃料プール
キャスク置場
使用済燃料貯蔵ラック
制御棒・破損燃料貯蔵ラック
スキマサージタンク
燃料プール冷却系配管
燃料プール水位・温度（ＳＡ）
燃料プール水位（ＳＡ）

燃料取替機
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，燃料取替機が転倒及び落下しないこ
とを確認する。

工認計算書添付予定

燃料プール
使用済燃料貯蔵ラック
制御棒・破損燃料貯蔵ラック

制御棒貯蔵ハンガ
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，制御棒貯蔵ハンガが転倒及び落下し
ないことを確認する。

工認計算書添付予定

燃料プール
使用済燃料貯蔵ラック
燃料プール水位・温度（ＳＡ）
燃料プール水位（ＳＡ）

チャンネル着脱装置
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，チャンネル着脱装置が転倒及び落下
しないことを確認する。

工認計算書添付予定

原子炉格納容器 原子炉ウェルシールドプラグ
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，原子炉ウェルシールドプラグが落下
しないことを確認する。

工認計算書添付予定

燃料プール
使用済燃料貯蔵ラック

チャンネル取扱ブーム
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，チャンネル取扱ブームが転倒及び落
下しないことを確認する。

工認計算書添付予定

燃料プール冷却系ポンプ室冷却機
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，燃料プール冷却系ポンプ室冷却機が
転倒しないことを確認する。

工認計算書添付予定

原子炉浄化系補助熱交換器
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，原子炉浄化系補助熱交換器が転倒し
ないことを確認する。

工認計算書添付予定

原子炉補機海水系配管
高圧炉心スプレイ補機海水系配管

循環水系配管
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，循環水系配管が転倒及び落下しない
ことを確認する。

工認計算書添付予定

タービン補機海水系配管
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，タービン補機海水系配管が落下しな
いことを確認する。

工認計算書添付予定

給水系配管
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，給水系配管が落下しないことを確認
する。

工認計算書添付予定

タービンヒータドレン系配管
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，タービンヒータドレン系配管が落下
しないことを確認する。

工認計算書添付予定

タービン補機冷却系熱交換器
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，タービン補機冷却系熱交換器が転倒
しないことを確認する。

工認計算書添付予定

復水輸送系配管
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，復水輸送系配管が落下しないことを
確認する。

工認計算書添付予定

復水系配管
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，復水系配管が落下しないことを確認
する。

工認計算書添付予定

非常用ガス処理系配管
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送系配管
非常用ディーゼル発電機燃料移送系配管（A）

グランド蒸気排ガスフィルタ
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，グランド蒸気排ガスフィルタが転倒
しないことを確認する。

工認計算書添付予定

HVR入口隔離弁 (AV217-19) 格納容器空気置換排風機
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，格納容器空気置換排風機が転倒しな
いことを確認する。

工認計算書添付予定

高圧炉心スプレイ補機海水系配管 消火系配管
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，消火系配管が落下しないことを確認
する。

工認計算書添付予定

燃料プール
キャスク置場
使用済燃料貯蔵ラック
制御棒・破損燃料貯蔵ラック
スキマサージタンク
静的触媒式水素処理装置
燃料プール冷却系配管
燃料プールスプレイ系配管
燃料プール水位・温度（ＳＡ）
燃料プール水位（ＳＡ）

原子炉建物天井クレーン
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，原子炉建物天井クレーンが転倒及び
落下しないことを確認する。

工認計算書添付予定

耐火障壁
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，耐火障壁が転倒しないことを確認す
る。

原子炉補機海水系配管

工認計算書添付予定

非常用ガス処理系配管

原子炉補機冷却系配管

安全設備制御盤（2-903）
原子炉補機制御盤（2-904-1）
原子炉制御盤（2-905）
A-起動領域モニタ盤（2-910A）
B-起動領域モニタ盤（2-910B）
出力領域モニタ盤（2-911）
プロセス放射線モニタ盤（2-914）
AM設備制御盤（2-974）
所内電気盤（2-908）

中央制御室天井照明
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価に
より，中央制御室天井照明が落下しないこ
とを確認する。

工認計算書添付予定

原子炉補機冷却系熱交換器（A1～A3)
原子炉補機冷却系熱交換器（B1～B3)
中央制御室送風機
中央制御室非常用再循環送風機
中央制御室非常用再循環処理装置フィルタ
非常用ガス処理系前置ガス処理装置
非常用ガス処理系後置ガス処理装置
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７号炉分（第 6-3-5表）については，６号炉分

（第 6-3-4表）と同等のため省略する 
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6.4 建屋外における損傷，転倒及び落下等による影響検討結果 

 

6.4.1 抽出手順 

机上検討及び現地調査をもとに，建屋外上位クラス施設及び建

屋外上位クラス施設の間接支持構造物である建物・構築物に対し

て，損傷，転倒及び落下等により影響を及ぼす可能性のある下位

クラス施設を抽出した。なお，机上検討は上位クラス施設周辺の

下位クラス施設の転倒及び落下を想定した場合にも上位クラス

施設に衝突しないだけの離隔距離をとって配置されていること

を確認する。また，上位クラス施設に対して，下位クラス施設が

明らかに影響を及ぼさない程度の大きさ，重量等である場合は影

響無しと判断する。 

 

6.4.2 下位クラス施設の抽出結果 

第5-4 図のフローのa に基づいて抽出された下位クラス施設

について抽出したものを第6-4-1 表～第6-4-3 表に示す。なお，

机上検討のみにより評価した施設を第6-4-1 表～第6-4-3 表の

備考にて示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.4.3 耐震評価を実施する施設 

6.4.2 で抽出した建屋外下位クラス施設の評価方針について、

第6-4-4表～第6-4-6 表に示す。 

 

 

 

 

6.4 建屋外における施設の損傷，転倒，落下等による影響検討結

果 

6.4.1 抽出手順 

机上検討及び現地調査を基に，建屋外上位クラス施設及び建屋

外上位クラス施設の間接支持構造物である建物・構築物に対し

て，損傷，転倒，落下等により影響を及ぼすおそれのある下位ク

ラス施設を抽出する。 

 

 

 

 

 

 

6.4.2 下位クラス施設の抽出結果 

第 5.4-1 図のフローの a に基づいて，波及的影響を及ぼすお

それのある下位クラス施設を抽出した結果を第 6.4-1 図，第

6.4-2 図，第 6.4-3 図及び第 6.4-1表に示す。 

 

 

なお，液状化による影響のうち側方流動については，

O.P.+14.8m 盤では地表面が傾斜していないことから，上位クラ

ス施設へ影響を及ぼさない。また，高台側には下位クラス施設が

存在せず，海側の下位クラス施設は前面護岸を除き，液状化対象

層に接していない（岩盤やセメント改良土に囲まれている）ため，

上位クラス施設へ影響を及ぼさない。前面護岸については，次項

6.4.3 において，評価方針を示す。その他の液状化の影響として

浮き上がりについては，設計用地下水位を設定し評価を実施す

る。 

 

6.4.3 耐震評価方針 

6.4.2 項で抽出した建屋外下位クラス施設の評価方針につい

て，第 6.4-2 表に示す。 

 

6.4 屋外における損傷，転倒，落下等による影響検討結果 

 

6.4.1 抽出手順 

机上検討及び現地調査をもとに，屋外上位クラス施設に対して，

損傷，転倒，落下等により影響を及ぼすおそれのある下位クラス

施設を抽出する。なお，机上検討は上位クラス施設周辺の下位ク

ラス施設の転倒及び落下を想定した場合にも上位クラス施設に

衝突しない離隔距離をとって配置されていることを確認する。ま

た，上位クラス施設に対して，下位クラス施設が影響を及ぼさな

い程度の大きさ，重量等である場合は影響無しと判断する。 

 

 

 

6.4.2 下位クラス施設の抽出結果 

第 5-4図のフローの aに基づいて抽出された下位クラス施設を

第 6-4-1表に示す。なお，机上検討のみにより評価した施設を第

6-4-1表の備考にて示す。 

なお，敷地の被覆層である埋戻土（液状化評価対象層）は

EL+8.5m盤及び EL+15m盤に分布している。 

したがって，液状化による影響のうち側方流動については，

EL+15m盤では地表面が傾斜していないことから，上位クラス施設

へ影響を及ぼさない。EL+50m盤の下位クラス施設周辺には埋戻土

は分布していないことから，上位クラス施設へ影響を及ぼさな

い。EL+8.5m盤の下位クラス施設については，埋戻土の分布状況

等を踏まえて詳細設計段階で評価を実施する。 

また，その他の液状化の影響として浮き上がりについては，設

計用地下水位を設定し評価を実施する。 

 

 

6.4.3 影響検討結果 

6.4.2で抽出した屋外下位クラス施設の評価方針について，第

6-4-2表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の充実 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉では液状

化による影響について

記載している 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

 島根２号炉における

下位クラス施設の設置

盤（設置高さ）別の評

価方法を記載している 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-68



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第

6.
4-
1 
図
 女

川
２
号
炉
 損

傷
，
転
倒
，

落
下
等
に
係
る
建
屋
外
上
位
ク
ラ
ス
施
設
配
置
図
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載箇所の相違 

【女川 2】 

島根２号炉の屋外

上位クラス施設の配

置図は，第 6-1-1図及

び第 6-1-2図に記載 
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第6-4-1表 6号炉 建屋外上位クラス施設へ波及的影響（損傷・

転倒・落下等）を及ぼすおそれのある下位クラス施設(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6.4-1 表 女川２号炉 建屋外上位クラス施設へ波及的影響（損

傷，転倒，落下等）を及ぼすおそれのある下位クラス施設（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 6-4-1表 島根原子力発電所２号炉 屋外上位クラス施設へ波

及的影響（損傷・転倒・落下等）を及ぼすおそれのある下位クラ

ス施設（1/5） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

波及的影響を及ぼ

すおそれのある下位

クラス施設の評価結

果及び評価方針につ

いて，第 6-4-2表で各

社の比較を行うため，

本表の比較は省略す

るが，変更箇所のある

ページは記載する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

波及的影響のおそれ

（○:あり，×:なし）

損傷・転倒・落下

取水槽海水ポンプエリア竜巻防護対策設備 ○

取水槽ガントリクレーン ○

1号炉排気筒 ○

除じん機 ○

取水槽海水ポンプエリア竜巻防護対策設備 ○

取水槽ガントリクレーン ○

1号炉排気筒 ○

除じん機 ○

取水槽循環水ポンプエリア竜巻防護対策設備 ○

取水槽ガントリクレーン ○

1号炉排気筒 ○

取水槽海水ポンプエリア竜巻防護対策設備 ○

取水槽循環水ポンプエリア竜巻防護対策設備 ○

取水槽ガントリクレーン ○

1号炉排気筒 ○

タービン補機海水系配管 ○

取水槽海水ポンプエリア竜巻防護対策設備 ○

取水槽ガントリクレーン ○

1号炉排気筒 ○

除じん機 ○

取水槽海水ポンプエリア竜巻防護対策設備 ○

取水槽循環水ポンプエリア竜巻防護対策設備 ○

取水槽ガントリクレーン ○

1号炉排気筒 ○

高光度航空障害灯管制器 ○

2号炉西側切取斜面 ○

O010
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料貯蔵タ
ンク（A）

Sクラス ― ×

O009 排気筒（非常用ガス処理系用） Sクラス/SA施設

O003
O004
O007

原子炉補機海水ストレーナ（A)
原子炉補機海水ストレーナ（B)
高圧炉心スプレイ補機海水ストレーナ

Sクラス

O005 原子炉補機海水系配管 Sクラス

O006 高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ Sクラス

O008 高圧炉心スプレイ補機海水系配管 Sクラス

O001 原子炉補機海水ポンプ（A),（C) Sクラス

O002

整理番号 屋外上位クラス施設 区分
波及的影響を及ぼすおそれのある

下位クラス施設
備考

原子炉補機海水ポンプ（B),（D) Sクラス
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第 6-4-2表 島根原子力発電所２号炉 屋外施設の評価結果及び

評価方針（損傷・転倒・落下等）（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

６号炉燃料移送ポ

ンプエリア竜巻防護

壁，６号炉取水護岸，

６号及び７号炉サー

ビス建屋，５号炉サー

ビス建屋，５号炉格納

容器圧力逃がし装置

基礎：島根２号炉には

当該施設なし 

【女川 2】 

アクセスルート：島

根２号炉のアクセス

ルートには防波壁と

一体となっている部

分はない 

２号炉タービン建

屋：島根２号炉タービ

ン建物は上位クラス

施設である 

２号炉補助ボイラ

ー建屋：島根２号炉所

内ボイラ室は上位ク

ラス施設と離隔距離

があるため波及的影

響しない 

１号炉制御建屋，：

島根２号炉には当該

施設なし 

 

 

 

 

 

 

屋外上位クラス施設
波及的影響を及ぼすおそれのある

下位クラス施設
評価方針 備考

原子炉補機海水ポンプ（A)，（C)
原子炉補機海水ポンプ（B)，（D)
原子炉補機海水系配管
高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ
高圧炉心スプレイ補機海水系配管
取水槽床ドレン逆止弁
タービン補機海水ポンプ (A)
タービン補機海水ポンプ (B), (C)
タービン補機海水系配管（ポンプ出口～第二出口
弁）
タービン補機海水ポンプ出口弁(MV247-1A)
タービン補機海水ポンプ出口弁(MV247-1B,C)
除じんポンプ (A), (B)
除じん系配管（ポンプ入口配管，ポンプ出口～海
水ポンプエリア境界壁）

取水槽海水ポンプエリア竜巻防護対策設備
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
取水槽海水ポンプエリア竜巻防護対策設備が落下
しないことを確認する。

工認計算書添付予定

原子炉補機海水ポンプ（A)，（C)
原子炉補機海水ポンプ（B)，（D)
高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ

除じん機
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
除じん機が損傷及び転倒しないことを確認する。

工認計算書添付予定

原子炉補機海水ストレーナ（A)
原子炉補機海水ストレーナ（B)
高圧炉心スプレイ補機海水ストレーナ
原子炉補機海水系配管
高圧炉心スプレイ補機海水系配管
取水槽床ドレン逆止弁
タービン補機海水系配管（ポンプ出口～第二出口
弁）
循環水ポンプ (A), (B), (C)
循環水系配管（ポンプ出口～タービン建物外壁）

取水槽循環水ポンプエリア竜巻防護対策設備
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
取水槽循環水ポンプエリア竜巻防護対策設備が落
下しないことを確認する。

工認計算書添付予定

2号炉排気筒 2号炉排気筒モニタ室
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
2号炉排気筒モニタ室が損傷及び転倒しないこと
を確認する。

工認計算書添付予定

排気筒（非常用ガス処理系用） 高光度航空障害灯管制器
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
高光度航空障害灯管制器が転倒しないことを確認
する。

工認計算書添付予定

原子炉補機海水ポンプ（A)，（C)
原子炉補機海水ポンプ（B)，（D)
原子炉補機海水ストレーナ（A)
原子炉補機海水ストレーナ（B)
高圧炉心スプレイ補機海水ストレーナ
原子炉補機海水系配管
高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ
高圧炉心スプレイ補機海水系配管
取水槽水位計
取水管立入ピット閉止板
取水槽床ドレン逆止弁
防波壁通路防波扉
取水槽除じん機エリア防水壁
防波壁
取水槽
2号炉原子炉建物（原子炉棟含む）
制御室建物
2号炉廃棄物処理建物
2号炉タービン建物
取水槽除じん機エリア水密扉
タービン補機海水ポンプ (A)
タービン補機海水ポンプ (B), (C)
タービン補機海水系配管（ポンプ出口～第二出口
弁）
タービン補機海水ポンプ出口弁(MV247-1A)
タービン補機海水ポンプ出口弁(MV247-1B,C)
循環水ポンプ (A), (B), (C)
循環水系配管（ポンプ出口～タービン建物外壁）
除じんポンプ (A), (B)
除じん系配管（ポンプ入口配管，ポンプ出口～海
水ポンプエリア境界壁）

1号炉排気筒

基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
1号炉排気筒が損傷，転倒及び落下しないことを
確認する。なお，影響の確認にあたっては地盤の

液状化による影響を考慮する。※１

工認計算書添付予定

原子炉補機海水ポンプ（A)，（C)
原子炉補機海水ポンプ（B)，（D)
原子炉補機海水ストレーナ（A)
原子炉補機海水ストレーナ（B)
高圧炉心スプレイ補機海水ストレーナ
原子炉補機海水系配管
高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ
高圧炉心スプレイ補機海水系配管
取水管立入ピット閉止板
取水槽除じん機エリア防水壁
取水槽除じん機エリア水密扉
取水槽
取水槽水位計
取水槽床ドレン逆止弁
タービン補機海水ポンプ (A)
タービン補機海水ポンプ (B), (C)
タービン補機海水系配管（ポンプ出口～第二出口
弁）
タービン補機海水ポンプ出口弁(MV247-1A)
タービン補機海水ポンプ出口弁(MV247-1B,C)
循環水ポンプ (A), (B), (C)
循環水系配管（ポンプ出口～タービン建物外壁）
除じんポンプ (A), (B)
除じん系配管（ポンプ入口配管，ポンプ出口～海
水ポンプエリア境界壁）

取水槽ガントリクレーン
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
取水槽ガントリクレーンが損傷，転倒及び落下し
ないことを確認する。

工認計算書添付予定
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屋外上位クラス施設
波及的影響を及ぼすおそれのある

下位クラス施設
評価方針 備考

非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料移送ポ
ンプ（A)
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼ
ル燃料移送ポンプ
2号炉排気筒
非常用ディーゼル発電機燃料移送系配管（A）
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送系
配管

燃料移送ポンプエリア竜巻防護対策設備
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
燃料移送ポンプエリア竜巻防護対策設備が損傷，
転倒及び落下しないことを確認する。

工認計算書添付予定

取水槽水位計
除じん系配管（ポンプ入口配管，ポンプ出口～海
水ポンプエリア境界壁）

取水槽海水ポンプエリア防水壁
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
取水槽海水ポンプエリア防水壁が落下しないこと
を確認する。

工認計算書添付予定

防波壁 サイトバンカ建物

基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
サイトバンカ建物が損傷及び転倒しないことを確

認する。※2　なお，影響の確認にあたっては地盤

の液状化による影響を考慮する。※１

工認計算書添付予定

1号放水連絡通路防波扉 1号放水連絡通路防波扉周辺斜面
斜面高さ，勾配等から1号炉南側切取斜面の安定
性評価に代表させる。

防波壁
1，2号炉北東防波壁周辺斜面
3号炉北西防波壁周辺斜面

斜面高さ，勾配等から1号炉南側切取斜面の安定
性評価に代表させる。

排気筒（非常用ガス処理系用）
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料移送ポ
ンプ（A)
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼ
ル燃料移送ポンプ
圧力開放板
低圧原子炉代替注水系配管（接続口）
格納容器代替スプレイ系配管（接続口）
ペデスタル代替注水系配管（接続口）
2号炉原子炉建物（原子炉棟含む）
2号炉排気筒
第１ベントフィルタ格納槽
低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽
非常用ディーゼル発電機燃料移送系配管（A）
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送系
配管
格納容器フィルタベント系配管（接続口）
高圧発電機車接続プラグ収納箱

2号炉西側切取斜面

切取による対策工を実施していることから，切取
後の基準地震動Ｓｓに対する安定解析を実施し，
２号炉西側切取斜面が崩壊するおそれがないこと
を確認する。

圧力開放板
低圧原子炉代替注水系配管（接続口）
格納容器代替スプレイ系配管（接続口）
ペデスタル代替注水系配管（接続口）
2号炉原子炉建物（原子炉棟含む）
2号炉廃棄物処理建物
第１ベントフィルタ格納槽
低圧原子炉代替注水ポンプ格納槽
格納容器フィルタベント系配管（接続口）
高圧発電機車接続プラグ収納箱

1号炉南側切取斜面
基準地震動Ｓｓに対する安定解析を実施し，1号
炉南側切取斜面が崩壊するおそれがないことを確
認する。

ガスタービン発電機用軽油タンク
ガスタービン発電機建物
ガスタービン発電機用燃料移送配管
屋外配管ダクト（ガスタービン発電機用軽油タン
ク～ガスタービン発電機）
ガスタービン発電機用軽油タンク基礎

ガスタービン発電機建物周辺斜面
基準地震動Ｓｓに対する安定解析を実施し，ガス
タービン発電機建物周辺斜面が崩壊するおそれが
ないことを確認する。

制御室建物 1号炉原子炉建物

基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
1号炉原子炉建物が損傷及び転倒しないことを確
認する。なお，影響の確認にあたっては地盤の液

状化による影響を考慮する。※1

工認計算書添付予定

制御室建物
2号炉タービン建物

1号炉タービン建物

基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
1号炉タービン建物が損傷及び転倒しないことを
確認する。なお，影響の確認にあたっては地盤の

液状化による影響を考慮する。※１

工認計算書添付予定

制御室建物
2号炉廃棄物処理建物

1号炉廃棄物処理建物

基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
1号炉廃棄物処理建物が損傷及び転倒しないこと
を確認する。なお，影響の確認にあたっては地盤

の液状化による影響を考慮する。※１

工認計算書添付予定

緊急時対策所
緊急時対策所発電機接続プラグ盤

緊急時対策所周辺斜面
斜面高さ，勾配等からガスタービン発電機建物周
辺斜面の安定性評価に代表させる。

緊急時対策所
緊急時対策所発電機接続プラグ盤

免震重要棟遮蔽壁

基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
免震重要棟遮蔽壁が損傷及び転倒しないことを確
認する。なお，影響の確認にあたっては地盤の液

状化による影響を考慮する。※１

工認計算書添付予定

2号炉排気筒 主排気ダクト
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
主排気ダクトが損傷，転倒及び落下しないことを
確認する。

工認計算書添付予定

原子炉補機海水系配管 タービン補機海水系配管
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
タービン補機海水系配管が落下しないことを確認
する。

工認計算書添付予定
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屋外上位クラス施設
波及的影響を及ぼすおそれのある

下位クラス施設
評価方針 備考

循環水系配管（ポンプ出口～タービン建物外壁） タービン補機海水ストレーナ
基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
タービン補機海水ストレーナが転倒しないことを
確認する。

工認計算書添付予定

1号炉取水槽流路縮小工
1号炉取水槽北側壁

1号炉取水槽ピット部

基準地震動Ｓｓに対する構造健全性評価により，
1号炉取水槽ピット部が損傷及び落下しないこと
を確認する。なお，影響の確認にあたっては地盤

の液状化による影響を考慮する。※１

工認計算書添付予定

防波壁 2号炉放水路
2号炉放水路の損傷を想定し，防波壁の有する機

能を保持するように設計する。※３

防波壁 3号炉放水路
3号炉放水路の損傷を想定し，防波壁の有する機

能を保持するように設計する。※３

防波壁 3号炉取水路

CH級及びCM級の硬質な岩盤に設置されたトンネル

であり，構造物上面から防波壁下端までの離隔が
十分確保されていることから，損傷等による防波
壁への影響はない。

本資料参考資料10参照

防波壁 1号炉取水管
1号炉取水管の損傷を想定し，防波壁の有する機

能を保持するように設計する。※３

防波壁 施設護岸
施設護岸の損傷を想定し，防波壁の有する機能を

保持するように設計する。※３

※1　地盤の液状化による影響の確認にあたっては，下位クラス施設周辺の液状化評価対象層の分布状況等を確認し，詳細設計段階で示す。

※2　添付資料６にて防波壁に対するサイトバンカ建物の波及的影響評価方針について記載

※3　防波壁の工認計算書において，防波壁へ波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の影響を含めて説明する。
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添付資料1-1 

波及的影響評価に係る現地調査の実施要領 

 

 

 

 

1．目的 

建屋内外の上位クラス施設への下位クラス施設の波及的影響

評価のため，現地調査を実施し，上位クラス施設周辺の下位クラ

ス施設の位置，構造及び影響防止措置等の状況を確認し，下位ク

ラス施設による波及的影響のおそれの有無等を調査する。 

 

2．調査対象 

2．1 調査対象施設 

以下に示す上位クラス施設を現地調査の対象とする。 

(1) 設計基準対象施設のうち，耐震S クラス施設（津波防護施設，

浸水防止設備及び津波監視設備を含む。） 

 

(2) 重大事故等対処施設のうち，常設耐震重要重大事故防止設備

及び常設重大事故緩和設備 

 

 

なお，狭暗部，内部構造物等機器の内部，コンクリート埋設，

地下，高所及び水中については，現地調査が困難であるが，狭暗

部（原子炉圧力容器支持構造物等）については，外部から閉ざさ

れた区域にあり，元々耐震S クラス施設しかないこと，内部構造

物等機器の内部（原子炉圧力容器内部構造物等）はその物全体が

上位クラス施設であること，コンクリート埋設，地下については，

周囲に波及的影響を与えるものはないと推定されることから，こ

れらの箇所に設置されている上位クラス施設に対する波及的影

響はないと判断する。 

 

高所については，施設下方から周辺機器の位置関係を俯瞰的に

見ることで波及的影響の有無を確認する。 

 

水中については，対象上位クラス施設として使用済燃料プー

添付資料 1-1 

波及的影響評価に係る現地調査の実施要領 

 

波及的影響評価に係る現地調査を実施する際に策定した実施

要領について，その内容を抜粋して以下に示す。 

 

1. 目的 

建屋内外の上位クラス施設への下位クラス施設の波及的影響

の調査のため，現地調査を実施し，上位クラス施設周辺の下位ク

ラス施設の位置，構造，影響防止措置等の状況を確認し，下位ク

ラス施設による波及的影響の可能性について調査する。 

 

2. 実施方法 

2.1 調査対象施設 

以下に示す上位クラス施設を現地調査の対象とする。 

(1) 設計基準対象施設のうち，耐震Ｓクラス施設（津波防護施設，

浸水防止設備及び津波監視設備を含む。） 

 

(2) 重大事故等対処施設のうち，常設耐震重要重大事故防止設備

及び常設重大事故緩和設備 

 

 

なお，狭暗部，内部構造物等機器の内部，コンクリート埋設，

地下，高所，高線量区域及び水中については，現地調査が困難で

あるが，狭暗部（原子炉圧力容器支持構造物等）については，外

部から閉ざされた区域にあり，元々Ｓクラス施設しかないこと，

内部構造物等機器の内部（原子炉圧力容器内部構造物等）は全体

が上位クラス施設であること，コンクリート埋設，地下について

は，周囲に波及的影響を及ぼすものはないことから，これらの箇

所に設置されている上位クラス施設に対する波及的影響はない

と判断する。 

 

高所については，施設下方から周辺機器の位置関係を俯瞰的に

見ることで波及的影響の有無を確認する。 

 

水中については，対象上位クラス施設として使用済燃料プー

添付資料１－１ 

波及的影響評価に係る現地調査の実施要領 

 

 

 

 

1. 目 的 

建物内及び屋外の上位クラス施設への下位クラス施設の波及

的影響評価のため，現地調査を実施し，上位クラス施設周辺の下

位クラス施設の位置，構造，影響防止措置等の状況を確認し，下

位クラス施設による波及的影響のおそれの有無等を調査する。 

 

2. 調査対象 

2.1 調査対象施設 

以下に示す上位クラス施設を現地調査の対象とする。 

(1) 設計基準対象施設のうち，Ｓクラス施設（津波防護施設,浸

水防止設備及び津波監視設備を含む。）並びに間接支持構造物で

ある建物・構築物 

(2) 重大事故等対処施設のうち，常設耐震重要重大事故防止設備

及び常設重大事故緩和設備並びに間接支持構造物である建物・構

築物 

 

なお，狭暗部，内部構造物等機器の内部，コンクリート埋設，

地下，高所，高線量区域及び水中については，現地調査が困難で

あるが，狭暗部（原子炉圧力容器支持構造物等）については，外

部から閉ざされた区域にあり，元々Ｓクラス施設しかないこと，

内部構造物等機器の内部（原子炉圧力容器内部構造物等）はその

物全体が上位クラス施設であること，コンクリート埋設，地下に

ついては，周囲に波及的影響を及ぼすものはないことから，これ

らの箇所に設置されている上位クラス施設に対する波及的影響

はないと判断する。 

 

高所については，施設下方から周辺機器の位置関係を俯瞰的に

見ることで波及的影響の有無を確認する。 

 

水中については，対象上位クラス施設として燃料プール，使用

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-78



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

ル，使用済燃料貯蔵ラック，制御棒・破損燃料貯蔵ラック等が該

当するが，使用済燃料プール内に設置されている下位クラス施設

は設計図書類で網羅的に確認できることから，現地調査では使用

済燃料貯蔵プール等の上部を俯瞰的に見ることで波及的影響の

有無を確認する。 

ケーブルについては，各階の天井付近等の高所に設置すること

で下位クラス施設の損傷・転倒・落下による波及的影響を考慮し

た配置としている。トレイ等から機器や計器に接続する場合は，

電線管等で保護し波及的影響を防止している。 

 

 

2．2 現地調査にて確認する検討事象 

別記2 に記載された事項に基づく検討事象に対する現地調査

による確認項目を第１表に示す。 

 

第1表 別記2に記載された事項に基づく検討事象に対する現地

調査による確認項目 

 

 

 

3．調査要員 

調査要員の要件は，以下のとおりとする。 

(1) 柏崎刈羽原子力発電所の耐震設計，構造設計又は機械・電気

計装設計等に関する専門的な知識・技能及び経験を有する者。 

(2) 柏崎刈羽原子力発電所の保修業務等に従事し，施設の構造，

機能及び特性等に関する専門的な知識・技能及び経験を有する

者。 

上記(1)または(2)の要件に該当する者の複数名でチームを編

成し，現地調査を実施する。 

ル，使用済燃料貯蔵ラック，制御棒・破損燃料貯蔵ラック等が該

当するが，使用済燃料プール内に設置されている下位クラス施設

は設計図書類で網羅的に確認できることから，現地調査では使用

済燃料貯蔵プール等の上部を俯瞰的に見ることで波及的影響の

有無を確認する。 

ケーブルについては，各階の天井付近等の高所に設置すること

で下位クラス施設の損傷・転倒・落下による波及的影響を考慮し

た配置としていることから，高所のケーブルについて波及的影響

はないと判断する。 

 

 

2.2 現地調査にて確認する検討事象 

別記 2に記載された事項に基づく検討事象と現地調査による確

認項目との対応を添付 1-1表に示す。 

 

添付 1-1表 検討事象と現地調査による確認項目

 

 

3. 調査要員 

調査要員の要件は，以下のとおりとする。 

(1) 女川原子力発電所の耐震設計，構造設計又は機械・電気計装

設計等に関する専門的な知識・技能及び経験を有する者。 

(2) 女川原子力発電所の保修業務等に従事し，施設の構造，機能

及び特性等に関する専門的な知識・技能及び経験を有する者。 

 

上記(1)または(2)の要件に該当する者の複数名でチームを編

成し，現地調査を実施する。 

済燃料貯蔵ラック，制御棒・破損燃料貯蔵ラック等が該当するが，

燃料プール内に設置されている下位クラス施設は設計図書類で

網羅的に確認できることから，現地調査では燃料プール等の上部

を俯瞰的に見ることで波及的影響の有無を確認する。 

 

ケーブルについては，各階の天井付近等の高所に設置すること

で下位クラス施設の損傷・転倒・落下による波及的影響を考慮し

た配置としていることから，高所のケーブルについて波及的影響

はないと判断する。トレイ等から機器や計器に接続する場合は，

電線管等で保護し波及的影響を防止している。 

 

2.2 現地調査にて確認する検討事象 

別記２に記載された事項に基づく検討事象に対する現地調査

による確認項目を第１表に示す。 

 

第１表 別記２に記載された事項に基づく検討事象に対する現

地調査による確認項目

 

 

3. 調査要員 

調査要員の要件は，以下のとおりとする。 

(1) 島根原子力発電所の耐震設計，構造設計又は機械・電気計装

設計等に関する専門的な知識・技能及び経験を有する者。 

(2) 島根原子力発電所の保修業務等に従事し，施設の構造，機能

及び特性等に関する専門的な知識・技能及び経験を有する者。 

 

上記(1)または(2)の要件に該当する者の複数名でチームを編

成し，現地調査を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，接

続部について，机上検

討後に現地調査により

状況確認することを記

載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-79



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

4．現地調査実施日 

平成27 年4 月3 日～平成29 年2 月3 日 

 

 

 

5．調査方法 

5．1 調査手順 

調査対象施設について，別紙の「プラントウォークダウンチェ

ックシート」に従い，周辺の下位クラス施設の位置，構造及び影

響防止措置（落下防止措置，固縛措置等）等の状況から，波及的

影響のおそれの有無を確認する。 

 

 

 

 

5．2 確認項目及び判断基準 

各確認項目に対する波及的影響のおそれの有無の判断基準を

第2 表に示す。 

なお，対象となる上位クラス施設に対して，下位クラス施設が

明らかに影響を及ぼさない程度の大きさ，重量等である場合（小

口径配管，照明器具等）は影響無しと判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 現地調査実施日 

平成 26年 2月 18日 ～ 平成 28年 6月 17日 

 

 

 

5. 調査方法 

5.1 調査手順 

調査対象施設についての，別紙に例示する「プラントウォーク

ダウン・チェックシート」に従い，周辺の下位クラス施設の位置，

構造及び影響防止措置（落下防止措置，固縛措置等）等の状況か

ら，波及的影響を及ぼすおそれの有無を確認する。なお，建屋内

及び建屋外のチェックシートについては内容が同一であること

から建屋内チェックシートを代表として例示している。 

 

 

5.2 確認項目及び判断基準 

各確認項目に対する波及的影響のおそれの有無の判断基準を

添付 1-2表に示す。 

なお，対象となる上位クラス施設に対して，下位クラス施設が

明らかに影響を及ぼさない程度の大きさ，重量等である場合（小

口径配管，照明器具等）は，影響なしと判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 現地調査実施日 

2019年 5月 27日～2019年 6月 19日 

2019年 8月 26日～2019年 10月 31日 

2020年 4月 15日～2020年 4月 16日 

 

5. 調査方法 

5.1 調査手順 

調査対象施設について，別紙の「島根原子力発電所 プラント

ウォークダウンチェックシート」に従い，周辺の下位クラス施設

の位置，構造，影響防止措置（落下防止措置，固縛措置等）等の

状況から，波及的影響を及ぼすおそれの有無を確認する。なお，

施設周辺の状況については，「島根原子力発電所 プラントウォ

ークダウンチェックシート」の所見欄に写真等を用いて記録す

る。 

 

5.2 確認項目及び判断基準 

各確認項目に対する波及的影響のおそれの有無の判断基準を

第２表に示す。 

なお，対象となる上位クラス施設に対して，下位クラス施設が

影響を及ぼさない程度の大きさ，重量等である場合（小口径配管，

照明器具等）は影響なしと判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-80



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

第2表 確認項目及び判断基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付 1-2表 確認項目及び判断基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２表 確認項目及び判断基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・判断基準の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

 島根２号炉では，影

響の有無の判断にあた

っては，上位クラス施

設と B,C クラス施設等

が B,C クラス施設等の

高さ以上の離隔を有し

ていることを目安とし

ている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-81



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

別紙 

 

柏崎刈羽原子力発電所 

プラントウォークダウンチェックシート（建屋外） 

（耐震重要施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 

女川２号機 プラントウォークダウン・チェックシート＜建屋内

＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 

島根原子力発電所 プラントウォークダウンチェックシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-82



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

別紙 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所 

プラントウォークダウンチェックシート（建屋内） 

（耐震重要施設） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-83



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

別紙 

 

柏崎刈羽原子力発電所 

プラントウォークダウンチェックシート（建屋外） 

（常設耐震重要重大事故防止設備または常設重大事故緩和設備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-84



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

別紙 

 

柏崎刈羽原子力発電所 

プラントウォークダウンチェックシート（建屋内） 

（常設耐震重要重大事故防止設備または常設重大事故緩和設備） 
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柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

添付資料1-2 

波及的影響評価に係る現地調査記録 

 

 

添付資料 1－2 

波及的影響評価に係る現地調査記録 

 

女川２号機 プラントウォークダウン・チェックシート＜建屋内

＞ 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料１－２ 

波及的影響評価に係る現地調査記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島根原子力発電所 プラントウォークダウンチェックシート 

 

実施日：2019年 5月 29日 

実施者：          

号機  ： ２号機   

施設名称（整理番号）：原子炉補機海水ポンプ（B)（O002） 

機器Ｎｏ：P215-1B  

設置場所：取水槽 設置高さ：EL1100 設置区画：Y-24AN 

 

（記号の説明） Y：YES，N：NO，U：調査不可，N/A：対象外 

  波及的影響について Y N U N/A 

1 
下位クラス施設の損傷，転倒，落下等による上位クラス施設への影響

はない。 
□ ■ □ □ 

1-1 
下位クラス施設等との十分な離隔距離をとる等により，当該施設に与

える影響はない。 
■ □ □ □ 

1-2 
周辺に作業用ホイスト・レール，グレーチング，手すり等がある場合，

落下防止措置等により，当該施設に与える影響はない。 
■ □ □ □ 

1-3 
周辺に仮置機器がある場合，固縛措置等により，当該施設に与える影

響はない。 
□ □ □ ■ 

1-4 
上部に照明器具がある場合，落下防止措置等により，当該施設に与え

る影響はない。 
□ □ □ ■ 

2 その他（                    ） □ □ □ ■ 

      

 上位クラス施設の健全性について Y N U N/A 

1 
対象施設と支持構造物との接合部に外見上の異常（ボルトの緩み，腐

食，き裂等）はない。 
■ □ □ □ 

      

所見（写真等を用いて施設周辺の状況について記載） 

① 取水槽海水ポンプエリア竜巻防護対策設備の落下 

② 取水槽ガントリクレーンと１号炉排気筒の損傷，転倒及び落下により，取水槽内に設置されて

いる上位クラス施設全体に波及的影響を及ぼす可能性があるため，下位クラス施設として抽出

する。 

 

 

 

4条-別紙9-86



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

現場調査時，使用済燃料貯蔵プールの直上に耐震Bクラスの燃

料取替機が待機しており，地震時に落下する可能性があるものと

して抽出された。現状は，使用済燃料貯蔵プールへの重量物落下

防止の観点から，燃料取替機は使用済燃料貯蔵プール上に待機配

置は行わないこととしているが，使用時には使用済燃料貯蔵プー

ル上に位置することから，基準地震動Ss による評価を実施する。 

4条-別紙9-87



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

添付資料2 

海水ポンプ用天井クレーンの上位クラス施設への波及的影響評

価について 

 

海水ポンプ用天井クレーンは，タービン建屋熱交換器エリア地

上１階の天井部に設置されており，原子炉補機冷却海水ポンプは

地下１階に設置されている。（第1 図～第4 図参照） 

通常運転時は天井クレーンとポンプを隔てるハッチは閉鎖さ

れている。一方で，定期検査時にポンプ点検のためにハッチを開

放した場合は，地震等によってハッチ下部に設置されているポン

プに対して天井クレーンが落下する影響が懸念される。しかし，

ハッチ開放中は点検対象となるポンプ以外のポンプにて当該系

統の持つ冷却機能を確保し，各系統のポンプ同士は物理的に隔離

されている。そのため，仮に天井クレーンが落下し，点検中のポ

ンプを損傷させたとしても安全機能が損なわれることはない。ま

た，ハッチ開口部は天井クレーンと比べて十分に小さいことか

ら，天井クレーンの落下によってポンプを損傷させる可能性は十

分に低い。（第5 図参照） 

以上のことから，海水ポンプ用天井クレーンは，波及的影響評

価の対象外である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉では，波

及的影響を及ぼす下位

クラス施設として，ガ

ントリクレーンを抽出

している 

 

 

4条-別紙9-88



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

第1図 柏崎刈羽原子力発電所6号炉 原子炉補機冷却海水ポン

プ配置図 

 

第2図 柏崎刈羽原子力発電所6号炉 海水ポンプ用天井クレー

ン配置図 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-89



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７号炉分（第３図，４図，５図）に

ついては，省略する 

4条-別紙9-90



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

添付資料 3-1 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(1/13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 2－1 

原
子
力
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所
に
お
け
る
地
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被
害
事
例
の
要
因
整
理
（
1/
1７

）
 

 

 

添付資料２ 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理（1/13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-91



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(2/13) 
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）
 

 
    

 

 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理（2/13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-92



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(3/13) 
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）
 

 
  

 

          

 

 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理（3/13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-93



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(4/13) 
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原子力発電所における地震被害事例の要因整理（4/13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-94



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(5/13) 
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）
 

 

 

 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理（5/13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-95



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(6/13) 
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）
 

 

 

 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理（6/13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-96



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(7/13) 
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原子力発電所における地震被害事例の要因整理（7/13）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-97



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(8/13) 
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原子力発電所における地震被害事例の要因整理（8/13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-98



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(9/13) 
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原子力発電所における地震被害事例の要因整理（9/13）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-99



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(10/13) 
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原子力発電所における地震被害事例の要因整理（10/13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-100



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(11/13) 
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原子力発電所における地震被害事例の要因整理（11/13）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-101



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(12/13) 
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原子力発電所における地震被害事例の要因整理（12/13）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-102



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

原子力発電所における地震被害事例の要因整理(13/13) 
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原子力発電所における地震被害事例の要因整理（13/13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-103



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
地
震
被
害
事
例
の
要
因
整
理
（
14
/
1７

）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-104



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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4条-別紙9-105



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
地
震
被
害
事
例
の
要
因
整
理
（
16
/
1７

）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-106



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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4条-別紙9-107



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

添付資料3-2 

 

福島第二原子力発電所における地震被害事例の要因整理(1/13)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 2－2 

東
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方
太
平
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沖
地
震
時
の
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力
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所
に
お
け
る
地
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被
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事
例
の
要
因
整
理
 (
1
/
4
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・検討対象の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

島根２号炉では，福

島第二，女川原子力発

電所の情報もＮＵＣＩ

Ａにより確認している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 3-2の(2/13)以降は省略 

4条-別紙9-108



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 
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4条-別紙9-109
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添付資料４ 

周辺斜面の崩落等による施設への影響について 

 

「上位クラス施設」及び「上位クラス施設への波及的影響をお

よぼすおそれのある下位クラス施設」について，周辺斜面の崩落

等による影響について検討した。なお，下位クラス施設について

は，「６．下位クラス施設の検討結果」に基づき抽出された施設

とする。 

周辺斜面との離隔距離を考慮して，耐震評価の対象とすべき斜

面のスクリーニングを行う。周辺斜面としては，切土及び盛土斜

面を対象とし，離隔距離の考慮については，「原子力発電所耐震

設計技術指針 JEAG4601-2015」及び「原子力発電所の基礎地盤及

び周辺斜面の安定性評価技術」，「宅地防災マニュアルの解説」

を参考とし，周辺斜面との離隔距離が，「斜面高さの1.4 倍もし

くは50m」もしくは「斜面高さの2 倍（上限50m）」が確保されて

いれば，評価対象斜面ではないと評価する。 

第１図に敷地平面図を示す。「上位クラス施設」としては，「６，

７号炉軽油タンク及び5号炉原子炉建屋内緊急時対策所（５号炉

原子炉建屋）」が，「上位クラス施設への波及的影響をおよぼす

おそれのある下位クラス施設」としては，「５号炉主排気筒」が

周辺斜面と比較的距離が近い。第２図に５号，６号及び７号炉原

子炉建屋周辺の周辺斜面を示す。この結果から，「上位クラス施

設」及び「上位クラス施設への波及的影響をおよぼすおそれのあ

る下位クラス施設」と周辺斜面には，十分な離隔距離が確保され

ており，敷地内には評価対象となる斜面はない。 

 

添付資料 3 

周辺斜面の崩壊等による上位クラス施設への影響 

 

1. 周辺斜面からの離隔距離 

「上位クラス施設」及び「上位クラス施設への波及的影響を及

ぼすおそれのある下位クラス施設」について，周辺斜面の崩壊等

による影響について検討した。なお，下位クラス施設については，

「6.下位クラス施設の検討結果」に基づき抽出された施設とす

る。 

上位クラス施設と周辺斜面との離隔距離を考慮して，耐震評価

の対象とすべき斜面のスクリーニングを行う。離隔距離を考慮す

る に 当 た っ て は ，「 原 子 力 発 電 所 耐 震 設 計 技 術 指 針 

JEAG4601-1987」，「原子力発電所の基礎地盤及び周辺斜面の安定 

性評価技術」及び「宅地防災マニュアルの解説」を参考とし，上

位クラス施設と周辺斜面との離隔距離が，「斜面高さの 1.4 倍若

しくは 50m」又は「斜面高さの 2倍（上限 50m）」が確保されてい

れば，評価対象斜面ではないと評価する。 

添付 3-1 図に示す敷地平面図のとおり，「上位クラス施設」及

び「上位クラス施設へ波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラ

ス施設」と周辺斜面には，十分な離隔が確保されており，敷地内

には評価対象となる斜面はない。よって，周辺斜面の崩壊等によ

り，上位クラス施設の安全機能が損なわれることはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料３ 

周辺斜面の崩壊等による施設への影響について 

 

1. 評価方針 

審査ガイドに準拠し，上位クラス施設の周辺斜面の地震時の安

定性評価（斜面のすべり）を実施する。 

 

2. 地震時の安定性評価手順 

上位クラス施設の周辺斜面の地震時の安定性評価のフローを

第１図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

柏崎 6/7，女川 2 で

は，上位クラス及び下

位クラス施設と斜面と

の離隔距離の観点か

ら，評価対象斜面がな

いとしているが，島根 2

号炉は離隔距離が確保

されていない斜面が存

在するため記載が異な

る 

 

離隔距離が確保され

ていない斜面につい

て，すべり安定性評価

を実施するため，１．

～６．を記載 
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第1図 敷地平面図 

 

 

添付 3-1図 敷地平面図 

 

2. １号炉排気筒下斜面の安定性評価 

１号炉排気筒下斜面の崩壊を仮定した場合，転倒時の影響範囲

が排気筒まで到達することから，基準地震動 Ss に対する当該斜

面の安定性を確認する。 

評価対象とする斜面の断面位置を添付 3-2図に，地質断面図を

添付 3-3 図に示す。斜面の安定性については，基準地震動 Ss に

基づく二次元有限要素法解析を行い，算定されるすべり安全率が

1.2を上回ることを確認する。 

 

 

添付 3-2図 評価断面位置 
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第２図 ５号，６号及び７号炉原子炉建屋周辺の周辺斜面 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付 3-3図 地質断面図 

 

評価結果を添付 3-4図に示す。すべり安全率は 1.2以上を確保

しており，斜面の安定性を確認した。 

 

 

添付 3-4図 すべり安定性評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 上位クラス施設に影響を及ぼすおそれのある斜面の抽出 

地形図に基づき，上位クラス施設の周辺斜面を網羅的に抽出し

た。抽出された斜面に対し，離隔距離及びすべり方向を考慮し，

崩壊した際に上位クラス施設に影響を及ぼすおそれのある斜面

を選定した。離隔距離については，『土木学会（2009）： 原子力

発電所の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価技術＜技術資料＞，

土木学会原子力土木委員会，2009』及び『宅地防災マニュアルの

解説： 宅地防災マニュアルの解説[第二次改訂版][Ⅱ]，[編集]

宅地防災研究会，2007』に基づき，法尻から「斜面高さ×1.4 倍

以内」もしくは「50m」とした。（斜面高さは，上位クラス施設に

影響を及ぼすおそれのある斜面の地質断面図（第６，８図）及び

離隔距離が確保されている斜面の地質断面図（参考－２）を参照） 

抽出結果を第２図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２図 上位クラス施設に影響を及ぼすおそれのある斜面の 

平面位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地造成工事
により切取

【凡例】

：上位クラス施設
（４条：Sクラス施設，39条：常設重大事故等対処施設）

：上位クラス施設に影響を及ぼすおそれのある周辺斜面

：自然斜面 ：切土斜面 ：盛土斜面

：斜面法尻から50m ：斜面高さ×1.4倍 ：すべり方向

すべり方向が上位クラス
施設に向かない

すべり方向が上位クラス
施設に向かない

離隔距離が
確保できている

すべり方向が上位クラス
施設に向かない

すべり方向が上位クラス
施設に向かない

離隔距離が
確保できている

離隔距離が
確保できている

離隔距離が
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4. 評価対象斜面の選定 

4.1 標高毎のグループ分け 

前項で選定した上位クラス施設に影響を及ぼすおそれのある

斜面について，斜面法尻標高毎にグループＡ（T.P.+15m 程度），

グループＢ（T.P.+44m～50m）の２つのグループに分類した。分

類結果を第３図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3図 グループＡ～Ｂの平面位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地造成工事
により切取

【凡例】

：上位クラス施設

：グループA（斜面法尻T.P.+15m程度）

：グループB（斜面法尻T.P.+44m～50m）

T.P.+50m

T.P.+44m

T.P.+15m程度

T.P.+15m程度

T.P.+15m程度
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4.2 影響要因を踏まえた評価対象斜面の選定 

評価対象斜面の選定については，分類したグループ毎に，すべ

り安全率が厳しくなると考えられる「影響要因」（①構成する岩

級，②斜面高さ，③斜面の勾配，④シームの分布の有無）の観点

から比較を行い，影響要因の番号を付与した。影響要因の番号付

与が多い斜面に対して簡便法による定量的な比較検討を行い，簡

便法のすべり安全率が小さい斜面について，評価対象斜面に選定

した。簡便法は，JEAG4601-2015に基づき，静的震度KH=0.3，KV=0.15

を用いた。 

選定結果をａ～ｂに示す。 

影響要因の検討においては，第４図に示す既往の地質調査結果

（『島根原子力発電所２号炉 敷地の地質・地質構造』の審査で

説明済）を踏まえて実施した。 
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ａ．評価対象斜面の選定（グループＡ（T.P.+15m程度）） 

第５図に示すとおり，各斜面の代表断面として①－①’～⑤－

⑤’断面の５断面を作成し，この中から評価対象斜面を選定した。

①－①’～⑤－⑤’断面は，各斜面において，最も斜面高さが高

くなり，地形の最急勾配方向となるように断面位置を設定した。

さらに，自然斜面の断面位置は，風化層が厚くなる尾根部を通る

ようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 グループＡ（T.P.+15m程度）の斜面の断面位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地造成工事
により切取

T.P.+50m

T.P.+44m

T.P.+15m程度

T.P.+15m程度

T.P.+15m程度

【凡例】

：上位クラス施設

：グループA（斜面法尻T.P.+15m程度）

：斜面の断面位置

④

④’

⑤’

⑤

③

③’

②
②’

①

①’
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第１表に示すとおり，第６図に示す①－①’，③－③’～⑤－

⑤’断面について影響要因の観点から比較検討した結果，③－③’

断面及び⑤－⑤’断面の影響要因の番号付与数が多いことから，

これらの断面で簡便法を実施した。その結果，③－③’断面のす

べり安全率が小さくなったことから，評価対象斜面に選定した

（各断面の比較検討結果及び評価対象斜面の選定根拠の詳細は

参考－１を参照）。 

②－②’断面については，切取による対策工を実施しているた

め，２次元動的ＦＥＭ解析によりすべり安全率が 1.2を上回るこ

とを確認する。（６章を参照） 

なお，防波壁及び１号放水連絡通路防波扉の周辺斜面について

は，「島根原子力発電所２号炉 防波壁及び１号放水連絡通路防

波扉の周辺斜面の安定性評価について」（現在，審議中（令和元

年 12 月 16 日））を反映しており，今後，審査の進捗に併せて適

宜，更新する。 

 

第１表 グループＡ（T.P.+15m程度）の評価対象斜面の選定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管場所・アクセスルート
に影響するおそれのある

斜面

影響要因

該当する
影響要因

簡便法
の最小
すべり
安全率

選定理由【影響要因①】
構成する岩級

【影響要因②】
斜面高さ

【影響要因③】
斜面の勾配

【影響要因④】
シームの
分布の有無

①－①’
CH，CM，CL，D

級
76 1：2.9 なし ① ―

D級岩盤及びCL級岩盤が分布
するが，③－③’断面に比べて
斜面高さが低いこと，平均勾配
が緩いこと，及びシームが分布
しないことから，③－③’断面の
評価に代表させる。

③－③’ CH，CM，CL級 94 1：1.5 あり：7条 ①，②，④ 2.41

CL級岩盤が分布すること，斜面
高さが最も高いこと，及びシー
ムが分布することから，簡便法
を実施した。その結果，最小す
べり安全率が小さいことから，
評価対象斜面に選定する。

④－④’
CH，CM，CL，D

級
60

1：2.8
（一部，1:0.7の急
勾配部あり）

なし ① ―

D級岩盤及びCL級岩盤が分布
するが，③－③’断面に比べて
斜面高さが低いこと，平均勾配
が緩いこと，及びシームが分布
しないことから，③－③’断面の
評価に代表させる。

⑤－⑤’ CH，CM，CL級 30
1:0.9

（一部，1:0.06の
急勾配部あり）

なし ①，③ 7.45

CL級岩盤が分布すること，及び
平均勾配が急であることから，
簡便法を実施した。その結果，
最小すべり安全率が大きいこと
から，③－③’断面の評価に代
表させる。

評価対象斜面に選定

：番号を付与する影響要因 ：影響要因の番号付与数が多い（３個以上を目安），又は簡便法のすべり安全率が小さい（2.0以下を目安）
：選定した評価対象斜面
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第６図 グループＡ（T.P.+15m程度）の斜面の地質断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防波壁

斜面高さ
60m

100.0

50.0

0.0

-50.0
0 20 40 60 80 100m

斜面高さ
76m

防波壁

0 20 40 60 80 100m

100.0

50.0

0.0

-50.0

礫質土・粘性土
（切取を行う）

D級岩盤

斜面高さ
55m

敷地造成工事により切取

100.0

50.0

0.0

-50.0

斜面高さ
94m

150.0

100.0

50.0

0.0

-50.0

１号炉
原子炉建物

対策工を実施

評価対象斜面

③－③’断面

⑤－⑤’断面

④－④’断面

②－②’断面

①－①’断面

【凡例】

埋戻土，盛土，礫質土・粘性土

50.0

0.0

サイトバンカ
建物

１号放水連絡
通路防波扉

斜面高さ
30m

←→

0 10 20 30 40 50m
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ｂ．評価対象斜面の選定（グループＢ（T.P.+44m～50m）） 

第７図に示すとおり，各斜面の代表断面として⑥－⑥’断面及

び⑦－⑦’断面の２断面を作成し，この中から評価対象斜面を選

定した。⑥－⑥’断面及び⑦－⑦’断面は，各斜面において，最

も斜面高さが高くなり，地形の最急勾配方向となるように断面位

置を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７図 グループＢ（T.P.+44m～50m）の斜面の断面位置図 

 

第２表に示すとおり，第８図に示す⑥－⑥’断面及び⑦－⑦’

断面について影響要因の観点から比較検討した結果，⑦－⑦’断

面の影響要因の番号付与数が多いことから，⑦－⑦’断面で簡便

法を実施した。その結果，⑦－⑦’断面のすべり安全率が小さく

なったことから，評価対象斜面に選定した（各断面の比較検討結

果及び評価対象斜面の選定根拠の詳細は参考－１を参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地造成工事
により切取

T.P.+50m

T.P.+44m

T.P.+15m程度

T.P.+15m程度

T.P.+15m程度

【凡例】

：上位クラス施設

：グループB（斜面法尻T.P.+44m～50m ）

：斜面の断面位置

⑦’

⑥’

⑥

⑦
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第２表 グループＢ（T.P.+44m～50m）の評価対象斜面の 

選定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８図 グループＢ（T.P.+44m～50m）の斜面の地質断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保管場所・アクセスルート
に影響するおそれのある

斜面

影響要因

該当する
影響要因

簡便法
の最小
すべり
安全率

選定理由【影響要因①】
構成する岩級

【影響要因②】
斜面高さ

【影響要因③】
斜面の勾配

【影響要因④】
シームの
分布の有無

⑥－⑥’ CM，CL級 25 1：1.5 なし ① －

CL級岩盤が分布するが，⑦－
⑦’断面に比べて斜面高さが低
いこと，平均勾配が緩いこと，及
びシームが分布しないことから，
⑦－⑦’断面の評価に代表させ
る。

⑦－⑦’
CＨ，CM，CL，D

級
94 1：1.2，1：1.5 あり：3条

①，②，③，
④

1.51

D級岩盤及びCL級岩盤が分布
すること，斜面高さが最も高いこ
と，平均勾配が急であること，及
びシームが分布することから，
簡便法を実施した。その結果，
最小すべり安全率が小さいこと
から，評価対象斜面に選定する。

評価対象斜面に選定

：番号を付与する影響要因 ：影響要因の番号付与数が多い（３個以上を目安），又は簡便法のすべり安全率が小さい（2.0以下を目安）
：選定した評価対象斜面

凡例

⑯－⑯’断面

斜面高さ
25m

⑥－⑥’断面 ⑦－⑦’断面 

斜面高さ
94m

ガスタービン
発電機建物

評価対象斜面 
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ｃ．評価対象斜面の選定結果 

評価対象斜面の選定結果を第９図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９図 解析断面の平面位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地造成工事
により切取

T.P.+50m

T.P.+44m

T.P.+15m程度

T.P.+15m程度

T.P.+15m程度

③

③’

【凡例】

：上位クラス施設

：評価対象斜面

：解析断面位置

⑦’

⑦
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5. 基準地震動 Ssによる２次元動的 FEM解析 

上位クラス施設の周辺斜面について，基準地震動Ｓｓによるす

べり安定性評価を実施する。 

 

5.1 解析手法 

基準地震動Ｓｓに対する地震応答解析を二次元動的有限要素

法により行う。地震応答解析は周波数応答解析手法を用い，等価

線形化法によりせん断弾性係数及び減衰定数のひずみ依存性を

考慮する。 

地震時の応力は，静的解析による常時応力と地震応答解析によ

る地震時増分応力を重ね合わせることにより算出する。常時応力

は地盤の自重計算により求まる初期応力を考慮し，動的応力は水

平地震動及び鉛直地震動による応答の同時性を考慮して求める。 

地震応答解析に用いたコードを第３表に示す。 

 

第３表 斜面の解析に用いたコード 

静的解析 地震応答解析 

s-stan 

Ver.20_SI 

ADVANF/Win 

Ver.4.0 

 

5.2 解析用物性値 

解析用地盤物性値は，「島根原子力発電所２号炉 原子炉建物

等の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価について」（現在，審議

中）の物性値を用いる。 

 

5.3 解析モデルの設定 

第７図に示した評価対象斜面の解析断面について，解析モデル

図を第 10図及び第 11 図に示す。解析モデルは「島根原子力発電

所２号炉 原子炉建物等の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価」

（現在，審議中）と同様，以下のとおり設定した。 

ａ．地盤のモデル化 

地盤は平面ひずみ要素でモデル化する。シームはジョ

イント要素でモデル化する。 

ｂ．地下水位 

解析用地下水位は，保守的に地表面に設定する。 

ｃ．減衰特性 
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JEAG4601-2015 に基づき，岩盤の減衰を３%に設定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10図 ③－③’断面 解析モデル図 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11図 ⑦－⑦’断面 解析モデル図 

 

 

5.4 評価基準値の設定 

評価基準値は，水平・鉛直震度を同時に考慮した基準地震動Ｓ

ｓに対する動的解析により安全率Fsが1.2 を上回ることとする。 

すべり安全率は，想定したすべり面上の応力状態をもとに，す

べり面上のせん断抵抗力の和をすべり面上のせん断力の和で除

して求める。 

引張応力が発生した要素については，すべり面に対して直応力

が引張応力の場合には強度を 0とし，圧縮応力の場合は残留強度

を用いる。また，せん断強度に達した要素では残留強度を用いる。 

想定すべり面は，「島根原子力発電所２号炉 原子炉建物等の

基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価について」（現在，審議中）

と同様の方法により設定する。 

 

 

T.P.(m)

150

100

50

-50

0

0 20 40 60 80 100(m)

【凡例】

T.P.(m)

150

100

50

0
0 20 40 60 80 100(m)

ガスタービン 

発電機建物 

【凡例】
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5.5 入力地震動の策定 

入力地震動の策定は，「島根原子力発電所２号炉 原子炉建物

等の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価について」（現在，審議

中）と同様に行う。 

 

5.6 評価結果 

基準地震動Ｓｓによる２次元動的ＦＥＭ解析結果を第 12 図及

び第 13 図に示す。全ての評価対象斜面において，最小すべり安

全率（平均強度）が評価基準値 1.2を上回っており，安定性を有

することを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 12図 グループＡ（T.P.+15m程度）の評価対象斜面 

（③－③’断面）の評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 13図 グループＢ（T.P.+44～50m程度）の評価対象斜面 

（⑦－⑦’断面）の評価結果 

 

T.P.(m)

150

100

50

0
0 20 40 60 80 100(m)

ガスタービン 
発電機建物 

【凡例】

：最小すべり安全率のすべり面

基準地震動Ｓｓ すべり安全率

Ss-D 3.81

Ss-F1 4.91

Ss-F2 5.18

Ss-N1 2.07 （1.68）

Ss-N2 4.06

※ カッコ内は強度のばらつきを考慮した場合の
すべり安全率
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6. 切取を実施した斜面の安定性評価 

6.1 基本方針 

第 14 図に示す②－②’断面については，敷地造成工事に伴っ

て頂部の切取を行ったことから，切取後の斜面で安定性評価を実

施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 14図 切取位置平面図 

 

6.2 耐震評価 

6.2.1 評価対象断面の設定 

第 15 図に示すとおり，評価対象斜面は，斜面高さが最も高く

なり，地形の最急勾配方向となるすべり方向に②－②’断面を選

定した。 

 

 

 

 

 

 

 

第 15図 ②－②’断面の地質断面図 

 

 

 

【凡例】斜面高さ
55m

敷地造成工事により切取

100.0

50.0

0.0

-50.0

敷地造成工事
により切取

T.P.+50m

T.P.+44m

T.P.+15m程度

T.P.+15m程度

【凡例】

：上位クラス施設

：グループA（斜面法尻T.P.+15m程度）

：斜面の断面位置

②
②’

4条-別紙9-127



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

6.2.2 解析用物性値，地震応答解析手法等 

②－②’断面について，基準地震動Ｓｓによるすべり安定性評

価を実施する。 

解析手法，解析用物性値，評価基準値及び入力地震動は５章と

同様である。 

②－②’断面の解析モデル図を第 16図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

第 16図 解析モデル図 

 

6.3 評価結果 

②－②’断面のすべり安定性評価結果を第 17 図に示す。最小

すべり安全率（平均強度）が評価基準値 1.2を上回っており，安

定性を有することを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 17図 ②－②’断面の評価結果 

 

 

 

 

 

 

 

【凡例】
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（参考－１）評価対象斜面の選定理由（詳細） 

 

１．グループＡにおける評価対象斜面の選定理由（詳細） 

グループＡの斜面である①－①’断面，③－③’断面～⑤－⑤’

断面の比較検討結果及び評価対象斜面の選定根拠の詳細を断面

毎に示す。 

 

【①－①’断面】 

①－①’断面の斜面は一部切取斜面が存在するが，大部分は自

然斜面であることから，斜面高さが最も高く，風化帯が最も厚く

なる尾根部を通るすべり方向に断面を設定した。 

当該斜面は，Ｄ級及びＣＬ級岩盤が分布するが，③－③’断面

に比べて斜面高さが低いこと，平均勾配が緩いこと，及びシーム

が分布しないことから，③－③’断面の評価に代表させる。 

なお，当該斜面については，「島根原子力発電所２号炉 防波

壁及び１号放水連絡通路防波扉の周辺斜面の安定性評価につい

て」（現在，審議中（令和元年 12月 16日））を反映しており，今

後，審査の進捗に併せて適宜，更新する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 18図 ①－①’断面の比較結果 

 

 

凡 例 

【凡例】

：上位クラス施設

：グループA（斜面法尻T.P.+15m程度）

：斜面の断面位置

：すべり方向
④

⑤

①

①’

斜面高さ
76m

防波壁

0 20 40 60 80 100m

100.0

50.0

0.0

-50.0

礫質土・粘性土
（切取を行う）

D級岩盤
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【③－③’断面（評価対象斜面）】 

③－③’断面の斜面は切取斜面であり，斜面高さが最も高く，

地形の最急勾配方向となるすべり方向に断面を設定した。 

当該斜面は，ＣＬ級岩盤が分布すること，斜面高さがグループ

Ａ（T.P.+15m程度）の斜面である①－①’断面，④－④’断面及

び⑤－⑤’断面の中で 94mと最も高いこと，及びシームが分布す

ることから，簡便法を実施した。その結果，最小すべり安全率が

小さいことから，評価対象斜面に選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 19図 ③－③’断面の比較結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例 

評価対象斜面 

斜面高さ
94m

④－④’断面

150.0

100.0

50.0

0.0

-50.0

１号炉
原子炉建物

簡便法の最小すべり安全率：2.41

【凡例】

：上位クラス施設

：グループA（斜面法尻T.P.+15m程度）

：斜面の断面位置

：すべり方向

④

④’

⑤’

⑤

③

③’

②
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【④－④’断面】 

④－④’断面の斜面は自然斜面であることから，斜面高さが最

も高く，風化帯が最も厚くなる尾根部を通るすべり方向に断面を

設定した。 

当該斜面は，Ｄ級岩盤及びＣＬ級岩盤が分布するが，③－③’

断面に比べて斜面高さが低いこと，平均勾配が緩いこと，及びシ

ームが分布しないことから，③－③’断面の評価に代表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 20図 ④－④’断面の比較結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

【凡例】

：上位クラス施設

：グループA（斜面法尻T.P.+15m程度）

：斜面の断面位置

：すべり方向

凡 例 

防波壁

斜面高さ
60m

100.0

50.0

0.0

-50.0
0 20 40 60 80 100m

④

④’
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【⑤－⑤’断面】 

⑤－⑤’断面は，１号放水連絡通路防波扉を通り，斜面高さが

最も高く，地形の最急勾配方向となるすべり方向に断面を設定し

た。 

当該斜面は，ＣＬ級岩盤が分布すること，平均勾配が急である

こと，及び局所的な急勾配部（1：0.06）が存在することから，

簡便法を実施した。その結果，最小すべり安全率が大きいことか

ら，③－③’断面の評価に代表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 21図 ⑤－⑤’断面の比較結果 

 

 

 

 

 

 

 

【凡例】

：上位クラス施設

：グループA（斜面法尻T.P.+15m程度）

：斜面の断面位置

：すべり方向

⑤’

⑤

凡 例 

50.0

0.0

サイトバンカ
建物

１号放水連絡
通路防波扉

斜面高さ
30m

←→

0 10 20 30 40 50m

簡便法の最小すべり安全率：7.45
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２．グループＢにおける評価対象斜面の選定理由（詳細） 

グループＢの斜面である⑥－⑥’断面及び⑦－⑦’断面の比較

検討結果及び評価対象斜面の選定根拠の詳細を断面毎に示す。 

 

【⑥－⑥’断面（評価対象斜面）】 

⑥－⑥’断面の斜面は切取斜面であり，斜面高さが最も高く，

地形の最急勾配方向となるすべり方向に断面を設定した。 

当該斜面は，ＣＬ級岩盤が分布するが，⑦－⑦’断面に比べて

斜面高さが低いこと，平均勾配が 1:1.5と緩いこと，及びシーム

が分布しないことから，⑦－⑦’断面の評価に代表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 22図 ⑥－⑥’断面の検討断面の選定根拠 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例 

【凡例】

：上位クラス施設

：グループB（斜面法尻T.P.+44m～50m）

：斜面の断面位置

：すべり方向

⑯－⑯’断面

斜面高さ
25m

⑥’

⑥
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【⑦－⑦’断面】 

⑦－⑦’断面の斜面は切取斜面であり，斜面高さが最も高く，

地形の最急勾配方向となるすべり方向に断面を設定した。 

当該斜面は，Ｄ級岩盤及びＣＬ級岩盤が分布すること，斜面高

さが 94mとグループＢ（T.P.+44m～50m）の斜面で最も高いこと，

1：1.2の急勾配部があること，及びシームが分布することから簡

便法を実施した。その結果，最小すべり安全率が小さいことから，

評価対象斜面に選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 23図 ⑦－⑦’断面の検討断面の選定根拠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡 例 

【凡例】

：上位クラス施設

：グループB（斜面法尻T.P.+44m～50m）

：斜面の断面位置

：すべり方向

評価対象斜面 

斜面高さ
94m

T.P.(m)

150

100

50

0

ガスタービン
発電機建物

簡便法の最小すべり安全率：1.51

⑦’

⑦
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（参考－２）離隔距離の算定に必要な斜面高さの諸元について 

上位クラス施設から斜面までの離隔距離が確保されているこ

とにより，上位クラス施設に影響を及ぼす可能性のある斜面から

除外した斜面の平面位置図を第 24 図に，斜面高さを記載した地

質断面図を第 25図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 24図 離隔距離が確保されている斜面の平面位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地造成工事
により切取

【凡例】

：上位クラス施設
（４条：Sクラス施設，39条：常設重大事故等対処施設）

：上位クラス施設に影響を及ぼすおそれのある周辺斜面

：自然斜面 ：切土斜面 ：盛土斜面

：斜面法尻から50m ：斜面高さ×1.4倍 ：すべり方向

：斜面の断面位置

すべり方向が上位クラス
施設に向かない

すべり方向が上位クラス
施設に向かない

離隔距離が
確保できている

すべり方向が上位クラス
施設に向かない

すべり方向が上位クラス
施設に向かない

離隔距離が
確保できている

離隔距離が
確保できている

離隔距離が
確保できている

斜面Ａ

斜面Ｂ

斜面Ｅ

斜面Ｃ

斜面Ｆ

斜面Ｄ

斜面Ｇ
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第 25図 離隔距離が確保されている斜面の地質断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

斜面Ｂ 

敷地造成工事により切取

T.P.+8.5m

100.0

50.0

0.0
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盛土厚40m

斜面Ｅ 

斜面高さ
48m

敷地造成工事により切取

斜面Ｄ 

凡例

，崖錐堆積物，旧表土

斜面Ｆ 

斜面高さ
29m
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（地形線のみを示す） 

敷地造成工事により切り取る予定
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切取前
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（地形線のみを示す） 
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添付資料5 

上位クラス施設に隣接する下位クラス施設の支持地盤について 

本資料では，柏崎刈羽原子力発電所6 号及び7 号炉において，

上位クラス施設に隣接する下位クラス施設の支持地盤の状況に

ついて確認を行う。 

発電所敷地内における下位クラス施設の配置を第1 図に，各下

位クラス施設の接地状況を第2 図～第10 図に示す。 

5 号炉主排気筒については，第2 図より，6 号炉原子炉建屋と

連続した岩盤（西山層）に杭を介して支持されていることを確認

した。 

5 号炉タービン建屋については，第3 図より，6 号炉タービン

建屋と連続した岩盤（西山層）に支持されていることを確認した。 

6 号炉CO2 ボンベ建屋及び6 号炉連絡通路については，第4 

図，第5 図より，マンメイドロック（MMR）を介して岩盤（西山

層）に支持されていることを確認した。 

サービス建屋については，第6 図より，大部分が岩盤（西山層）

に支持されており，一部が更新統（古安田層）に支持されている

ことを確認した。 

5 号炉サービス建屋については，第7 図より，地盤改良土を介

して更新統（古安田層）に支持されていることを確認した。 

5 号炉連絡通路については，第8 図より，マンメイドロック

（MMR）を介して更新統（古安田層）に支持されていることを確

認した。 

5 号炉格納容器圧力逃がし装置基礎については，第9 図より，

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所と連続した岩盤（西山層）に杭

を介して支持されていることを確認した。 

5 号炉主排気モニタ建屋については，第10 図より，埋め戻し

土に支持されていることを確認した。 

添付資料 4 

上位クラス施設に隣接する下位クラス施設の支持地盤について 

本資料では，女川原子力発電所２号炉において，上位クラス施

設に隣接する下位クラス施設の支持地盤の状況について確認を

行う。 

発電所敷地内における下位クラス施設の配置を添付 4-1図に，

各下位クラス施設の接地状況を添付 4-2図～添付 4-4図に示す。 

２号炉タービン建屋については，添付 4-2図及び添付 4-3図よ

り，ＭＭＲを介して２号炉原子炉建屋及び２号炉制御建屋と連続

した岩盤に支持されていることを確認した。 

２号炉補助ボイラー建屋については，添付 4-4図により，ＭＭ

Ｒを介して２号炉制御建屋と連続した岩盤に支持されているこ

とを確認した。 

１号炉制御建屋については，添付 4-3図より，ＭＭＲを介して

２号炉制御建屋と連続した岩盤に支持されていることを確認し

た。 

添付資料４ 

上位クラス施設に隣接する下位クラス施設の支持地盤について 

本資料では，島根原子力発電所 2号炉において，上位クラス施

設に隣接する下位クラス施設の支持地盤の状況について確認を

行う。 

発電所敷地内における下位クラス施設の配置を第 1図に，下位

クラス施設の接地状況を第 2図～第 5図に示す。

１号炉排気筒については，第 2図より，一部マンメイドロック

（MMR）を介して堅固な岩盤に支持されていることを確認した。 

サイトバンカ建物については，第 3図より，堅固な岩盤に直接

支持されていることを確認した。 

１号炉原子炉建物については，第 4図より，堅固な岩盤に直接

支持されていることを確認した。 

１号炉タービン建物については，第 4図より，一部マンメイド

ロック（MMR）を介して堅固な岩盤に支持されていることを確認

した。 

１号炉廃棄物処理建物については，第 4図より，堅固な岩盤に

直接支持されていることを確認した。 

免震重要棟遮蔽壁については，第 5図より，堅固な岩盤に直接

支持されていることを確認した。 

・対象施設の相違

【柏崎 6/7，女川 2】 

島根２号炉における

地盤の不等沈下による

影響が想定される下位

クラス施設を抽出して

いる 

4条-別紙9-137



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付 4-1図 女川原子力発電所 屋外下位クラス施設配置図 
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添付 4-2図 タービン建屋の接地状況（第 1図 断面①） 

 

 

添付 4-3図 タービン建屋及び１号炉制御建屋の接地状況（第 1

図 断面②） 

 

 

添付 4-4図 補助ボイラー建屋の接地状況（第 1図 断面③） 
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第8図  5号炉連絡通路の接地状況 
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第10図  5号炉主排気モニタ建屋の接地状況 
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添付資料6 

設置予定施設に対する波及的影響評価手法について 

 

 

施設を設置する際に，既設下位クラス施設から受ける波及的影

響，及び既設上位クラス施設に与える波及的評価の手法について

は，以下の通り実施するものとする。 

 

 

 

１．設置予定施設が上位クラス施設の場合 

設置予定施設が上位クラス施設の場合には，当該施設に対して

波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出した上

で，影響評価を実施する。抽出された下位クラス施設については，

「５．下位クラス施設の抽出及び影響評価方法」に基づき，相対

変位又は不等沈下による影響，接続部による影響，建屋内及び建

屋外における損傷，転倒及び落下等による影響の観点から，設置

予定施設が機能を損なうおそれの有無を確認する。 

その結果，設置予定施設が波及的影響により機能を損なうおそ

れがある場合には，設置予定施設に対して配置の見直し，構造変

更等の設計の見直しを行う。設置予定施設の設計にて波及的影響

を回避できない場合には，波及的影響を及ぼすおそれのある下位

クラス施設に対して耐震強化や移設等の対策を実施する。 

 

 

２．設置予定施設が下位クラス施設の場合 

設置予定施設が下位クラス施設の場合には，１．同様の観点か

ら当該施設が既設上位クラス施設に対して波及的影響を及ぼす

おそれの有無を確認する。 

その結果，設置予定施設による波及的影響によって既設上位ク

ラス施設の機能を損なうおそれがある場合には，設置予定施設に

対して配置の見直し，耐震性の確保等の設計の見直しを行う。 

 

３．設置予定の個別設備の対応方針 

設置予定施設として例示するが，波及的影響に対する対応方針

としては上記方針に従って以下の通り実施する。 

添付資料 5 

設置予定施設及び撤去予定施設に対する波及的影響評価の考え

方について 

 

施設を設置する際に，既設下位クラス施設から受ける波及的影

響及び既設上位クラス施設に与える波及的影響評価については，

以下のとおり実施するものとする。また，撤去予定の施設に対す

る波及的影響評価の考え方についても以下に示す。 

 

1. 設置予定施設に対する波及的影響評価について 

1.1 設置予定施設が上位クラス施設の場合 

設置予定施設が上位クラス施設の場合には，当該施設に対して

波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出した上

で，影響評価を実施する。抽出された下位クラス施設については

「5.下位クラス施設の抽出及び影響評価方法」に基づき，相対変

位又は不等沈下による影響，接続部における影響，建屋内及び建

屋外における損傷，転倒，落下等による影響の観点から，設置予

定施設が機能を損なうおそれの有無を確認する。 

その結果，設置予定施設が波及的影響により機能を損なうおそ

れがある場合には，設置予定施設に対しての配置の見直し，構造

変更等の設計の見直しを行う。設置予定施設の設計にて波及的影

響を回避できない場合には，波及的影響を及ぼすおそれのある下

位クラス施設に対して，配置の見直しや耐震性の確保もしくは上

位クラス施設への影響確認を行う。 

 

1.2 設置予定施設が下位クラス施設の場合 

設置予定施設が下位クラス施設の場合には，1 項と同様の観点

から当該施設が既設上位クラス施設に対して波及的影響を及ぼ

すおそれの有無を確認する。 

その結果，波及的影響を及ぼすおそれのある施設については，

配置の見直しや耐震性の確保もしくは上位クラス施設への影響

確認を行う。 

 

1.3 設置予定の個別設備の対応方針 

設置予定施設として以下を例示するが，波及的影響の対応方針

としては上記方針に従って設計するものである。 

添付資料５ 

設置予定施設及び撤去予定施設に対する波及的影響評価手法に

ついて 

 

施設を設置する際に，既設下位クラス施設から受ける波及的影

響及び既設上位クラス施設に与える波及的影響評価の手法につ

いては，以下の通り実施するものとする。また，撤去予定の施設

に対する波及的影響評価の考え方についても以下に示す。 

 

1. 設置予定施設に対する波及的影響評価について 

1.1 設置予定施設が上位クラス施設の場合 

設置予定施設が上位クラス施設の場合には，当該施設に対して

波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出した上

で，影響評価を実施する。抽出された下位クラス施設については，

「５．下位クラス施設の抽出及び影響評価方法」に基づき，相対

変位又は不等沈下による影響，接続部における影響，建物内及び

屋外における損傷，転倒，落下等による影響の観点から，設置予

定施設が機能を損なうおそれの有無を確認する。 

その結果，設置予定施設が波及的影響により機能を損なうおそ

れがある場合には，設置予定施設に対して配置の見直し，構造変

更等の設計の見直しを行う。設置予定施設の設計にて波及的影響

を回避できない場合には，波及的影響を及ぼすおそれのある下位

クラス施設に対して，耐震補強や移設等の対策を実施する。 

 

 

1.2 設置予定施設が下位クラス施設の場合 

設置予定施設が下位クラス施設の場合には，１．同様の観点か

ら当該施設が既設上位クラス施設に対して波及的影響を及ぼす

おそれの有無を確認する。 

その結果，設置予定施設による波及的影響によって既設上位ク

ラス施設の機能を損なうおそれがある場合には，設置予定施設に

対して配置の見直し，耐震性の確保等の設計の見直しを行う。 

 

1.3 設置予定の個別設備の対応方針 

設置予定施設として例示するが，波及的影響に対する対応方針

としては上記方針に従って以下のとおり実施する。 
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３．１ 竜巻防護施設 

竜巻防護施設は，下位クラス施設として設置する設備であり，

周囲に上位クラス施設が設置されている場合においては２．に基

づき評価を行ったうえで必要に応じて対策を実施する。 

 

３．２ 火災防護設備 

火災防護設備は，下位クラス施設として設置する設備であり，

周囲に上位クラス施設が設置されている場合においては２．に基

づき評価を行ったうえで必要に応じて対策を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3.1 高圧代替注水系設備 

高圧代替注水系設備は，上位クラス施設（重要 SA 施設）とし

て設置するものであり，上記 1項に基づき当該施設周辺に設置さ

れている下位クラス施設が波及的影響を及ぼすおそれのない設

計とする。 

 

1.3.2 竜巻防護施設 

竜巻防護施設は，下位クラス施設として設置する設備であり，

周囲に上位クラス施設が設置されている場合には，1.2 項に基づ

き評価を行った上で必要に応じて対策を実施する。 

 

1.3.3 火災防護設備 

火災防護設備は，下位クラス施設として設置する設備であり，

周囲に上位クラス施設が設置されている場合においては 1.2 項

に基づき評価を行った上で必要に応じて対策を実施する。 

 

1.3.4 小規模建屋（ガスボンベ庫等） 

下位クラス施設である小規模建屋については，移設検討中のも

のがあることを踏まえ，移設場所決定後，周囲に上位クラス施設

が設置されている場合においては 1.2項に基づき評価を行う。評

価の結果，上位クラス施設との離隔距離が小さく波及的影響を及

ぼすおそれがあると判断された建屋については，小規模建屋の損

傷・転倒に伴う上位クラス施設との衝突評価を実施するなどして

影響の有無を確認し，波及的影響を及ぼすおそれがあると判断さ

れる施設については移設場所の再検討を行うなどして波及的影

響を及ぼすおそれのない設計とする。 

 

2. 撤去予定施設に対する波及的影響評価について 

今後，撤去する予定の施設については，撤去計画が女川２号炉

の再起動前までの場合には，撤去を前提として波及的影響評価を

実施する。また，撤去計画が再起動後もしくは未確定の場合には，

設置されている現在の状態を対象とした波及的影響評価を実施

する。 

 

 

 

1.3.1 遠隔手動弁操作機構 

遠隔手動弁操作機構は，上位クラス施設として設置する設備で

あり，上記１．に基づき当該施設周辺に設置されている下位クラ

ス施設が波及的影響を及ぼすおそれのない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

1.3.2 火災防護設備 

火災防護設備は，下位クラス施設として設置する設備であり，

周囲に上位クラス施設が設置されている場合においては２．に基

づき評価を行ったうえで必要に応じて対策を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 撤去予定施設に対する波及的影響評価について 

今後，撤去する予定の施設については，撤去計画が島根２号炉

の再起動前までの場合には，撤去を前提として波及的影響評価を

実施する。また，撤去計画が再起動後若しくは未確定の場合には，

設置されている現在の状況を対象とした波及的影響評価を実施

する。 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

 設置予定の個別設備

が異なる 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

 設置予定の個別設備

が異なる 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【女川 2】 

 設置予定の個別設備

が異なる 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉では，撤

去予定施設に対する波

及的影響評価について

も記載 
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3. 設置予定施設及び撤去予定施設の方針確認について 

1 項及び 2 項で示した，設置予定施設及び撤去予定施設の対応

方針については，工事計画認可申請段階で状況を再確認し，確定

状況に対する波及的影響の再評価を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 設置予定施設及び撤去予定施設の方針確認について 

1.項及び 2.項で示した，設置予定施設及び撤去予定施設の対応

方針については，詳細設計段階で状況を再確認し，確定状況に対

する波及的影響の再評価を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉では，工

認段階で再評価を実施

することを記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-149



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料６ 

防波壁に対するサイトバンカ建物の波及的影響評価について 

 

サイトバンカ建物の増築部については，上位クラス施設の防波

壁に近接していることから地震による建物の損傷・転倒による波

及的影響を評価する方針としている。 

評価にあたって，サイトバンカ建物（増築部）の既工認では地

震応答解析を実施していないことから，今回工認で地震応答解析

モデルを設定し，基準地震動Ｓｓに対して損傷・転倒しない（防

波壁に衝突しない）ことを確認する。 

 

評価にあたっては，以下の損傷に対する評価及び転倒に対する

評価を行う。 

 

１．損傷に対する評価 

先行審査で適用実績のある基礎固定モデルを用いた地震応答

解析により建物上部構造の健全性を確認し，建物が損傷し倒壊し

ないことを説明する。 

 

２．転倒に対する評価 

地震時の応答に伴うエネルギー収支の観点から建物が転倒し

ない（防波壁に衝突しない）ことを説明する。具体的には第１図

に示す状態(ⅰ)及び(ⅱ)を想定し，(ⅰ)＜(ⅱ)となることを確認

する。 

(ⅰ)建物直立時の初速として基準地震動Ｓｓの速度応答スペク

トルの最大値を入力した運動エネルギー 

(ⅱ)建物が防波壁に衝突する角度(17.4°)に到達するのに必要

なエネルギー（建物が防波壁に衝突する位置まで建物重心が上昇

する） 

 

第１図 転倒に対する評価 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

 サイトバンカ建物

（増築部）の波及的影

響評価方針を記載 
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参考資料1-1 

上位クラス電路に対する下位クラス施設からの波及的影響の検

討について 

 

1. 評価概要 

下位クラス施設からの波及的影響によって上位クラス電路の

機能が損なわれないことを確認するために，上位クラス電路の敷

設方法から第1 図のように五つの敷設パターンに分類し，それぞ

れの敷設パターンについて波及的影響の有無を検討した。 

 

 

第１図 上位クラス電路の敷設方法及び評価部位 

 

2. 下位クラス施設の抽出及び影響評価方法 

以下の五つの敷設パターンについて，上位クラス電路へ波及的

影響をおよぼすおそれのある下位クラス施設を抽出する。なお，

現地調査を実施する場合は添付資料1-1 の実施要領に従って実

施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料１ 

上位クラス電路に対する下位クラス施設からの波及的影響の検

討について 

 

1. 評価概要 

下位クラス施設からの波及的影響によって上位クラス電路の

機能が損なわれないことを確認するために，上位クラス電路の敷

設方法から第１図のように五つの敷設パターンに分類し，それぞ

れの敷設パターンについて波及的影響の有無を検討した。 

 

 

 

第１図 上位クラス電路の敷設方法及び評価部位 

 

2. 下位クラス施設の抽出及び影響評価方法 

以下の五つの敷設パターンについて，上位クラス電路への波及

的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出する。現地調

査を実施する場合は添付資料 1-1の実施要領に従って実施する。

なお，上位クラス電路の一部は，火災防護対策として耐火ボード

等を付近に設置しているが，これらの火災防護対策設備について

は基準地震動Ｓｓによる地震力に対して健全性を維持できる設

計とするため，下位クラス施設の抽出からは除外する。 

 

 

 

・記載の相違 

【女川 2】 

 島根２号炉では上位

クラス電路に対する下

位クラス施設からの波

及的影響の検討につい

て記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉では火災

防護対策設備について

下位クラス施設から除

外としている 
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2.1 ケーブルトレイ水平部（第１図の①） 

ケーブルトレイ水平部は，第１図の①のように各階の天井付近

等の高所に設置することで下位クラス施設の損傷・転倒及び落下

等による波及的影響を考慮した配置としているため，上位クラス

電路に対して下位クラス施設の損傷・転倒及び落下等による波及

的影響のおそれは無い。 

 

2.2 上位クラスの盤等～ケーブルトレイ間電路（第１図の②） 

上位クラスの盤等～ケーブルトレイ間電路は，第1 図の②のよ

うに盤等から天井付近まで電路が立ち上がって設置されており，

上位クラスの盤等と同様に周辺に位置する下位クラス施設から

波及的影響を及ぼされるおそれがある。このため，本文の第5-3 

図及び第5-4 図のフローに従い，建屋内外の上位クラス電路の周

辺に位置する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設

を現場調査により抽出し，波及的影響の有無を検討する。 

 

2.3 建屋間渡り部（第１図の③） 

上位クラス施設の間接支持構造物である建物・構築物と下位ク

ラス施設の上位クラス電路渡り部（以下「建屋間渡り部」という。）

は，第1 図の③のように下位クラス施設の不等沈下や上位クラス

施設の間接支持構造物である建物・構築物と下位クラス施設間で

の相対変位により，波及的影響を及ぼされるおそれがある。この

ため，建屋間渡り部を抽出し，波及的影響の有無を検討する。 

 

 

 

a.建屋間渡り部の抽出 

建屋間渡り部の上位クラス施設の間接支持構造物である建

物・構築物と下位クラス施設を第2-1 表に示す。 

b. 耐震性の確認 

a.で抽出した下位クラス施設について，基準地震動Ss に対し

て上位クラス施設の間接支持構造物である建物・構築物との間に

相対変位が生じないことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1 ケーブルトレイ水平部（第１図の①） 

ケーブルトレイ水平部は，第１図の①のように各階の天井付近

等の高所に設置することで下位クラス施設の損傷，転倒，落下等

による波及的影響を考慮した配置としているため，上位クラス電

路に対して下位クラス施設の損傷，転倒，落下等による波及的影

響のおそれはない。 

 

2.2 上位クラスの盤等～ケーブルトレイ間電路（第１図の②） 

上位クラスの盤等～ケーブルトレイ間電路は，第１図の②のよ

うに盤等から天井付近まで電路が立ち上がって設置されており，

上位クラスの盤等と同様に周辺に位置する下位クラス施設から

波及的影響を及ぼすおそれがある。このため，本文の第 5-3図及

び第 5-4図のフローに従い，建物内外の上位クラス電路の周辺に

位置する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を現

地調査により抽出し，波及的影響の有無を検討する。 

 

2.3 建物間渡り部（第１図の③） 

上位クラス施設の間接支持構造物である建物・構築物と下位ク

ラス施設の上位クラス電路渡り部（以下「建物間渡り部」という。）

は，第１図の③のように下位クラス施設の不等沈下や上位クラス

施設の間接支持構造物である建物・構築物と下位クラス施設間で

の相対変位により，波及的影響を及ぼされるおそれがある。しか

し，島根原子力発電所２号炉には上位クラス施設の間接支持構造

物である建物・構築物と下位クラス施設を渡って敷設される上位

クラス電路がないため，波及的影響のおそれはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉には該当

箇所がない 
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第2-1表 上位クラス施設の間接支持構造物である建物・構築物と

下位クラス施設を渡って敷設されている上位クラス電路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉には該当

箇所がない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4条-別紙9-153



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

2.4 ケーブルトレイ床貫通部（第１図の④） 

ケーブルトレイ床貫通部は，第1 図の④及び第2-1 図のように

床面から天井付近までケーブルトレイが立ち上がって設置され

ており，2.2 と同様に床貫通部の周辺に位置する下位クラス施設

から波及的影響を及ぼされるおそれがある。このため，本文の第

5-3 図のフローに従い，上位クラス電路の床貫通部周辺に位置す

る波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出し，波

及的影響の有無を検討する。 

 

a. 上位クラス電路床貫通部の抽出 

上位クラス電路床貫通部一覧を第2-2 表に，上位クラス電路床

貫通部の配置図を第2-2 図及び第2-3 図に示す。 

b. 波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出 

現場調査をもとに，上位クラス電路床貫通部に対して，損傷，

転倒及び落下等により波及的影響を及ぼすおそれのある下位ク

ラス施設を抽出する。 

c. 耐震性の確認 

b.で抽出した下位クラス施設について，基準地震動Ss に対し

て損傷，転倒及び落下等が生じないように構造健全性が維持出来

ることを確認する。 

 

 

第2-1図 ケーブルトレイ床貫通部外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4ケーブルトレイ床貫通部（第１図の④） 

ケーブルトレイ床貫通部は，第１図の④及び第２図のように床

面から天井付近までケーブルトレイが立ち上がって設置されて

おり，2.2 と同様に床貫通部の周辺に位置する下位クラス施設が

波及的影響を及ぼすおそれがある。このため，本文の第 5-3図の

フローに従い，上位クラス電路の床貫通部周辺に位置する波及的

影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出し，波及的影響

の有無を検討する。 

 

a．上位クラス電路床貫通部の抽出 

上位クラス電路床貫通部一覧を第１表及び第２表に，上位クラ

ス電路床貫通部の配置図を第 3-1図及び第 3-2図に示す。 

b．波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の抽出 

現場調査をもとに，上位クラス電路床貫通部に対して，損傷，

転倒，落下等により波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス

施設を抽出する。 

c．耐震性の確認 

b．で抽出した下位クラス施設について，基準地震動Ｓｓに対

して損傷，転倒，落下等が生じないように構造健全性が維持でき

ることを確認する。 

 

第２図 ケーブルトレイ床貫通部外観 
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第2-2表 上位クラス電路床貫通部一覧表 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１表 上位クラス電路床貫通部一覧表（S1系,S2系,S3系） 

 

 

第２表 上位クラス電路床貫通部一覧表（SSN系） 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理番号 上位クラス電路床貫通部 
配置図 

番号※ 

C001 原子炉建物 地下 2階電路貫通部 1 

C002 原子炉建物 地下 1階電路貫通部 2 

C003 原子炉建物 地上 1階電路貫通部 3 

C004 原子炉建物 地上 2階電路貫通部 4 

C005 原子炉建物 地上中 2 階電路床貫通部 5 

C006 原子炉建物 地上 3階電路貫通部 6 

C007 タービン建物 地下 1 階電路貫通部 7 

C008 タービン建物 地上 1 階電路貫通部 8 

C009 廃棄物処理建物 地下 1階電路貫通部 9 

C010 廃棄物処理建物 地下中 1階電路貫通部 10 

C011 廃棄物処理建物 地上 1階電路貫通部 10 

C012 廃棄物処理建物 地上 2階電路貫通部 11 

C013 廃棄物処理建物 地上 3階電路貫通部 11 

C014 取水槽 電路垂直部 12 

 

整理番号 上位クラス電路床貫通部 
配置図 

番号※ 

C015 原子炉建物 地下 2階電路貫通部 1 

C016 原子炉建物 地下 1階電路貫通部 2 

C017 原子炉建物 地上 1階電路貫通部 3 

C018 原子炉建物 地上 2階電路貫通部 4 

C019 タービン建物 地下 1 階電路貫通部 5 

C020 タービン建物 地上 1 階電路貫通部 6 

C021 廃棄物処理建物 地下 2階電路貫通部 7 

C022 廃棄物処理建物 地下 1階電路貫通部 7 

C023 廃棄物処理建物 地下中 1階電路貫通部 8 

C024 廃棄物処理建物 地上 1階電路貫通部 8 

C025 緊急時対策所 地上 1 階電路垂直部 9 

※ 第 3－1図及び第 3－2図でケーブルトレイ床貫通部が記載されている配置図の通し番号を示す 
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・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる  

施設配置はプラント

固有となるため，以降

の比較は省略するが，

変更箇所のあるページ

は記載する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７号炉分（第 2-3図）につい

ては，省略する 

第
2
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・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる 

施設配置はプラント

固有となるため，以降

の比較は省略するが，

変更箇所のあるページ

は記載する 
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2.5 建屋外露出電路部（第１図の⑤） 

建屋外露出電路は，第1 図の⑤のように建屋の側壁等に敷設さ

れており，周辺に位置する建屋外下位クラス施設から波及的影響

を及ぼされるおそれがある。このため，下記の検討事項を基に上

位クラス電路への波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス

施設を抽出し，波及的影響の有無を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

2.5.1 不等沈下による影響 

本文の第5-1-1 図のフローに従い，上位クラス電路の周辺に位

置する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出

し，波及的影響の有無を検討する。 

 

a. 建屋外露出電路の抽出 

建屋外露出電路一覧を第2-3 表に，建屋外露出電路の配置図を

第2-4図に示す。 

 

b. 下位クラス施設の抽出 

地盤の不等沈下による下位クラス施設の傾きや倒壊を想定し

ても上位クラス施設に衝突しない程度の十分な離隔距離をとっ

て配置されていることを確認し，離隔距離が十分でない下位クラ

ス施設を抽出する。 

 

c. 耐震性の確認 

b.で抽出した下位クラス施設について，基準地震動Ss に対し

て，基礎地盤が十分な支持性能を持つ岩盤に設置されていること

の確認により，不等沈下しないことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5 屋外露出電路（第１図の⑤） 

屋外露出電路（地上敷設電路を含む）は，第１図の⑤のように

建物の側壁及び地上等に敷設されるため，周辺に位置する屋外下

位クラス施設から波及的影響を及ぼされるおそれがある。このた

め，下記の検討事項を基に上位クラス電路への波及的影響を及ぼ

すおそれのある下位クラス施設を抽出し，波及的影響の有無を検

討する。 

なお，ガスタービン発電機用電路については，屋外露出電路を

地中へ埋設する電路へ変更する。変更内容を補足説明資料へ示

す。 

 

 

 

2.5.1 不等沈下による影響 

本文の第 5-1-1 図のフローに従い，上位クラス電路の周辺に位

置する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出

し，波及的影響の有無を検討する。 

 

a. 屋外露出電路の抽出 

屋外露出電路一覧を第３表に，屋外露出電路の配置図を第 3-3

図に示す。 

 

b. 下位クラス施設の抽出 

地盤の不等沈下による下位クラス施設の傾きや倒壊を想定し

ても上位クラス施設に衝突しない程度の十分な離隔距離をとっ

て配置されていることを確認し，離隔距離が十分でない下位クラ

ス施設を抽出する。 

 

c. 耐震性の確認 

b.で抽出した下位クラス施設について，基準地震動Ｓｓに対し

て，基礎地盤が十分な支持性能を持つ岩盤等に設置されているこ

との確認により，不等沈下しないことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

島根２号炉では，ガ

スタービン発電機用電

路の変更内容について

説明を記載 
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第2-3表 建屋外露出上位クラス電路一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３表 上位クラス屋外露出電路一覧表 
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・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる  

施設配置はプラント

固有となるため，以降

の比較は省略するが，

変更箇所のあるページ

は記載する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 第 3－3図で上位クラス屋外露出電路が記載されている配置図の通し番号を示す 

整理番号 上位クラス屋外露出電路 
配置図 

番号※ 

電 001 無線通信設備（固定型）用電路 1 

電 002 安全パラメータ表示システム（SPDS）データ収集サーバ用電路 2 

電 003 高圧原子炉代替注水ポンプ用電路 3 

電 004 津波監視カメラ用電路 4 

電 005 安全パラメータ表示システム（SPDS）データ伝送サーバ用電路 
－ 

（設計中） 

第
2-
4
図
 建
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外
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配
置
図
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2.5.2 建屋外における損傷，転倒及び落下等による影響 

本文の第5-4 図のフローに従い，上位クラス電路の周辺に位置

する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出し，

波及的影響の有無を検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

下位クラス施設の抽出にあたって，下位クラス施設の損傷，転

倒及び落下等を想定しても上位クラス電路に衝突しない程度の

十分な距離をとって配置されていることを確認する。離隔距離が

十分でない場合には，落下防止措置等を適切に実施していること

を確認する。 

また，以上の確認ができなかった下位クラス施設について，構

造上の特徴，上位クラス施設との位置関係，重量等を踏まえて，

損傷，転倒及び落下等を想定した場合の上位クラス電路への影響

を評価し，上位クラス施設の機能を損なうおそれがないことを確

認する。 

 

b．耐震性の確認 

a.で損傷，転倒及び落下等を想定した場合に上位クラス電路の

機能への影響が否定できない下位クラス施設について，基準地震

動Ss に対して，損傷，転倒及び落下等が生じないように，構造

健全性が維持できることを確認する。 

 

3.下位クラス施設の抽出及び影響評価結果 

3.1 上位クラスの盤等～ケーブルトレイ間電路（第１図の②） 

上位クラスの盤等からケーブルトレイ間の電路については，本

文6.3 及び6.4 の建屋内及び建屋外における損傷，転倒及び落下

等による影響検討結果の中で上位クラス施設である盤等に含ん

で影響検討を実施する。 

 

3.2 建屋間渡り部（第１図の③） 

上位クラス施設の間接支持構造物である建物・構築物と下位ク

ラス施設を渡って敷設されている上位クラス電路への影響評価

結果は第3-1 表の通りであり，上位クラス電路に対して不等沈下

及び相対変位により波及的影響を及ぼすおそれがないことを確

認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5.2 屋外における損傷，転倒，落下等による影響 

本文の第 5-4図のフローに従い，上位クラス電路の周辺に位置

する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出し，

波及的影響の有無を検討する。 

 

a. 下位クラス施設の抽出 

下位クラス施設の抽出にあたって，下位クラス施設の損傷，転

倒，落下等を想定しても上位クラス電路に衝突しない程度の十分

な距離をとって配置されていることを確認する。離隔距離が十分

でない場合には，落下防止措置等を適切に実施していることを確

認する。 

また，以上の確認ができなかった下位クラス施設について，構

造上の特徴，上位クラス施設との位置関係，重量等を踏まえて，

損傷，転倒，落下等を想定した場合の上位クラス電路への影響を

評価し，上位クラス施設の機能を損なうおそれがないことを確認

する。 

 

b．耐震性の確認 

a.で損傷，転倒，落下等を想定した場合に上位クラス電路の機

能への影響が否定できない下位クラス施設について，基準地震動

Ｓｓに対して，損傷，転倒，落下等が生じないように，構造健全

性が維持できることを確認する。 

 

3．下位クラス施設の抽出及び影響評価結果 

3.1 上位クラスの盤等～ケーブルトレイ間電路（第１図の②） 

上位クラスの盤等からケーブルトレイ間の電路については，本

文 6.3及び 6.4の建物内及び屋外における損傷，転倒，落下等に

よる影響検討結果の中で上位クラス施設である盤等に含んで影

響検討を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉には該当

箇所がない 
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・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉には該当

箇所がない 
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第3-1図 ケーブルダクト接地状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉には該当

箇所がない 
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第3-2図 第一ガスタービン発電機用ケーブルダクト接地状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉には該当

箇所がない 
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3.3 ケーブルトレイ床貫通部（第１図の④） 

上位クラス電路の床貫通部に対して波及的影響を及ぼすおそ

れのある下位クラス施設の抽出結果は第3-2 表及び第3-3 表の

通りであり，上位クラス電路の床貫通部に対して下位クラス施設

の損傷，転倒及び落下等により波及的影響を及ぼすおそれがない

ことを確認した。 

 

第3-2表 6号炉上位クラス電路貫通部へ波及的影響を及ぼすおそ

れのある下位クラス施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 ケーブルトレイ床貫通部（第１図の④） 

上位クラス電路の床貫通部に対して波及的影響を及ぼすおそ

れのある下位クラス施設の抽出結果は第 4-1表及び第 4-2表のと

おりであり，上位クラス電路の床貫通部に対して下位クラス施設

の損傷，転倒，落下等により波及的影響を及ぼすおそれがないこ

とを確認した。 

 

第 4-1表 上位クラス電路床貫通部へ波及的影響を及ぼすおそれ

のある下位クラス施設（S1系,S2系,S3系） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

番号 
上位クラス電路床貫通部 

波及的影響を及ぼ

すおそれのある下

位クラス施設 

波及的影響のおそれ 

（○：有，×：無） 備考 

損傷・転倒・落下 

C001 原子炉建物 地下 2階電路貫通部 － ×  

C002 原子炉建物 地下 1階電路貫通部 － ×  

C003 原子炉建物 地上 1階電路貫通部 － ×  

C004 原子炉建物 地上 2階電路貫通部 － ×  

C005 原子炉建物 地上中 2 階電路床貫通部 － ×  

C006 原子炉建物 地上 3階電路貫通部 － ×  

C007 タービン建物 地下 1 階電路貫通部 － ×  

C008 タービン建物 地上 1 階電路貫通部 － ×  

C009 廃棄物処理建物 地下 1階電路貫通部 － ×  

C010 廃棄物処理建物 地下中 1階電路貫通部 － ×  

C011 廃棄物処理建物 地上 1階電路貫通部 － ×  

C012 廃棄物処理建物 地上 2階電路貫通部 － ×  

C013 廃棄物処理建物 地上 3階電路貫通部 － ×  

C014 取水槽 電路垂直部 － × 
貫通部
なし 

 

７号炉分（第 3-3表）について

は，省略する 
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3.4 建屋外露出電路部（第１図の⑤） 

3.4.1 不等沈下による影響検討結果 

（１）下位クラス施設の抽出結果 

本文の第5-1-1 図のフローのa に基づいて影響を及ぼすおそ

れのある下位クラス施設を抽出した結果を第3-4 表に示す。 

 

（２）影響評価結果 

（１）で抽出した波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス

施設の評価結果は第3-5 表の通りであり，上位クラス電路に対し

て下位クラス施設の不等沈下により波及的影響を及ぼすおそれ

がないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4-2表 上位クラス電路床貫通部へ波及的影響を及ぼすおそれ

のある下位クラス施設（SSN系） 

 

 

 

3.3 屋外露出電路（第１図の⑤） 

3.3.1 不等沈下による影響検討結果 

(1) 下位クラス施設の抽出結果 

本文の第5-1-1図のフローのa に基づいて影響を及ぼすおそれ

のある下位クラス施設を抽出した結果を第 5-1表に示す。 

 

(2) 影響検討結果 

(1)で抽出した波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施

設の評価結果及び評価方針は第 5-2表の通りである。１号炉排気

筒については，上位クラス電路に対して下位クラス施設の不等沈

下により波及的影響を及ぼすおそれがないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

番号 
上位クラス電路床貫通部 

波及的影響を及ぼ

すおそれのある下

位クラス施設 

波及的影響のおそれ 

（○：有，×：無） 備考 

損傷・転倒・落下 

C015 原子炉建物 地下 2階電路貫通部 － ×  

C016 原子炉建物 地下 1階電路貫通部 － ×  

C017 原子炉建物 地上 1階電路貫通部 － ×  

C018 原子炉建物 地上 2階電路貫通部 － ×  

C019 タービン建物 地下 1 階電路貫通部 － ×  

C020 タービン建物 地上 1 階電路貫通部 － ×  

C021 廃棄物処理建物 地下 2階電路貫通部 － ×  

C022 廃棄物処理建物 地下 1階電路貫通部 － ×  

C023 廃棄物処理建物 地下中 1階電路貫通部 － ×  

C024 廃棄物処理建物 地上 1階電路貫通部 － ×  

C025 緊急時対策所 地上 1 階電路垂直部 － × 
貫通部
なし 
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第3-4表 建屋外露出上位クラス電路へ波及的影響（不等沈下）を

及ぼすおそれのある下位クラス施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5-1表 上位クラス屋外露出電路へ波及的影響（不等沈下）を

及ぼすおそれのある下位クラス施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
整理 

番号 
上位クラス屋外露出電路 

波及的影響を及ぼすおそれ

のある下位クラス施設 

波及的影響のおそれ 

（○：有，×：無） 

 不等沈下 

 
電 001 無線通信設備（固定型）用電路 1 号炉排気筒 ○ 

 
電 002 

安全パラメータ表示システム（SPDS） 

データ収集サーバ用電路 
1 号炉排気筒 ○ 

 
電 003 高圧原子炉代替注水ポンプ用電路 1 号炉排気筒 ○ 

 
電 004 津波監視カメラ用電路 － × 

 
電 005 

安全パラメータ表示システム（SPDS） 

データ伝送サーバ用電路 

－ 
（設計中） 

－ 
（設計中） 
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・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
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表
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沈
下
に
よ
る
影
響
）
 

4条-別紙9-168



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

3.4.2 建屋外における損傷，転倒及び落下等による影響検討結果 

（１）下位クラス施設の抽出結果 

本文の第5-4 図のフローのa に基づいて抽出された下位クラ

ス施設について抽出したものを第3-6 表に示す。 

 

（２）耐震評価を実施する施設 

（１）で抽出した建屋外下位クラス施設の評価方針について、

第3-7表に示す。 

 

第3-6表 建屋外露出上位クラス電路へ波及的影響（損傷・転倒・

落下等）を及ぼすおそれのある下位クラス施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3.2 屋外における損傷，転倒，落下等による影響検討結果 

(1) 下位クラス施設の抽出結果 

本文の第 5-4図のフローの aに基づいて抽出された下位クラス

施設について抽出したものを第 6-1表に示す。 

 

(2) 影響検討結果 

(1)で抽出した屋外下位クラス施設の評価方針について，第 6-2

表に示す。 

 

第 6-1表 上位クラス屋外露出電路へ波及的影響（損傷・転倒・

落下等）を及ぼすおそれのある下位クラス施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
整理 

番号 
上位クラス屋外露出電路 

波及的影響を及ぼすおそれ

のある下位クラス施設 

波及的影響のおそれ 

（○：有，×：無） 

 損傷・転倒・落下等 

 
電 001 無線通信設備（固定型）用電路 1 号炉排気筒 ○ 

 
電 002 

安全パラメータ表示システム（SPDS） 

データ収集サーバ用電路 
1 号炉排気筒 ○ 

 
電 003 高圧原子炉代替注水ポンプ用電路 1 号炉排気筒 ○ 

 
電 004 津波監視カメラ用電路 2 号炉排気筒モニタ室 ○ 

 
電 005 

安全パラメータ表示システム（SPDS） 

データ伝送サーバ用電路 

－ 
（設計中） 

－ 
（設計中） 
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・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

施設の配置が異なる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
3-
7
表
 建

屋
外
施
設
の
評
価
方
針
又
は
評
価
結
果
（
損
傷
，
転
倒
及
び
落
下
等
に
よ
る
影
響
）
 

4条-別紙9-170



 

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補足説明資料 

 

ガスタービン発電機用電路について 

 

1. 概要 

 ガスタービン発電機用の電路については，当初設計で

は一部の電路を地上へ敷設していたが，全ての電路を地

中へ埋設する設計に変更する。 

変更前後の電路配置について，以下に示す。また，電

路配置図を第 2-1図に示す。 

 

2. 電路配置 

2.1変更前 

  輪谷貯水槽（西側）の間に電路を地上敷設し，それ

以外の電路は地中へ埋設していた。 

 

2.2 変更後 

  輪谷貯水槽（西側）の間に地上敷設していた電路に

ついて，輪谷貯水槽（西側）の北側を迂回させる経路

へ変更し，全ての電路を地中へ埋設する。 

 

 

第 2-1図 ガスタービン発電機用電路配置図 

 

・記載の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

島根２号炉では，ガ

スタービン発電機用電

路の変更内容について

説明を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更前 

 

 

 

変更後 
 

 

 

：ガスタービン発電機用電路（地上敷設部） 

：ガスタービン発電機用電路（地中埋設部） 

：ガスタービン発電機用電路（地中埋設部） 
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参考資料1-2 

上位クラス計装配管に対する下位クラス施設からの波及的影響

（損傷・転倒・落下）の検討について 

 

計装配管の敷設パターンは次の２つに分類される。 

 

（１）上位クラス計器の計装配管 

第1 図に上位クラス計器に接続する計装配管の敷設概念図を

示す。計装配管敷設箇所について，本文の第5-3 図のフローに従

い，建屋内の上位クラス計装配管の周辺に位置する波及的影響を

及ぼすおそれのある下位クラス施設を現地調査（プラントウォー

クダウン）により抽出し，波及的影響の有無を検討する。 

上記検討については，本文6.3 の建屋内における損傷，転倒及

び落下等による影響検討結果の中で，計装配管が接続される上位

クラス施設（計器）の一部として実施している。 

 

 

第1図 上位クラス計器に接続する計装配管の敷設概念図及び現

地調査範囲 

 

（２）原子炉圧力容器（上位クラス）に接続する下位クラス計器

の計装配管 

第2 図に原子炉圧力容器に接続されているB クラス計器の計

装配管の例を示す。6 号炉，7 号炉の原子炉圧力容器に接続され

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉では本文

5.2，5.3及び 6.3で説

明 
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ている計器の中で，耐震Bクラス設計の箇所を有しているのは，6 

号炉の炉心流量計（原子炉内蔵型再循環ポンプの流量計測用）の

みであることを確認している。この計器に接続されている過流量

阻止弁については，上位クラス施設の一部として，本文の第5-3 

図のフローに従い，建屋内の上位クラス計装配管の周辺に位置す

る波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を現地調査

（プラントウォークダウン）により抽出し，波及的影響の有無を

検討している。 

なお，耐震S クラスの機能が要求されるのは原子炉圧力容器か

ら過流量阻止弁の間であるが，過流量阻止弁から計装配管を接続

するアダプタの間にある配管サポートまでS クラス相当の設計

としている。このことから，配管サポートが地震により構造健全

性を失うことはなく，B クラス配管が破断したとしても，その機

械的荷重が過流量阻止弁の機能に影響を及ぼすことはないと考

えられる。 

また，耐震B クラスの計装配管が破断することにより，配管に

内包されている流体が流出することによる影響については，本文

3.3 項に示すとおり，溢水側の説明書の中で影響評価を実施す

る。 

 

第2図 原子炉圧力容器（上位クラス）に接続する下位クラス計器

の計装配管敷設概念図及び現地調査範囲 
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参考資料1-3 

廃棄物処理建屋内上位クラス施設に接続されている電路ルート

について 

 

1. 上位クラス施設の抽出 

廃棄物処理建屋に設置されている上位クラス施設を第１表に

示す。 

 

第1表 廃棄物処理建屋内上位クラス施設一覧表 

 

 

2. 電路ルート 

1.で抽出した廃棄物処理建屋内上位クラス施設に接続されて

いる電路のルート図を第1 図に示す。第1 図の通り，上位クラス

施設である廃棄物処理建屋から下位クラス施設に渡って敷設さ

れている電路がないことを確認した。 

 

 

第１図 廃棄物処理建屋内上位クラス施設に接続されている電路

ルート図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，上

位クラス施設の間接支

持構造物である建物・

構築物から下位クラス

施設に渡って敷設され

ている上位クラス電路

なし 
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参考資料1-4 

第一ガスタービン発電機に接続されている電路ルートについて 

 

第一ガスタービン発電機に接続されている電路の概略ルート

図を第1 図に示す。第1図の通り，第一ガスタービン発電機に接

続されている電路のうち，上位クラス施設と下位クラス施設を渡

って敷設されている箇所は，第一ガスタービン発電機基礎と第一

ガスタービン発電機用ケーブルダクト間，第一ガスタービン発電

機用ケーブルダクトと7 号炉タービン建屋間，コントロール建屋

とケーブルダクトⅢ間，及びケーブルダクトⅡと6号炉原子炉建

屋間であることを確認した。 

 

 

第１図 第一ガスタービン発電機に接続されている電路概略ルー

ト図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，上

位クラス施設の間接支

持構造物である建物・

構築物から下位クラス

施設に渡って敷設され

ている上位クラス電路

なし 
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参考資料2 

上位クラス施設と隔離されずに接続する下位クラスベント配管

の閉塞影響について 

 

１．概要 

上位クラス施設と隔離されずに接続する下位クラスベント配

管に対して他の下位クラス施設の波及的影響による閉塞の影響

を検討する。 

 

 

 

 

２．評価方法 

本文第5-3 図及び第5-4 図のフローの「上位クラス施設」を「上

位クラス施設と隔離されずに接続する下位クラスベント配管」，

「下位クラス施設」を「上位クラス施設と隔離されずに接続する

下位クラスベント配管以外の下位クラス施設」と読み替えて損

傷，転倒及び落下等による影響評価を実施する。評価対象の上位

クラス施設と隔離されずに接続する下位クラスベント配管を第1 

表に示す。なお，上位クラス施設と隔離されずに接続する下位ク

ラスベント配管のうち上位クラス施設近傍にのみ敷設される配

管は上位クラスの現地調査にて確認しているため，本検討対象か

らは除外している。 

 

第1表 上位クラス施設と隔離されずに接続する下位クラスベン

ト配管 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 2 

下位クラス配管の損傷形態の検討について 

 

 

1. 概要 

上位クラス施設と下位クラス施設の接続部における波及的影

響の検討においては，下位クラス配管の損傷形態である破損と閉

塞のうち，破損に対して検討することとしている。 

そこで，接続部の影響検討において，閉塞事象を検討対象外と

判断するに至った検討内容について以下に示すものである。 

 

 

2. 閉塞事象に対する検討 

2.1 閉塞事象の発生要因について 

地震時の閉塞事象発生要因として以下の 2 ケースが考えられ

る。 

① 地震時慣性力によって，上位クラス施設と接続している下

位クラス配管（以下「対象下位クラス配管」という。）が軸

直交方向に大きな荷重を受けることによって大きく折れ曲

がり流路を完全に遮断するケース 

 

 

 

 

 

② 地震時に対象下位クラス配管の周辺にある他の下位クラス

施設が，損傷，転倒及び落下することによって，対象下位

クラス配管に衝突し，対象下位クラス配管の流路を完全に

遮断するケース 

地震発生時に，これら 2つの発生要因によって，閉塞が発生す

る可能性について検討した結果を 2.2項に示す。 

 

2.2 閉塞事象発生有無の検討について 

2.1 項の発生要因 2 ケースに対して，地震時に実際に発生する

可能性を以下のとおり検討した。 

 

参考資料２ 

下位クラス配管の損傷形態の検討について 

 

 

1. 概要 

下位クラス配管の損傷形態である閉塞については，地震時慣性

力では発生することは考え難いが，建物間の相対変位や不等沈

下，周辺の下位クラス施設の損傷等の影響により閉塞のおそれが

あるため，本資料において検討を実施する。なお，検討対象は閉

塞により波及的影響のおそれがある上位クラス施設と隔離され

ずに接続されている下位クラス配管とする。 

 

2. 閉塞事象に対する検討 

 2.1 閉塞事象の発生要因について 

地震時の閉塞事象発生要因として以下の３ケースが考えられ

る。 

① 地震時慣性力によって，上位クラス施設と接続している下

位クラス配管（以下「対象下位クラス配管」という。）が軸

直交方向に大きな荷重を受けることで大きく折れ曲がり流

路を完全に遮断するケース 

 

② 地震時に建物間の相対変位又は不等沈下によって，建物間

を渡って敷設されている対象下位クラス配管が軸直交方向

に荷重を受けることで大きく折れ曲がり流路を完全に遮断

するケース 

③ 地震時に対象下位クラス配管の周辺にある他の下位クラス

施設が，損傷，転倒及び落下することによって，対象下位

クラス配管に衝突し，対象下位クラス配管の流路を完全に

遮断するケース 

地震発生時に，これら３つの発生要因によって，閉塞が発生す

る可能性について検討した結果を 2.2項に示す。 

 

2.2 閉塞事象発生有無の検討について 

2.1項の発生要因３ケースに対して，地震時に実際に発生する

可能性を以下のとおり検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉では，地

震時慣性力，建物間の

相対変位及び不等沈下

の影響を記載 

【女川 2】 

島根２号炉では，建

物間の相対変位及び不

等沈下の影響を記載 
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(1) 地震時慣性力による閉塞 

地震荷重は一定の方向に大きな荷重が負荷し続けるものでは

なく，荷重が負荷する方向を交互に変えながら発生する交番荷重

であることから，弾性応答範囲を超えた場合，鋼製材料の履歴減

衰による応答低減が期待できる。また，材料のシェイクダウン*

により地震時はおおむね弾性的な挙動となることを踏まえると，

配管が折れ曲がり完全閉塞するような状況は考え難い。 

また，既往研究 1)において配管が有する安全余裕の検証として，

配管の各種試験が実施されており，配管の損傷は応力が集中する

箇所に発生する疲労き裂が主たる損傷形態であり，閉塞による損

傷は確認されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 地震時慣性力による閉塞 

地震荷重は一定の方向に大きな荷重が負荷し続けるものでは

なく，荷重が負荷する方向を交互に変えながら発生する交番荷重

であることから，弾性応答範囲を超えた場合，鋼製材料の履歴減

衰による応答低減が期待できる。また，材料のシェイクダウン※

により地震時はおおむね弾性的な挙動となることを踏まえると，

配管が折れ曲がり完全閉塞するような状況は考え難い。 

また，既住研究 (1)において配管が有する安全余裕の検証とし

て，配管の各種試験が実施されており，配管の損傷は応力が集中

する箇所に発生する疲労き裂が主たる損傷形態であり，閉塞によ

る損傷は確認されていない。 
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*：鋼製材料は降伏応力を超過する応力を受けた場合，塑性変形

が発生するものの，その後は再び弾性的な挙動を繰り返す。この

特性のことをシェイクダウンという。以下に設計建設規格に記載

されているシェイクダウンの解説を引用する。 

 

（出典）発電用原子力設備規格 設計・建設規格（（社）日本機械

学会，2005/2007） 

 

 

 

 

 

※ 鋼製材料は降伏応力を超過する応力を受けた場合，塑性変形

が発生するものの，その後は再び弾性的な挙動を繰り返す。

この特性のことをシェイクダウンという。以下に設計建設規

格に記載されているシェイクダウンの解説を引用する。 

 

（出典）発電用原子力設備規格 設計・建設規格（（社）日本機

械学会，2005/2007） 
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３．評価結果 

上位クラス施設と隔離されずに接続する下位クラスベント配

管に対して波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設の

有無を添付資料1-1 の「上位クラス施設」を「上位クラス施設と

隔離されずに接続する下位クラスベント配管」，「下位クラス施

設」を「上位クラス施設と隔離されずに接続する下位クラスベン

ト配管以外の下位クラス施設」と読み替え，現地調査にて確認し

た。評価結果を第2-1 表及び第2-2 表に，現場の状況写真を第1-1 

図～第1-4 図に示す。上位クラス施設と隔離されずに接続する下

位クラスベント配管に対して，他の下位クラス施設の損傷，転倒

及び落下等により波及的影響を及ぼすおそれがないことを確認

した。 

 

第2-1表 6号炉下位クラスベント配管へ波及的影響を及ぼすおそ

れのある下位クラス施設 

 

第2-2表 7号炉下位クラスベント配管へ波及的影響を及ぼすおそ

れのある下位クラス施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 周辺の下位クラス施設の影響による閉塞 

机上検討で抽出した，上位クラス施設と隔離されずに接続され

ている下位クラス配管について，周辺の下位クラス施設の影響に

よる閉塞事象の有無を確認するため，現場調査を実施して影響を

検討した。参考 2-1表に対象となる配管を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 2-1表 上位クラス施設と隔離されずに接続する下位クラス

施設 

 

 

 

現場調査の結果，調査対象の下位クラス配管に対して，周辺の

下位クラス施設の損傷，転倒，落下等によって波及的影響（閉塞）

を及ぼすおそれがないことを確認した。調査時の写真記録につい

て参考 2-1図に一例を示す。 

 

 

 

(2) 建物間の相対変位又は不等沈下の影響による閉塞 

 上位クラス施設と隔離されずに接続されている下位クラス配

管のうち，建物間を渡り敷設されている対象下位クラス配管につ

いて，島根原子力発電所２号炉では対象の配管はない。  

 

(3) 周辺の下位クラス施設の影響による閉塞 

上位クラス施設と隔離されずに接続されている下位クラス配

管について，周辺の下位クラス施設の影響による閉塞事象の有無

を確認するため，現場調査を実施して影響を検討した。第 2-1表

に対象となる配管を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2-1表 上位クラス施設と隔離されずに接続されている下位ク

ラス施設 

 

 

 

a. 現場調査結果 

現場調査の結果，調査対象の下位クラス配管に対して，損傷，

転倒，落下等によって波及的影響（閉塞）を及ぼすおそれのある

下位クラス施設を抽出した。調査結果を第 2-2表に，調査時の写

真記録について第 2-1図に一例を示す。 

 

 

 

・記載の相違 

【女川 2】 

島根２号炉では，建

物間の相対変位及び不

等沈下の影響を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

番号 
対象下位クラス配管 設置場所 

M001 非常用ディーゼル発電設備ディーゼル機関ミスト管 R/B 

M002 非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料デイタンクベント管 R/B 

M003 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼル機関ミスト管 R/B 

M004 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備ディーゼル燃料デイタンクベント管 R/B 

M005 ガスタービン発電機用サービスタンクベント管 GT/B 
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第1-1図 現場状況写真（ディーゼル機関周辺） 

 

 

第1-2図 現場状況写真（燃料ディタンク周辺） 

 

 

第1-3図 現場状況写真（潤滑油補給タンク周辺） 

 
第1-4図 現場状況写真（配管敷設状況） 

※上位クラス施設に対する波及的影響検討の現地調査結果は，影響のおそれがある場合のみ詳細

な記録を残している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 2-1図 現場調査記録 

 

 

 

 

 

 

 

第 2-2表 上位クラス施設と隔離されずに接続されている下位ク

ラス施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2-1図 対象下位クラス配管と下位クラス施設の現場状況 

 

b. 評価結果 

上位クラス施設と隔離されずに接続されている下位クラス

配管について，周辺の下位クラス施設の影響による閉塞事象の

おそれがないことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

番号 
対象下位クラス配管 

波及的影響を及ぼ

すおそれのある下

位クラス施設 

波及的影響のおそれ 

（有：○，無：×） 備考 

損傷・転倒・落下 

M001 
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル機関ミス

ト管 
― ×  

M002 
非常用ディーゼル発電設備ディーゼル燃料デイ

タンクベント管 
― ×  

M003 
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備 

ディーゼル機関ミスト管 
― × 

第 2-1図 

M004 
高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電設備 

ディーゼル燃料デイタンクベント管 
― × 

M005 ガスタービン発電機用サービスタンクベント管 ― ×  

 

 

ディーゼル機関周辺敷設状況 

R/B敷設状況 

燃料デイタンク周辺敷設状況 
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3. まとめ 

対象下位クラス配管について，地震時慣性力による閉塞と周辺

の下位クラス施設の影響による閉塞が発生する可能性を検討し

た結果，いずれの閉塞事象も発生しないことが確認できた。した

がって，上位クラス施設と接続する下位クラス配管の損傷形態と

しては破損に対して検討する。 

 

4. 参考文献 

1) 平成 15 年度 原子力発電施設耐震信頼性実証に関する報告書 

配管系終局強度（平成 16年 6月 （独）原子力安全基盤機構） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. まとめ 

対象下位クラス配管の閉塞事象について検討した結果，地震時

慣性力による閉塞については，発生し難いことを確認した。また，

建物間の相対変位又は不等沈下，周辺の下位クラス施設の損傷，

転倒，落下等により対象下位クラス配管が閉塞するおそれがない

ことを確認した。 

 

4. 参考文献 

(1) 平成１５年度 原子力発電施設耐震信頼性実証に関する

報告書 配管系終局強度 

（平成１６年６月 （独）原子力安全基盤機構） 
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参考資料３ 

建物開口部竜巻防護対策設備の波及的影響評価における対応方

針について 

 

島根２号炉では，竜巻防護対象設備が設置されている原子炉建

物及び廃棄物処理建物の開口部に建物開口部竜巻防護対策設備

を設置し，飛来物から建物内の竜巻防護対象設備を防護する設計

としている。屋外に設置される下位クラス施設の損傷，転倒，落

下等による波及的影響評価においては，上位クラス施設の周辺に

位置する波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽

出し，波及的影響の有無を検討する方針であるが，建物開口部竜

巻防護対策設備は，比較的大型の鋼製構造物であり，建物の上部

にも設置されているため，地震により破損・脱落した場合の影響

範囲の限定が難しいことから，建物開口部竜巻防護対策設備全て

を基準地震動Ｓｓによる地震力に対して健全性を維持できる設

計（以下「Ｓｓ機能維持設計」という。）とする。原子炉建物及

び廃棄物処理建物に設置している建物開口部竜巻防護対策設備

の概要を第１図に示す。 

なお，海水ポンプエリア，ストレーナエリア，循環水ポンプエ

リア及び燃料移送ポンプエリア竜巻防護対策設備については，地

震により破損・脱落した場合の影響範囲が想定できるため，本資

料「5.4 屋外における損傷，転倒，落下等による影響」の検討を

行い，本資料「6.4 屋外における損傷，転倒，落下等による影響

検討結果」に示すとおりＳｓ機能維持設計とする。 

 

 

・設計飛来物から防護対象設

備を護るため，防護対象設備

近傍にある建物開口部へ支持

部材又は竜巻防護ネットを設

置。 

・竜巻防護ネットは設計飛来

物の運動エネルギーを吸収可

能な設計にするとともに，小

径の飛来物のすり抜けを防止

する設計とする。 

第１図 建物開口部竜巻防護対策設備の概要図 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

 島根２号炉では，建

物開口部竜巻防護対策

設備に対する対応方針

を記載 
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参考資料3 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所関連施設の波及的影響検討に

ついて 

 

１．検討対象 

「柏崎刈羽原子力発電所6 号及び7 号炉 重大事故等対処設備

について（補足説明資料）（5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所）

（平成29 年2 月9 日，第441 回審査会合資料1-2-3）」に記載し

ている5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所関連の重大事故対処設

備のうち，波及的影響の検討対象となる施設を抽出した。緊急時

対策所が3 号炉原子炉建屋内から5 号炉原子炉建屋内に変更し

たことに伴い，波及的影響の検討対象から削除した施設を第1 表

に，追加した施設を第2 表に示す。 

 

第1表 波及的影響検討対象から削除した3号炉原子炉建屋内緊急

時対策所関連施設 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7】 

 島根２号炉では，緊

急時対策所に対して，

他の屋外設置の上位ク

ラス施設と同様の評価

を実施 
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第2表 波及的影響検討対象として追加した5号炉原子炉建屋内緊

急時対策所関連施設 

 

 

２．影響評価方法 

第2 表の検討対象に対して，設置場所に応じ，本文５項に示す

通りの検討を行う。建屋外施設であれば，本文の第5-1 図，第5-2 

図及び第5-4 図のフローに，建屋内施設であれば本文の第5-2 図

及び第5-3 図のフローに従い，上位クラス施設に対する下位クラ

ス施設の波及的影響を検討する。 

なお，緊急時対策所が3 号炉原子炉建屋内から5 号炉原子炉建

屋内に変更したことに伴い，荒浜側防潮堤及び3 号炉原子炉建屋

（3 号炉原子炉建屋内緊急時対策所）が下位クラス施設となった

が，第1 図に示す通り，波及的影響のおそれのある施設とならな

いことを確認している。荒浜側防潮堤及び3 号炉原子炉建屋から

最も近い上位クラス施設として第一ガスタービン発電機等があ

るが，荒浜側防潮堤及び3 号炉原子炉建屋から十分な離隔を有し

ている。 
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３．影響評価進捗状況 

5 号炉原子炉建屋内緊急時対策所関連施設の影響評価進捗状

況を第3 表に示す。 

 

第3表 5号炉原子炉建屋内緊急時対策所関連施設の影響評価進捗

状況 
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参考資料４ 

島根２号炉の特徴を踏まえた波及的影響評価について 

 

1. はじめに 

波及的影響評価においては，本文 2章の評価方針に示すとおり，

設計図書類を用いた机上検討及び現地調査（プラントウォークダ

ウン）による敷地全体を俯瞰した調査・検討を行い，下位クラス

施設を抽出したうえで，抽出された下位クラス施設について，配

置，設計，運用上の観点から上位クラス施設への影響評価を実施

する。評価の実施にあたっては，施設の配置，構成等のプラント

の特徴を考慮する必要がある。 

本資料では，島根２号炉の特徴である取水槽及びタービン建物

内に設置している上位クラス施設に対して，波及的影響を及ぼす

おそれのある下位クラス施設の抽出過程を網羅的に説明する。 

 

2. 島根２号炉の特徴 

上位クラス施設への下位クラス施設の波及的影響評価におい

ては，損傷，転倒，落下等を考慮した下位クラス施設と上位クラ

ス施設の位置関係に着目して評価を実施する方針であることか

ら，施設の位置関係に関わる島根２号炉の特徴を以下に示す。 

 

＜施設の位置関係に関わる島根２号炉の特徴＞ 

①取水槽内のうち取水槽海水ポンプエリア及び取水槽循環水ポン

プエリアにおいて，下位クラス施設と原子炉補機海水系配管等の上

位クラス施設が物理的に分離されず設置されている。 

②下位クラス施設が複数設置されているタービン建物内におい

て，循環水系配管等の比較的大型の下位クラス施設と原子炉補機

海水系配管等の上位クラス施設が物理的に分離されず設置され

ている。 

 

3. 上位クラス施設の設置状況 

施設の位置関係に関わる島根２号炉の特徴である取水槽及び

タービン建物内に設置している上位クラス施設を表 3-1に，配

置状況を図 3-1に示す。なお，新設の上位クラス施設について

 

・対象施設の相違 

【柏崎 6/7，女川 2】 

 島根２号炉の特徴を

踏まえた評価を記載 
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は，設置状況及び波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス

施設の抽出結果を詳細設計段階にて説明する。 

 

表 3-1 取水槽及びタービン建物内の上位クラス施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリア 上位クラス施設 

取水槽 

（取水槽海水ポンプエリア，

取水槽循環水ポンプエリア） 

・原子炉補機海水ポンプ 

・高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ 

・原子炉補機海水系配管 

・高圧炉心スプレイ補機海水系配管 

・原子炉補機海水ストレーナ 

・高圧炉心スプレイ補機海水ストレーナ 

・原子炉補機海水系電路 

・取水槽水位計 

・取水槽床ドレン逆止弁 

・貫通部止水処置※ 

・タービン補機海水ポンプ 

・タービン補機海水系配管（ポンプ出口～第二出口 

弁） 

・タービン補機海水ポンプ出口弁 

・タービン補機海水ポンプ第二出口弁※ 

・循環水ポンプ 

・循環水系配管（ポンプ出口～タービン建物外壁） 

・除じんポンプ 

・除じん系配管（ポンプ入口配管，ポンプ出口～海 

水ポンプエリア境界壁） 

・取水槽水位計電路 

・取水槽漏えい検知器※ 

タービン建物地下１階 

・原子炉補機海水系配管 

・高圧炉心スプレイ補機海水系配管 

・非常用ディーゼル発電機燃料移送系配管 

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送

系配管 

・高圧炉心スプレイ補機海水系電路 

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送

ポンプ電路 

・非常用ガス処理系配管 

・原子炉補機海水系電路 

・貫通部止水処置※ 

・タービン建物防水壁※ 

・タービン建物水密扉※ 

・タービン建物床ドレン逆止弁※ 

・タービン建物機器ドレン逆止弁※ 
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エリア 上位クラス施設 

タービン建物地下１階 

・タービン建物漏えい検知器※ 

・津波監視カメラ電路 

・取水槽水位計電路 

タービン建物１階 

・非常用ガス処理系配管 

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送 

系配管 

・非常用ディーゼル発電機燃料移送系配管 

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送 

ポンプ電路 

・非常用ディーゼル発電機燃料移送ポンプ電路 

・原子炉補機海水系配管 

・原子炉補機海水系電路 

・高圧炉心スプレイ補機海水系配管 

・高圧炉心スプレイ補機海水系電路 

・津波監視カメラ電路 

・取水槽水位計電路 

※ 新設の上位クラス施設 
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4. 下位クラス施設の検討結果

4.1 下位クラス施設の抽出手順と抽出方法 

本文 5.3及び 5.4と同様の手順により，建物内及び屋外におけ

る下位クラス施設の損傷，転倒，落下等による上位クラス施設へ

の影響の観点で，上位クラス施設の周辺に位置する波及的影響を

及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出する。具体的な抽出方

法は，以下に示すとおり，下位クラス施設の落下及び転倒を想定

し，上位クラス施設の直上及び離隔距離が十分でない下位クラス

施設を抽出する。なお，対象となる上位クラス施設に対して，下

位クラス施設が影響を及ぼさない程度の大きさ，重量等である場

合（小口径配管，照明器具等）は影響なしと判断する。 

(1) 下位クラス施設の落下に伴う上位クラス施設への衝突を想

定した抽出方法 

図 4-1 に示すとおり上位クラス施設の直上に下位クラス施設

が設置されている場合，当該下位クラス施設は上位クラス施設へ

の波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設として抽出

する。なお，下位クラスの配管については図 4-2に示すとおり落

下を想定し，上位クラス施設への波及的影響を及ぼすおそれのあ

る下位クラス施設として抽出する。 

(ａ)抽出方法         （ｂ）具体例 

図 4-1 下位クラス施設の落下に伴う上位クラス施設への衝突を

想定した抽出方法及び具体例 
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(ａ)抽出方法        （ｂ）具体例 

図 4-2 下位クラスの配管の落下に伴う上位クラス施設への衝突

を想定した抽出方法及び具体例 

(2) 下位クラス施設の転倒に伴う上位クラス施設への衝突を想

定した抽出方法 

図 4-3に示すとおり下位クラス施設の高さ(H)の範囲に上位ク

ラス施設が設置されている場合，当該下位クラス施設は上位クラ

ス施設への波及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設と

して抽出する。なお，下位クラスの配管については図 4-4に示す

とおり転倒を想定し，上位クラス施設への波及的影響を及ぼすお

それのある下位クラス施設として抽出する。 

(ａ)抽出方法        （ｂ）具体例 

図 4-3 下位クラス施設の転倒に伴う上位クラス施設への衝突を

想定した抽出方法及び具体例 
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(ａ)抽出方法        （ｂ）具体例 

図 4-4 下位クラスの配管の転倒に伴う上位クラス施設への衝突

を想定した抽出方法及び具体例 

4.2 下位クラス施設の抽出結果 

4.1の手順・方法により上位クラス施設の周辺に位置する波

及的影響を及ぼすおそれのある下位クラス施設を抽出した。抽

出結果を表 4-1に示す。また，上位クラス施設と周辺の下位ク

ラス施設の位置関係を図 4-5に，また現場状況の例を図 4-6に

示す。 

4.3 評価結果及び評価方針 

4.2で抽出した下位クラス施設のうち，下位クラス施設の落下

を想定しても上位クラス施設の有する機能に影響を及ぼさない

施設は波及的影響しないと判断した（補足説明資料参照）。一方，

上位クラス施設の有する機能への影響が否定できない下位クラ

ス施設については，基準地震動 Ssによる地震力に対して構造健

全性評価を行い，上位クラス施設への波及的影響を及ぼすおそれ

がないことを確認する。下位クラス施設に対する評価結果及び評

価方針を表 4-2に示す。 

なお，建物内の間仕切壁等については，その損傷により上位ク

ラス施設に対して波及的影響を及ぼすおそれがあるが，建物全体

としては，地震力を主に耐震壁で負担する構造となっており，間

仕切壁等が耐震壁の変形に追従し，また，建物全体が剛性の高い

構造となっており，耐震壁の変形が小さく間仕切壁等の変形も抑

えられる。 

よって，詳細設計段階において，間仕切壁の位置・構造等を踏

まえ，基準地震動Ｓｓに対する地震応答解析により，各層の耐震

壁が最大せん断ひずみの許容限界を満足することで間仕切壁等
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の構造健全性を確認し，上位クラス施設の有する機能を損なわな

いことを確認する。 
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レ
ン

逆
止

弁
循

環
水

系
配

管
（
A

）
（
ポ

ン
プ

出
口

～
タ

ー
ビ

ン
建

物
外

壁
）

（
2
6
0
0
ID

）
循

環
水

系
配

管
（
B

）
（
ポ

ン
プ

出
口

～
タ

ー
ビ

ン
建

物
外

壁
）

（
2
6
0
0
ID

）
循

環
水

系
配

管
（
C

）
（
ポ

ン
プ

出
口

～
タ

ー
ビ

ン
建

物
外

壁
）

（
2
6
0
0
ID

）

エ
リ

ア
上

位
ク

ラ
ス

施
設

下
位

ク
ラ

ス
施

設

上
位

ク
ラ

ス
施

設
と

下
位

ク
ラ

ス
施

設
の

位
置

関
係
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表
4-

1 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
抽
出
結
果
（
5
/
1
1）

 

直
上

水
平

上
位

ク
ラ

ス
施

設
の

直
上

に
下

位
ク

ラ
ス

施
設

が
設

置
さ

れ
て

い
る

か
○

：
あ

り
，

－
：
な

し

十
分

な
離

隔
距

離
を

有
し

て
い

な
い

下
位

ク
ラ

ス
施

設
が

設
置

さ
れ

て
い

る
か

○
：
あ

り
，

－
：
な

し
（
「
○

」
の

場
合

は
，

離
隔

距
離

を
記

載
）

循
環

水
系

配
管

(A
)(
1
0
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

④
に

示
す

。

循
環

水
系

配
管

(B
)(
1
0
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑤
に

示
す

。

消
火

系
配

管
(1

5
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

④
，

⑦
に

示
す

。

循
環

水
系

配
管

(3
1
0
0
ID

)
【
高

さ
：
5
.3

m
】

－
○

（
1
.7

m
）

○
図

4
-
5
の

⑥
に

示
す

。

循
環

水
系

配
管

(3
1
0
0
ID

)
【
高

さ
：
5
.3

m
】

－
○

（
1
.3

m
）

○
図

4
-
5
の

⑥
に

示
す

。
図

4
-
6
の

（
1
/
3
）
に

示
す

。

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

系
配

管
(7

5
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑤
に

示
す

。
図

4
-
6
の

（
1
/
3
）
に

示
す

。

消
火

系
配

管
(1

5
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑤
に

示
す

。

循
環

水
系

配
管

(3
1
0
0
ID

)
【
高

さ
：
5
.3

m
】

－
○

（
1
.7

m
）

○
図

4
-
5
の

⑥
に

示
す

。

消
火

系
配

管
(1

5
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑦
に

示
す

。

T
/
B

_B
1
F

【
T
-
B

1
F
-
2
6
N

】

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）

エ
リ

ア
上

位
ク

ラ
ス

施
設

下
位

ク
ラ

ス
施

設

上
位

ク
ラ

ス
施

設
と

下
位

ク
ラ

ス
施

設
の

位
置

関
係

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

系
配

管
（
2
5
0
A

）

Ⅱ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）

備
考

波
及

的
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

の
検

討
対

象
○

：
対

象
－

：
対

象
外
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表
4-

1 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
抽
出
結
果
（
6
/
1
1）

 

直
上

水
平

上
位

ク
ラ

ス
施

設
の

直
上

に
下

位
ク

ラ
ス

施
設

が
設

置
さ

れ
て

い
る

か
○

：
あ

り
，

－
：
な

し

十
分

な
離

隔
距

離
を

有
し

て
い

な
い

下
位

ク
ラ

ス
施

設
が

設
置

さ
れ

て
い

る
か

○
：
あ

り
，

－
：
な

し
（
「
○

」
の

場
合

は
，

離
隔

距
離

を
記

載
）

給
水

系
配

管
(5

0
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑧
に

示
す

。
図

4
-
6
の

（
2
/
3
）
に

示
す

。

タ
ー

ビ
ン

ヒ
ー

タ
ド

レ
ン

系
配

管
(3

0
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑧
に

示
す

。
図

4
-
6
の

（
2
/
3
）
に

示
す

。

給
水

系
配

管
(5

0
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑧
に

示
す

。

タ
ー

ビ
ン

ヒ
ー

タ
ド

レ
ン

系
配

管
(3

0
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑧
に

示
す

。

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

系
配

管
（
2
5
0
A

）
－

－
－

－

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

（
4
0
0
A

）
消

火
系

配
管

(1
0
0
A

）
○

－
○

図
4
-
5
の

⑨
に

示
す

。

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

電
路

－
－

－
－

Ⅱ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

電
路

－
－

－
－

取
水

槽
水

位
計

電
路

－
－

－
－

Ⅱ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）

エ
リ

ア
上

位
ク

ラ
ス

施
設

下
位

ク
ラ

ス
施

設

T
/
B

_B
1
F

【
T
-
B

1
F
-
2
3
N

】

上
位

ク
ラ

ス
施

設
と

下
位

ク
ラ

ス
施

設
の

位
置

関
係

波
及

的
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

の
検

討
対

象
○

：
対

象
－

：
対

象
外

備
考

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
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表
4-

1 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
抽
出
結
果
（
7
/
1
1）

 

直
上

水
平

上
位

ク
ラ

ス
施

設
の

直
上

に
下

位
ク

ラ
ス

施
設

が
設

置
さ

れ
て

い
る

か
○

：
あ

り
，

－
：
な

し

十
分

な
離

隔
距

離
を

有
し

て
い

な
い

下
位

ク
ラ

ス
施

設
が

設
置

さ
れ

て
い

る
か

○
：
あ

り
，

－
：
な

し
（
「
○

」
の

場
合

は
，

離
隔

距
離

を
記

載
）

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
－

－
－

－

Ⅱ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
－

－
－

－

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

系
配

管
（
2
5
0
A

）
－

－
－

－

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
系

配
管

（
5
0
A

）
－

－
－

－

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
系

配
管

（
A

）
（
5
0
A

）
－

－
－

－

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

系
電

路
－

－
－

－

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

電
路

－
－

－
－

津
波

監
視

カ
メ

ラ
電

路
－

－
－

－

【
T
-
B

1
F
-
2
7
N

】

エ
リ

ア
上

位
ク

ラ
ス

施
設

下
位

ク
ラ

ス
施

設

上
位

ク
ラ

ス
施

設
と

下
位

ク
ラ

ス
施

設
の

位
置

関
係

T
/
B

_B
1
F

波
及

的
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

の
検

討
対

象
○

：
対

象
－

：
対

象
外

備
考
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表
4-

1 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
抽
出
結
果
（
8
/
1
1）

 

直
上

水
平

上
位

ク
ラ

ス
施

設
の

直
上

に
下

位
ク

ラ
ス

施
設

が
設

置
さ

れ
て

い
る

か
○

：
あ

り
，

－
：
な

し

十
分

な
離

隔
距

離
を

有
し

て
い

な
い

下
位

ク
ラ

ス
施

設
が

設
置

さ
れ

て
い

る
か

○
：
あ

り
，

－
：
な

し
（
「
○

」
の

場
合

は
，

離
隔

距
離

を
記

載
）

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

系
配

管
(5

5
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑩
に

示
す

。

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

系
配

管
(7

5
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑪
に

示
す

。

タ
ー

ビ
ン

補
機

冷
却

系
熱

交
換

器
（
A

）
【
高

さ
：
2
.4

m
】

－
○

（
0
.8

m
）

○
図

4
-
5
の

⑩
に

示
す

。

タ
ー

ビ
ン

補
機

冷
却

系
熱

交
換

器
（
C

）
【
高

さ
：
2
.4

m
】

－
○

（
0
.8

m
）

○
図

4
-
5
の

⑩
に

示
す

。

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

系
配

管
(5

5
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑩
に

示
す

。

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

系
配

管
(7

5
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑪
に

示
す

。

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

電
路

－
－

－
－

取
水

槽
水

位
計

電
路

－
－

－
－

【
T
-
B

1
F
-
0
8
N

,0
9
N

,1
0
N

】
Ⅱ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
電

路
－

－
－

－

【
T
-
B

1
F
-

0
8
N

,0
9
N

,1
0
N

,1
1
N

】

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）

【
T
-
B

1
F
-
2
8
N

】

T
/
B

_B
1
F

Ⅱ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）

波
及

的
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

の
検

討
対

象
○

：
対

象
－

：
対

象
外

備
考

エ
リ

ア
上

位
ク

ラ
ス

施
設

下
位

ク
ラ

ス
施

設

上
位

ク
ラ

ス
施

設
と

下
位

ク
ラ

ス
施

設
の

位
置

関
係

4条-別紙9-203



柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20版） 女川原子力発電所 ２号炉（2020.2.7版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

表
4-

1 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
抽
出
結
果
（
9
/
1
1）

 

直
上

水
平

上
位

ク
ラ

ス
施

設
の

直
上

に
下

位
ク

ラ
ス

施
設

が
設

置
さ

れ
て

い
る

か
○

：
あ

り
，

－
：
な

し

十
分

な
離

隔
距

離
を

有
し

て
い

な
い

下
位

ク
ラ

ス
施

設
が

設
置

さ
れ

て
い

る
か

○
：
あ

り
，

－
：
な

し
（
「
○

」
の

場
合

は
，

離
隔

距
離

を
記

載
）

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

電
路

－
－

－
－

Ⅱ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

電
路

－
－

－
－

取
水

槽
水

位
計

電
路

－
－

－
－

復
水

輸
送

系
配

管
(1

5
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑫
に

示
す

。
図

4
-
6
の

（
3
/
3
）
に

示
す

。

復
水

系
配

管
(7

0
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑫
に

示
す

。
図

4
-
6
の

（
3
/
3
）
に

示
す

。

復
水

系
配

管
(5

0
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑬
に

示
す

。

真
空

掃
除

系
配

管
(1

0
0
A

)
○

－
○

図
4
-
5
の

⑬
に

示
す

。

【
T
-
1
F
-
1
9
N

】
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
配

管
（
4
0
0
A

）

T
/
B

_B
1
F

T
/
B

_1
F

波
及

的
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性

の
検

討
対

象
○

：
対

象
－

：
対

象
外

備
考

エ
リ

ア
上

位
ク

ラ
ス

施
設

下
位

ク
ラ

ス
施

設

上
位

ク
ラ

ス
施

設
と

下
位

ク
ラ

ス
施

設
の

位
置

関
係

【
T
-
B

1
F
-
1
8
N

】
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表
4-

1 
上
位
ク
ラ
ス
施
設
に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
抽
出
結
果
（
1
0
/
11
）
 

直
上

水
平

上
位

ク
ラ

ス
施

設
の

直
上

に
下

位
ク

ラ
ス

施
設

が
設

置
さ

れ
て

い
る

か
○

：
あ

り
，

－
：
な

し

十
分

な
離

隔
距

離
を

有
し

て
い

な
い

下
位

ク
ラ

ス
施

設
が

設
置

さ
れ

て
い

る
か

○
：
あ

り
，
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図 4-6 現場状況の例（1/3） 

 

 

図 4-6 現場状況の例（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 復水器室【T-B1F-26N】 

上位クラス施設（赤色） Ⅱ－原子炉補機海水系配管（700A） 

下位クラス施設（青色） 循環水系配管（3100ID），タービン補機海水系配管(750A) 

 

 

離隔距離：1.3m 

タービン補機海

水系配管(750A) 

循 環 水 系 配 管

（3100ID） 

エリア T-B1F-23N 

上位クラス施設（赤色） Ⅰ－原子炉補機海水系配管（700A） 

下位クラス施設（青色） 給水系配管（500A），タービンヒータドレン系配管（300A） 

 

 

 

 

給水系配管（500A） 

タービンヒータ 

ドレン系配管（300A） 
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図 4-6 現場状況の例（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリア T-1F-19N 

上位クラス施設（赤色） 非常用ガス処理系配管（400A） 

下位クラス施設（青色） 復水系配管（700A），復水輸送系配管(150A) 

 

 

復水輸送系配管

(150A) 

復 水 系 配 管

(700A) 
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系

配
管

（
7
0
0
A

）
Ⅱ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
配

管
（
7
0
0
A

）
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

配
管

（
2
5
0
A

）
Ⅰ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
電

路
Ⅱ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
電

路
取

水
槽

床
ド

レ
ン

逆
止

弁
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

（
A

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

（
B

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

（
C

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
系

配
管

（
ポ

ン
プ

出
口

～
第

二
出

口
弁

）
（
7
5
0
A

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

出
口

弁
（
M

V
2
4
7
-
1
A

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

出
口

弁
（
M

V
2
4
7
-
1
B

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

出
口

弁
（
M

V
2
4
7
-
1
C

）
除

じ
ん

ポ
ン

プ
（
A

）
除

じ
ん

ポ
ン

プ
（
B

）
除

じ
ん

系
配

管
（
ポ

ン
プ

入
口

配
管

，
ポ

ン
プ

出
口

～
海

水
ポ

ン
プ

エ
リ

ア
境

界
壁

）
（
4
0
0
A

）
取

水
槽

水
位

計
電

路

取
水

槽
海

水
ポ

ン
プ

エ
リ

ア
竜

巻
防

護
対

策
設

備
4条-別紙9-214
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表
4-
2 

下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
評
価
結
果
及
び
評
価
方

針
（
3
/
5）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
エ

リ
ア

上
位

ク
ラ

ス
施

設
波

及
的

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

下
位

ク
ラ

ス
施

設
評

価
結

果
及

び
評

価
方

針
備

考

取
水

槽
水

位
計

除
じ

ん
系

配
管

（
ポ

ン
プ

入
口

配
管

，
ポ

ン
プ

出
口

～
海

水
ポ

ン
プ

エ
リ

ア
境

界
壁

）
（
4
0
0
A

）
取

水
槽

水
位

計
電

路

取
水

槽
海

水
ポ

ン
プ

エ
リ

ア
防

水
壁

基
準

地
震

動
S

sに
対

す
る

構
造

健
全

性
評

価
に

よ
り

，
取

水
槽

海
水

ポ
ン

プ
エ

リ
ア

防
水

壁
が

落
下

・
転

倒
し

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

工
認

計
算

書
添

付
予

定

循
環

水
系

配
管

（
B

）
（
ポ

ン
プ

出
口

～
タ

ー
ビ

ン
建

物
外

壁
）

（
2
6
0
0
ID

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

(A
)

基
準

地
震

動
S

sに
対

す
る

構
造

健
全

性
評

価
に

よ
り

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

ス
ト

レ
ー

ナ
が

転
倒

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

取
水

槽

取
水

槽
水

位
計

原
子

炉
補

機
海

水
ポ

ン
プ

（
A

)
原

子
炉

補
機

海
水

ポ
ン

プ
（
B

)
原

子
炉

補
機

海
水

ポ
ン

プ
（
C

)
原

子
炉

補
機

海
水

ポ
ン

プ
（
D

)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
ポ

ン
プ

原
子

炉
補

機
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

（
A

）
原

子
炉

補
機

海
水

ス
ト

レ
ー

ナ
（
B

）
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
Ⅱ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
配

管
（
7
0
0
A

）
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

配
管

（
2
5
0
A

）
Ⅰ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
電

路
Ⅱ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
電

路
取

水
槽

床
ド

レ
ン

逆
止

弁
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

（
A

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

（
B

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

（
C

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
系

配
管

（
ポ

ン
プ

出
口

～
第

二
出

口
弁

）
（
7
5
0
A

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

出
口

弁
（
M

V
2
4
7
-
1
A

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

出
口

弁
（
M

V
2
4
7
-
1
B

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ポ

ン
プ

出
口

弁
（
M

V
2
4
7
-
1
C

）
循

環
水

ポ
ン

プ
（
A

）
循

環
水

ポ
ン

プ
（
B

）
循

環
水

ポ
ン

プ
（
C

）
循

環
水

系
配

管
（
A

）
（
ポ

ン
プ

出
口

～
タ

ー
ビ

ン
建

物
外

壁
）

（
2
6
0
0
ID

）
循

環
水

系
配

管
（
B

）
（
ポ

ン
プ

出
口

～
タ

ー
ビ

ン
建

物
外

壁
）

（
2
6
0
0
ID

）
循

環
水

系
配

管
（
C

）
（
ポ

ン
プ

出
口

～
タ

ー
ビ

ン
建

物
外

壁
）

（
2
6
0
0
ID

）
除

じ
ん

ポ
ン

プ
（
A

）
除

じ
ん

ポ
ン

プ
（
B

）
除

じ
ん

系
配

管
（
ポ

ン
プ

入
口

配
管

，
ポ

ン
プ

出
口

～
海

水
ポ

ン
プ

エ
リ

ア
境

界
壁

）
（
4
0
0
A

）
取

水
槽

水
位

計
電

路

１
号

炉
排

気
筒

基
準

地
震

動
S

sに
対

す
る

構
造

健
全

性
評

価
に

よ
り

，
１

号
炉

排
気

筒
が

落
下

・
転

倒
し

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

工
認

計
算

書
添

付
予

定
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表
4-
2 

下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
評
価
結
果
及
び
評
価
方

針
（
4
/5
）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
エ

リ
ア

上
位

ク
ラ

ス
施

設
波

及
的

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

下
位

ク
ラ

ス
施

設
評

価
結

果
及

び
評

価
方

針
備

考

取
水

槽
循

環
水

系
配

管
（
C

）
（
ポ

ン
プ

出
口

～
タ

ー
ビ

ン
建

物
外

壁
）

（
2
6
0
0
ID

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

(B
)

基
準

地
震

動
S

sに
対

す
る

構
造

健
全

性
評

価
に

よ
り

，
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

が
転

倒
し

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

工
認

計
算

書
添

付
予

定

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

（
4
0
0
A

）
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

移
送

系
配

管
（
5
0
A

）
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

燃
料

移
送

系
配

管
（
A

）
（
5
0
A

）

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

排
ガ

ス
フ

ィ
ル

タ
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

グ
ラ

ン
ド

蒸
気

排
ガ

ス
フ

ィ
ル

タ
が

転
倒

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
Ⅱ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
配

管
（
7
0
0
A

）
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
補

機
海

水
系

配
管

（
2
5
0
A

）
循

環
水

系
配

管
(3

1
0
0
ID

)
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

循
環

水
系

配
管

が
転

倒
し

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

工
認

計
算

書
添

付
予

定

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
Ⅱ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
配

管
（
7
0
0
A

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
系

配
管

（
7
5
0
A

）
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

系
配

管
が

落
下

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

（
4
0
0
A

）
復

水
系

配
管

(7
0
0
A

)
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

復
水

系
配

管
が

落
下

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

（
4
0
0
A

）
復

水
系

配
管

(5
0
0
A

)
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

復
水

系
配

管
が

落
下

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
Ⅱ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
配

管
（
7
0
0
A

）
給

水
系

配
管

(5
0
0
A

)
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

給
水

系
配

管
が

落
下

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
Ⅱ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
配

管
（
7
0
0
A

）
タ

ー
ビ

ン
ヒ

ー
タ

ド
レ

ン
系

配
管

(3
0
0
A

)
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

タ
ー

ビ
ン

ヒ
ー

タ
ド

レ
ン

系
配

管
が

落
下

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

（
4
0
0
A

）
復

水
輸

送
系

配
管

(1
5
0
A

)
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

復
水

輸
送

系
配

管
が

落
下

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

T
/
B
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表
4-
2 

下
位
ク
ラ
ス
施
設
の
評
価
結
果
及
び
評
価
方

針
（
5
/
5）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
エ

リ
ア

上
位

ク
ラ

ス
施

設
波

及
的

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

下
位

ク
ラ

ス
施

設
評

価
結

果
及

び
評

価
方

針
備

考

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

系
配

管
（
2
5
0
A

）
消

火
系

配
管

(1
5
0
A

)
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

消
火

系
配

管
が

落
下

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
Ⅱ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
配

管
（
7
0
0
A

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水
系

配
管

（
5
5
0
A

）
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

タ
ー

ビ
ン

補
機

海
水

系
配

管
が

落
下

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
冷

却
系

熱
交

換
器

（
A

）
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

タ
ー

ビ
ン

補
機

冷
却

系
熱

交
換

器
が

転
倒

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
タ

ー
ビ

ン
補

機
冷

却
系

熱
交

換
器

（
C

）
基

準
地

震
動

S
sに

対
す

る
構

造
健

全
性

評
価

に
よ

り
，

タ
ー

ビ
ン

補
機

冷
却

系
熱

交
換

器
が

転
倒

し
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
工

認
計

算
書

添
付

予
定

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
Ⅱ

－
原

子
炉

補
機

海
水

系
配

管
（
7
0
0
A

）
消

火
系

配
管

(1
5
0
A

)
下

位
ク

ラ
ス

施
設

の
落

下
を

想
定

し
て

も
上

位
ク

ラ
ス

施
設

の
有

す
る

機
能

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
補

足
説

明
資

料
参

照

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
循

環
水

系
配

管
(A

)(
1
0
0
A

)
下

位
ク

ラ
ス

施
設

の
落

下
を

想
定

し
て

も
上

位
ク

ラ
ス

施
設

の
有

す
る

機
能

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
補

足
説

明
資

料
参

照

Ⅰ
－

原
子

炉
補

機
海

水
系

配
管

（
7
0
0
A

）
循

環
水

系
配

管
(B

)(
1
0
0
A

)
下

位
ク

ラ
ス

施
設

の
落

下
を

想
定

し
て

も
上

位
ク

ラ
ス

施
設

の
有

す
る

機
能

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
補

足
説

明
資

料
参

照

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

（
4
0
0
A

）
消

火
系

配
管

(1
0
0
A

）
下

位
ク

ラ
ス

施
設

の
落

下
を

想
定

し
て

も
上

位
ク

ラ
ス

施
設

の
有

す
る

機
能

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
補

足
説

明
資

料
参

照

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

配
管

（
4
0
0
A

）
真

空
掃

除
系

配
管

(1
0
0
A

)
下

位
ク

ラ
ス

施
設

の
落

下
を

想
定

し
て

も
上

位
ク

ラ
ス

施
設

の
有

す
る

機
能

に
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

。
補

足
説

明
資

料
参

照

T
/
B
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5. まとめ 

施設の位置関係に関わる島根２号炉の特徴である比較的大型

の下位クラス施設の近傍に上位クラス施設が設置されている取

水槽（取水槽海水ポンプエリア，取水槽循環水ポンプエリア）及

びタービン建物内の波及的影響評価を実施した結果，上位クラス

施設の有する機能への影響が否定できない下位クラス施設を抽

出した。これらの下位クラス施設については，詳細設計段階にお

いて，基準地震動 Ssに対する構造健全性評価を行い，上位クラ

ス施設の有する機能を損なわないことを確認する。 
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